
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この作品は、第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈佳作〉受賞作品「ＡＩ少女と同期した俺のクソゲー攻略ログ」を改稿・改題したものです。




本作品は本編終了後に第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞

『ポンコツ勇者の下剋上』（著：藤川　恵蔵）

『あまのじゃくな氷室さん　好感度１００％から始める毒舌女子の落としかた』（著：広ノ祥人）

お試し版が収録されています。
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『君たちプレイヤーは、とある強大で理不尽な帝国に反旗を翻ひるがえした大馬鹿者だ。

　戦力差は歴然。付け入る隙など微み塵じんもないが──しかしそうだな、君たちの勇気に敬意を表して、とっておきの情報を提供するとしよう。




　勝利を摑つかみたいのなら、姫を殺せ。

　愚かなれど頂点さいきようたる現王が溺愛する〝愛まな娘むすめ〟を、彼の唯一の〝弱点〟を──叩たたき潰つぶせ。




　──ここに、そのための道筋ルートを三つ用意した。




　一つ。

　城下に散らばった五つの〝呪われし秘[image: ]〟を揃そろえ、古いにしえの祭壇に捧ささげよ。

　さすれば、建国の王が封じた〝緋ひ剣けん〟が目を覚まし、迷いなく姫を穿うがつだろう。




　一つ。

　微かすかな反意を抱く〝王の腹心〟四名を唆そそのかし、味方に引き入れ〝反乱軍〟を結成せよ。

　さすれば、姫は孤立する。父と違い繊細に過ぎる彼女は、そこで自ら逝ゆくだろう。




　そして一つ。

　君たちの手で直接──姫の首を刈り死骸を晒せ。




　以上だ。いずれかの条件を最も早く満たした者が、この内紛ゲームにおける勝者となる。




　反逆者プレイヤーは合計百名──君を含めて百名ちょうどだ。協力してもいい、対立してもいい、不干渉も手の内だろう。とにかく、あらゆる手を尽つくして姫を殺せ。

　死に物狂いで死なせてみせろ。




　……さて、そろそろ理解していただけただろうか。

　もし君たちがこの質問に肯定を返すなら、僕はここらでお暇いとますることにしよう。充分に説明はしたことだし、それに、ＧＭがいつまでも出張っているのは美しくないものだ。

　さあ──それでは。




　ゲーム、スタートだ』
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　　　　♭



『────』

『────けて』

『────たすけて、ください』





　　　　♯



　声が聞こえた気がした。

　内容はうまく聞き取れなかったし、俺に向けた発信なのかも微妙なところだし、そもそも幻聴の類たぐいかもしれないけど、とにかくそう感じた。

「……気のせいか？」

　部屋の中を一周した視界には、特に妙なものは映っていない。ＰＣやノートで埋まった勉強机、それなりに清潔なベッド、漫画と小説と参考書（のカバーに包まれた成年コミック）が雑多に並んだ本棚。

　いつも通りだ。座ざ敷しき童わらしが潜んでいる様子もない。

　……いや、それは当たり前なんだけど。

「じゃあやっぱり幻聴か。疲れてんのか俺？　若いってのに情けない」

　はーやれやれ、と肩を竦すくめてから、俺は机の上に置いてあるスマートフォンに手を伸ばした。実際のところ、疲労が溜たまっているとしたら昨夜からの徹夜が原因だ。三連休だからって五十冊近い漫画をレンタルしたのは失敗だったか。

「あんまり面白くなかったし……っと」

　本棚管理アプリを起動し、未所持コミックの欄にタイトルと点数を打ち込んでいく。

　星一つ、二つ程度の辛口評価を終え、大きく伸びをしてから漫画を片付けようと腰を浮かしたところで──ふと気が付いた。

「そうだ、確かこれはまだ記録してなかったよな」

　積み上げられた塔の一番上、一昨日おとといＴＳＵ〇ＡＹＡから戻ってきてすぐに読破した異世界系ラブコメに視線を向ける。うん、そう言えばこれは当たりだった。星四つくらいはくれてやらねば。

　ついさっき充電台に戻したばかりのスマホにもう一度触れる。電源ボタンを軽く押し込み、現れた３×３のパターンロックを解除する。

　解除……ん？

「やべ。間違えた」

　操作ミス。多少テンションの上がっていた俺の人差し指は、勢い余って正しい軌道から逸それていた。結果完成した図形はアルファベットのＺに似た形状で、俺が設定しているパターンとは全然違う。

　ただ、まあ、そうは言ってもこんなのはよくあることで、スマホだってロック解除を間違えたくらいで機嫌なんか損ねない。すぐに再入力を要求する画面に戻るはずで、だから俺はじっと手の中の液晶を見つめていた。

　──異常はそこからだった。

「え？」

　ぐにゃり。アニメ映画の背景を加工した壁紙の画像が突然歪ゆがみ始めた。中央に描かれていた建物が渦に吞のみ込まれ、外縁部の青空や自然も見る間に侵食されていく。

「って、お、おお……っ!?　なんだこれ。動けねえ、ぞっ」

　拘束されているわけでもないのに、強烈な力に抑え込まれて指一本すら動かせない。

　いや、抑え込まれると言うより……吸い取られている？　吸い込まれている？　もしそうだとしたら、一体どこに？　瞬まばたきを禁じられた視界で変わり続ける画面を睨にらみ付けながら、必死に思考を働かせる。

　しかし。

　無情にも、と言うべきか──その足あ搔がきはどこに届くこともなく。

　ほんの数秒後、俺の意識はぱったりと途と絶だえてしまった。

『……──ようこそ』

　だから、真っ暗な闇に覆おおい尽つくされた端末の中心に、ぼんやりとした白抜きの文字列が浮かんでいたことになんて、気付くはずもなかったんだ。

『ようこそ、新たなプレイヤーWelcome to the underworld.』





　　　　♯



「…………」

　刹那の暗転を経へた俺が怖こわ々ごわ目を開くと、何な故ぜかそこは自室ではなく近所の公園だった。

　やけに閑散としている。祝日の昼前だというのに親子連れの一組も見当たらない。

　どちらかと言えばブランコの脇で所在なさげに立ち尽くしている俺の方が妙だ、という意見には全面的に賛同するが、そんなのは俺に言われたってどうしようもない。

「夢遊病なんてオチだけは勘弁だぞ」

　茶ちや化かすように口を開いて──途端に痛烈な違和感に襲われた。

　なんだ？　おかしい。絶対に、決定的に何かがズレている。それなのにその〝何か〟が分からない。もどかしさは瞬またたく間に気持ち悪さへと変わり、俺は思わず首を振る。

　その拍子に長い髪が腕を撫なでた。……な、長い髪？

　ああ、くそ。分からないことだらけだ。一体何がどうなってやがる。

　心の中で毒づいて、それから思考を切り替えた。まずは情報の収拾だ。この意味不明な状況を脱するには、とにかく正確に現状を把握するのが先決に違いない。

　公園内をぐるりと一周する。……それだけで、異常はいくつも見つかった。

　まず、どう考えても人ひと気けがなさすぎる。視界にただ一つの人影すらも映らない。

　第二に、その〝視界〟とやらがどうもおかしい。

　妙な話だけど、記憶にあるそれより低いような気がしてならないんだ。

「そして三つ目が、これ」

　あえて声を出してみた。

　やっぱりそうだ。今まで確証を持てなかったけど、もう間違いない。俺の口から発せられる声がやたら可愛らしい美少女ボイスに変換されていらっしゃる。

　どうなってるんだってばよ、とソプラノ声域で呟つぶやきながら、右手を喉仏に近づけた。

「めっちゃすべすべしてるし……」

　結論──俺の首筋に触って分かるほどの凹おう凸とつはない。ついでに、おっかなびっくり伸ばした右腕は一点の染みもない白磁の器みたいに艶やかだし、さっきからチラチラ見え隠れしている髪の毛は腰付近まで伸びるプラチナブロンドのストレート。

　どう考えたって男子高校生のそれでは有り得ない。

　元々の俺より二回りは小柄な体格。視線を下に向けてみれば年相応に膨らんだ胸が強烈に自己主張していて、さらにその下ではひらひらとフリルの付いたスカートが細い両足を包み込んでいる。

「…………噓うそだろ」

　ほとんど正解に近付いた推測を信じ切ることが出来ず、俺は頼りない足取りで公園の外へと向かった。確か向こうにカーブミラーがあったはずだ。

　なあ戻ってきてくれ現実。こんなの夢だと一いつ蹴しゆうしてくれ。

　祈るような心持ちで、というか実際片手で十字を切りながら、キリスト教徒でもなんでもない俺は鏡の前に辿たどり着いて──

「っ!?」

　──絶句した。そりゃもう絶句した。

　自分の姿をありのままに映し出してくれる鏡……そこに映っているんだから、あれは俺自身に間違いないはずだ。

　それなのに、あまりにも現実と食い違う。丸鏡の中で驚きよう愕がくに目を見開いているのは、どう見ても十七年間付き合ってきた垂たる水み夕ゆう凪なぎその人じゃない。

　お伽噺から飛び出してきたような、お姫様みたいに愛らしい、見知らぬ金髪の美少女。

「ど──どうなってんだこの野郎！」

　とてもじゃないけど情報を処理しきれず、俺は思わず（とても愛らしい）顔をひくひく歪ゆがませながら（鈴を転がしたような声こわ音ねで）荒々しい悪態を吐つき、（ロングスカートに覆おおわれた華きや奢しやな）膝を地面に突いて（か細い）唸うなり声ごえを上げた。
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　──それからおよそ十分後。

　四よつん這ばいの体勢に疲れた俺は、渋々ながら辺りを探索してみることにした。

　身体からだに関しては何がどうなっているのか分からないものの、幸い現在地には見当がついている。自宅から徒歩三分の近場だ。一度家に戻ってみるのも良いかもしれない。

　ただ。

「帰ったとしても、多分誰もいないよなあ」

　いい加減慣れてきたアニメ声でそう言って、溜ため息いき。

　こうまで見事に〝他人〟を感じない空間に置かれたら、誰だって諦観くらい抱くだろうと思う。探索って言ったって、この薄気味悪い世界でじっとしているのが嫌だから動いているだけだ。成果なんて期待していない。いや、いなかった。

　だから俺は、突然現れた彼女の気配に気付くことが出来なかったんだろう。

「──あ、可愛かわいい子みっけ。ね、ね、あたしとお仲間になってくれない？」

　明るい声は真横から。

　咄とつ嗟さにそちらへ顔を向けた俺の視界は、どういうわけか次の瞬間、真っ暗闇に覆われた。

「え？　わ……ぷっ」

　胸。圧倒的ボリュームの、おっぱいだ。どこぞの制服に包まれた豊かな丘陵が俺の顔面にむぎゅーっと押し付けられている。そう押し付けられている。……やばい、混乱しすぎて何がなんだか分からなくなってきた。押し返そうにも非力なこの身体じゃどうにもならない。ああ、脳髄が蕩とろけそうなくらい気持ちいい。違う逃げなきゃ。

「うわー！　かーわーいーいー！」

　じたばた、という効果音が似合う俺の抵抗など気にも留めず、少女は鮮やかな紅のツインテールをぴょこぴょこ揺らしてはしゃぎ始めた。片手で俺の体たい軀くをホールドしつつ、遠慮なく髪を弄もてあそんでは身み悶もだえる。

「くぅあーっ！　間近で見るともっと可愛くあいい、可愛くああいいじゃんかよーこのこの！　どうなってんのよこの髪さらっさら過ぎてビビるんですけど！　撫なでていい？　メチャクチャに撫でていい？　あたしに全身預けてくれるかーっ？」

「や、めろ……って！　息出来ねえぞこのっ」

「あ、口悪いんだー。いけないぞ？　せっかくこんな美お味いしそう、じゃないや、キレカワな見た目してるんだから。もっともっと活いかさないともったいないぞー？」

「は？　ちょっとおま、え、何やってんのマジで」

「にひひ。……イ・イ・コ・ト♪」

「ちょおおおおお！」

　耳元に艶たっぷりの吐息を吹きかけられ、危機感を覚えた俺はいわゆる火事場の馬鹿力を捻ひねり出して彼女の拘束から抜け出した。

　……噓うそみたいだろ？　こいつ胸のボタンに手かけてきやがったんだぜ。

　女子になった途端に同性から襲われかけるなんて俺の人生どうかしてる。

「なんだよー、ノリ悪いなーハルちん。あたしのことが嫌いなのかよー？」

「少なくとも好きではねえよ。てか……ハルちん？　なんだそれ」

「ん？　ああえっと、雲くも居い春はる香か、だからハルちん。今決めた。──あ、もしかしてプレイヤー情報ステータス見られるの嫌だったり？　許せよー。にひ、あたしとハルちんの仲じゃない」

「雲居、春香……？」

　鸚おう鵡む返しに口を動かす。──知らない名前だ。俺の名前は垂たる水み夕ゆう凪なぎで、雲居某なにがしじゃない。なのに、目の前の少女は俺をそう呼んでいる。

　……気になったのは〝プレイヤー情報〟という単語だった。

　プレイヤー、というのはつまり、何かをプレイする人、あるいはモノだ。日本語訳は演技者、演者、奏者、選手。ＣＤなんかの再生機器を指したりもする。

　だけど、彼女の言葉からは、それよりももっと相応ふさわしい意味合いが推測出来た。

　それはもしかしたら、この馬鹿げた状況を完璧に説明できるかもしれない唯一の仮説で。

　それはもしかしたら、最初から気付いていたのに無意識に避けていた無二の正解。

「ゲーム。……この世界ここ全体が、一つのゲームフィールドだって言うのか？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく俺の表情を、少女はきょとんとした顔で見つめていた。





　　　　♯



「なんだー、ハルちん初めてだったんだ。だったらそう言ってよ水みず臭くさいなー。あたしが優しくやさーしくリードしたげるね？　手取り足取りみたいな？　それ以上も稀まれにある、みたいな？　ほらほら遠慮すんなってー」

　姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せと名乗った例の少女は、俺が初心者ビギナーだということを知るや否いなや、舌なめずりしながら近づいて来た。……ちなみに、比ひ喩ゆじゃない。本当に涎よだれでも垂らしそうな勢いだったんだ。逃げなきゃ処女を散らされると本能が警告していた。

　もちろん全力で逃走した。

　身長差が多少あるとは言えお互い身体からだは女子。土地勘もあるし、充分逃げ切れると踏んだのだが──結果として、その読みは見事に外れることになる。

「あたしから逃げようなんて百年はやーい！　《停滞》発動オープン！」

「っ!?」

　背後の姫百合が何事か呟いたと思った瞬間、俺の身体は急激に推進力を失った。がくりと走行速度が落ちる。全く動けないわけじゃないにしても、異様に体が重たくなる。足を持ち上げるのさえ億おつ劫くうなくらいだ。なんだこれ。

　くおおお、と、その後もしばらく〝重力への抵抗〟を続けていた俺だったものの、

「──にひ。ハルちんゲット」

　悠々と追いついて来た姫ひめ百ゆ合りにあっさりと捕まってしまった。

　彼女はわざとらしく両手を腰に当て、頰ほおをぷくりと膨らませている。

「もう、ハルちんってば。人の好意はありがたーく受けなきゃダメなんだぞー？」

「……うるせえよ、ってかさっきからなんなんだお前。何が目的なんだよ」

「はい口悪いー。だから、リードしたげるって言ったじゃん。ハルちん、これがゲームだってことしか知らないんでしょ？　にひひ、あたしが色々教えたげるっ」

「いらない。離せ。──くそっ、どうして動けないんだよ！」

「だーかーらー、それもゲームのルール知らなきゃ分かんないんだって。さてはハルちん頑固だな？　それか頭悪いな？　あたし以下なんてよっぽどだぞー？」

「……っ」

　にひひ、という姫百合の笑い方は、好意的に見れば小悪魔チックで可愛かわいいんだろうけど、同時に煽りにも相当な適性がある。端的に言うとめっちゃうぜえ。

　ただ──それでも、その言葉に一定の説得力があるのは間違いない。

　ゲーム。

　このあまりにリアルな世界が〝造り物〟だとはとても信じられないけど、その上でこれが〝ゲーム〟だと言うなら、確かにルールも目的も分からない現状は危うすぎる。

　……頼って……みるか？

「──いや」

　小さく首を振ってその生なま温ぬるい思考を打ち消した。

　理性的には、素直に頭を下げるのが正解だったのかもしれない。だけどそれでも、姫百合にゲームチュートリアルを依頼する気にはなれなかった。

　ああそうだ、見ず知らずの人間に借りを作るほど俺は楽観主義者じゃない。

　早々に立ち去ろうと決意し、毅き然ぜんとした態度で口を開いた。

「離せ」

「よーし、話す！」

　…………。

　満点の迫力で放ったはずの脅しは自分でも分かるくらいあどけなくて、可愛らしくて、お節介な姫百合をさらに調子づかせる結果にしかならなかったようだ。




「スフィアの都市伝説、知らない？　結構有名なんだけど」

　姫ひめ百ゆ合りの口から飛び出した名前は、とある世界的大企業のそれだった。

　株式会社スフィア。創立は今から二十二年前、元はたった数人のエンジニアが立ち上げた零れい細さいゲーム制作会社だったらしい。そこまでは良くある話だ。そして大概は淘とう汰たされる。

　ただ、彼らの才能は本物だった。

　超人的、いや、おそらくそれ以上──いっそ悪魔的なまでに〝天才〟だった。

　ゲームの小型化携帯化、三次元没入視覚機能、投影フルビジョン、仮想現実空間、脳内信号擬ぎ似じ抽出法、完全自立型ＡＩ……進化し続けるスフィアは、今や世界一と言っても過言じゃないほどにその規模を拡大している。付いた呼び名が〝魔術師メイガス〟だ。実際、スフィアが有する一部の技術について、現代の物理学者は軒並み解説を放棄しているらしい。

　そんなスフィアには、ネット上でまことしやかに囁ささやかれている〝噂うわさ〟があった。

　曰いわく──スフィアは不定期・非公認で〝裏ゲーム〟なる催しを開いている。

　それに勝利すると、一生遊んで暮らせるような大金か、あるいは不老不死か、あるいは極上の恋人か、とにかく望むものがなんでも一つ得られるんだそうだ。

　もちろん根拠はどこにもない。であればこその〝都市伝説〟。

　しかしスフィアというネームバリュー、内容の突飛さ、そして彼らなら案外本当にやってしまうのではという勘繰りが重なって、その噂は長い間消えずに残り続けていた。

　今でも匿とく名めい掲示板やＳＮＳなどには大量のデマが散乱しているし、オークションサイトでは〝裏ゲームの参加権利〟なるものが高額でやり取りされている。そこにたとえ真実が混じっていたとしても、それを選別するのは容易なことではないだろう……。

　云うん々ぬん、かんぬん。

「あー、もういい。もういいよ。で、これがその裏ゲームだって？」

　べらべらと解説を続けていた姫百合の言葉を、俺は少しだけ苦々しい声こわ音ねで遮った。

　姫百合はそんな俺の頭を抱きすくめ、プラチナブロンドの長髪に鼻やら口やらぐりぐり押し付けながら「そういうこと！」と答えを返す。……いや、まず体勢がおかしい。全方向から否いや応おうなく襲い掛かる未知の感触でそろそろ理性が飛びそうだ。

「にひひ、抵抗弱くなってきたじゃんハルちん。さてはあたしのテクにメロメロだな？」

「ばっ、ちっげーよ！　お前が妙なスキルみたいなので動きを──って、あれ」

　拍子抜けしたような声と共に、俺は足を縺もつれさせながらも距離を取った。

　……ろくに身動きが取れない、と証明するつもりで手足をばたつかせてみたのに、どういうカラクリなのか、拘束はいとも簡単に解けてしまったのだ。

　訝いぶかしげな視線を向ければ、姫百合はちえっとかなんとか言いながら口を尖とがらせている。

「惜っしい」

「何がだ。……じゃなくて」

　もう一度動いてみても、やはり全身を蝕むしばんでいた〝重さ〟は噓うそのように消えていた。

　──時間制限。そう考えるのが妥当だろうか。

　姫ひめ百ゆ合りはさっき、このゲームにおけるスキルのようなものを使用した。それで俺の行動を制限し、捕まえた。そして解説タイムの間に効果時間が終了し、束縛が解けたんだ。

　さらに思考を巡らせてみる。

　姫百合に使えるんだから、同じプレイヤーである俺にもそのスキルとやらは備わっているんだろう。ならこのゲームは、それを用いて何かしらの目的を達成する、あるいは他のプレイヤーを倒す……そういう類たぐいのものか？

　もしそうならスキル使用の条件は？　どうしたらゲームクリアになる？　くそ、どうして正規のチュートリアルがないんだ。進め方が分からなきゃプレイも何も──

「……プレイヤーは」

　不意に、姫百合の静かな声が、長い黙考を打ち破った。

　思わず顔を上げる。姫百合は何な故ぜか不満そうに俺を睨にらみながら、つんつんと自らの右腕を突いていた。……違う、腕に取り付けられている機械を指さしているのか。

　俺の腕にも同じものがある。装甲じみた外見の、光沢を帯びる流線形フォルム。

「プレイヤーはこの端末にある〝カードスロット〟に、七枚までカードを持てるんだよ」

「カードスロット……？」

「そ。分かりやすく言うと、まー手札みたいなもん？　色んな手段で手札を充実させて、それを使って勝利条件を満たすわけ。それが、このRule of castersの大まかな内容かな」

「ちょ、ちょっと待て。それ以上喋しやべるな。ウェイト。ハウス！」

　大おお袈げ裟さに両手を振り上げながら、俺は叫ぶみたいにそう言った。

　ゲームについての情報が欲しくないわけじゃない。むしろそんなの、超欲しい。

　だけど駄目だった。だんだんと動どう悸きが激しくなってきている。俺の性質が目の前の状況にアラートを鳴らしている。

「なんだよー」

　俺の制止に、姫百合はつまらなそうに唇を突き出した。

「ハルちん全然頼ってくれないから焦じれちゃうじゃんかよー」

「だから……！　そもそもお前に頼るつもりなんかないんだって。借りは絶対作りたくない、後で何を要求されるか分かったもんじゃないからな！」

「あ、それあたしのこと疑ってるなー？　もうひどいんだからハルちん、あたしほど純粋な人なんてそういないのに。邪よこしまな狙いなんてないったらないもんね。……あ、いや？　でもでも、強しいて言うならー」

「……言うなら？」

「カラダが目的、なんちて」

「な、なんちてってお前。あれだけ胸まさぐっておいて」

「ごちそうさまでしたー！　あ、美お味いしかったっすー！　もーなんかもープニプニで！」

「ぷに──っ、か、感想が聞きたいわけじゃねえよ！」

　魅惑的な語感に一瞬下を向きそうになったが、根性で顔を持ち上げる。

　そうじゃない、そういうことじゃなくてだ！

「こう、なんつーか……お前がどういうつもりで近付いて来てるのかは知らないし、どうでもいい。けど、そういうの駄目なんだよ俺」

「俺？　え、ハルちんて俺っ娘こ？　まさかの？」

「え？　あ、あー……わたし？　わたし、そういうの苦手で。警戒しちゃうって言うか」

「うん？　んー……人見知りー、みたいな？」

「どっちかって言うと、人間不信」

　ああ、と姫ひめ百ゆ合りは両手を打ち合わせた。やけに良い音が鳴った。

　人間不信。俺の人間性を端的に表すなら、当てはまる単語は間違いなくそれだ。人の善意を信じられない。周りの人間は全員俺のことを騙だまして殺して埋めてやろうと企たくらんでいるようにしか思えないし、だから極力〝近い〟関係は作りたくない。

　あのとき以来──あの〝ゲーム〟以来、俺はずっとそうやって生きてきた。

　だから、姫百合みたいな〝陽性〟はもともと得意じゃないんだ。もしかしたら本当に厚意で色々と教えてくれているのかもしれないけど、俺の頭はそう思わないから。勝手に疑って、綺き麗れいな面の後ろにどんな醜悪なものを隠し持っているのかと暴あばきたがるから。

　それで一人になろうとしているのに、と、非難の意を込めて姫百合を睨にらんだ。

「っ！」

　彼女は動揺したのか視線を下に向け、小刻みに肩を震わせ始める。

　表情こそ見えないものの……まさか愉快に笑っているということもないだろう。

「…………」

　沈黙。姫百合の顔は上がらない。いい加減に耐えかねた俺は、「ごめん」とかなんとか言いながらさっさとその場を立ち去ろうとして──寸前。

　耳を疑う突然の大だい音おん声じように足を縫い止められた。

「可愛かわいいぃいいいいいいい！」

「…………はい？」

　今、なんて？

　本気で言葉の意味が理解できずに口を開けた俺に、姫百合は目を輝かせて捲まくし立たてる。

「可愛い！　可愛すぎる！　反抗期お姫様超可愛い！　あっもう駄目だ、あたし完全に堕おちちゃった。やっばいこれどうしよ。思いっ切り征服ぺろぺろしたい。むしろされたいっ！」

「お前何言ってんの!?　今の話からどういう流れでその結論に陥ったんだよ！」

「にひひ、いやーこれはもうあれだよー、理屈じゃ分からない類たぐいでしょ！　つまりは恋。だからハルちんが何言ってもどんなに拒否っても付きまとうしかないわけ。おっけー？」

「な　ん　で　だ　よ！　おっけーじゃねえ！」

「ハルちんは素直じゃないなー可愛かわいいなーもー」

「おおおおおおお抱き付くなああああああああああ！」

　……駄目だこいつ、早くなんとかしないと。

　生まれて初めてリアルでそんな気持ちを抱きながら、俺は首筋に縋すがりついてくるツインテールの変態痴ち女じよを全力で引き剝はがしにかかるのだった。
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「──ってのが、ＲＯＣの勝利条件ね。あ、ちなみにＲＯＣはRule of castersの略だから。ＣＯＣクトウルフじゃないぞー？」

　そこで言葉を切って、姫ひめ百ゆ合りは漕こいでいたブランコから勢い良く飛び降りた。

　今の俺より少しだけ背の高い体たい軀くが軽々と宙を舞う。それをぼんやり眺めながら、俺は彼女に（無理やり）聞かされた〝裏ゲームのルール〟を脳内で復唱していた。

　ＲＯＣ──Rule of castersは、現実世界と酷似した架空のエリアで開催されている裏ゲームだ。この特殊なフィールドのことを、プレイヤーたちは裏世界と呼んでいる。

　転移の仕組みはこうだ。

　プレイヤーの権利を持つ人間が現実世界で〝特定の行動〟を取る。するとそれがＲＯＣのメインサーバに感知され、正常なログインキーかどうか参照される。そしてその審査を抜ければ後は自動でここに飛ばされる。

　状況から考えれば、俺の場合は例のパターンロックがログインキーだったんだろう。それも、ちょうど他の誰かがドロップして〝プレイヤー枠が余っている〟最悪のタイミングで実行したに違いない。何せＲＯＣは脱落時交代制、常に百人参加の裏ゲームだ。

　そして肝心のゲーム内容について。

　これは、端的には〝カードを駆使して勝利条件を達成する〟こと。それだけらしい。

　勝利条件その１は〝五つの鍵〟の入手、及び〝祭壇〟なる地点ポイントへの奉納。

　プレイヤー間に出回っている五枚一組の〝秘[image: ]〟カードを揃そろえ、失わずに送り届けることが出来れば達成だ。要はお宝の奪い合い。参加者プレイヤー百人に対して勝ち抜けが一人なんだから、妨害は熾し烈れつなものとなるだろう。

　条件その２は〝王の側近四人〟の協力を得ること。

　エリアに散らばっているＮＰＣ──ノンプレイヤーキャラクターの中に、王の腹心という設定の連中が四名潜んでいるらしい。そいつらを見つけ出して裏切らせるわけだ。

　ただしこちらは、そもそも発見からして難しく、なんでもＲＯＣ始動から一ヶ月半が経たっているのに未いまだ〝情報なし〟の人物が二人も居る、とのことだった。

　そして条件その３──いや、他の条件だって結局はここに繫つながるんだろう。どれでもいい、三つの条件の内どれを満たしてもいいが、とにかく〝姫を殺す〟こと。

　それがこの裏ゲーム、ＲＯＣの目的であり、勝利条件だ。

　だけど──と、俺は流れる金糸をさらさら靡なびかせながら首を捻ひねった。

「その〝姫〟ってのは……えっと、なんなんだ？」

「んー、やっぱ気になるよねー。でも、あたしもよく知らないんだ」

「知らない？　勝利条件なのに？」

「そ。まだ誰も見つけたことがないんだってさ。他の条件と違って、カードなのか、ＮＰＣなのか、プレイヤーなのか、それすら不明。……ていうか、誰かが見つけたらその時点でもうゲーム終了クリアだと思わない？　だって『えい☆』って殺すだけだし」

「こ、殺すってお前……そんなの軽く言うなよな」

「ハルちん初う心ぶかよー可愛かわいいー。違う違う、これゲームだよ？　殺すって言ってもＨＰを０にするってだけ。ＲＯＣはゲームオーバーになっても〝再参加リトライ不可〟以外にペナルティはないから安全安心。でしょ？」

「ああ──そうか。ゲーム、ゲームね。そうだった」

　それなら確かに、標的ターゲツトである〝姫〟を狙うのが手っ取り早いのか。

　貰もらった情報を頭の中で整理して、もっと細かいルールを聞こうとして──けれど、そこでふと気が付いた。いつの間にか陽ひが沈みかけている。

「……やべ」

　良くない想像が頭を過よぎった。

〝ゲーム開始時にアバターが一つ作られて、ログインすると現実世界の中身だけがこっちに移る〟というのが姫ひめ百ゆ合り談だ。それを信じるなら、今頃俺の部屋では文字通り〝魂の抜けた俺〟が一心にスマホを眺め続けていることになる。数時間も身動みじろぎせず、だ。

　心配性の母さんが救急車を呼んでいやしないか、ちょっと不安になってきた。

　一度帰って様子を確かめたい。というか、一度と言わずもう帰りたい。

「なあ」

　全身使って揺らしているブランコ（足が地面に付かない）の上から姫百合に声を掛けた。

「現実世界に戻る──要は、ログアウトする方法はあるのか？　まともに参加するにしろ手を引くにしろ、ちゃんと準備、もとい偽装工作をしてこないとマズい」

「ログアウト？　そりゃあるよー、もちもち。《退却》っていうちょい希レ少アなスペルだね」

「それは、どうやったら手に入るんだ？」

「確実に手に入れたいなら〝武器屋〟だけど……んー、そだねー。それなら一回、今の手札確認してみたら？　どのプレイヤーも初期札でスペル七枚持ってるはずだし、もしかしたらその中にあるかも」

　見せてみ見せてみー？と、手取り足取りそれ以上のスキンシップ込みでレクチャーしたがる姫ひめ百ゆ合りをがるがる威い嚇かくしながら、口頭で端末の操作方法を教えてもらう。

　とは言え、そこは最新鋭のスフィア産端末マシンだ。

　特に詳しい話を聞くまでもなく、表面を軽く撫なでるだけで指紋認証がパスされ、目の前にホーム画面が投影展開される。そこには〝詳細ステータス〟〝カードスロット〟〝アドレス帳〟などといった各種アイコンがずらり並んでいた。

　さっそくカードスロットを選択し、七枚あるというその中身を確認する──が、

「……あれ……？」

　思わず呆ほうけたような呟つぶやきを漏らしてしまった。

　展開されたカードスロット。そこには左から《強化》《感知》《転移》《退却》と四枚のカードがセットされている。右側の三枠はブランクだ。カードは何も置かれていない。

「…………」

　姫百合が噓うそを吐ついたのか？　だけど、こんな微妙なことで俺を騙だまして何になる？

　疑念を抱えたまま、他のメニューにも触れてみることにした。

　アドレス帳、というのは名前の通り、他のプレイヤーと連絡コンタクトが取れるというものらしい。接触か接近が条件なんだろう、今は〝姫百合七なな瀬せ〟だけが登録されている。

　続けて詳細ステータスの項目。これもそのまま、ゲーム内での各種能力値ステータスを可視化している、ということで間違いなさそうだ。ＨＰやら攻撃やらと、細々した情報が続く。

　そして、なんの気なしにページ最下部に目を遣やって──俺はそこで言葉を失った。

「？　どしたのー？」

　突然表情を強こわ張ばらせた俺に、姫百合が不思議そうに尋ねてくる。……いや、駄目だ。こんなのを気け取どられるわけにはいかない。

　不自然に見えないように口元を苦笑の形に変え、俺はゆっくり首を振った。

「いや……たまたま《退却》があったから驚いただけだよ。これで帰れるんだよな？」

「お、ハルちんラッキーガールじゃんかー。うん、そだよ。それ選択してＯＫ押すか、手札に持ってる状態で『《○○》発動オープン！』って言えば使えるから。……にひ、次にログインしたらちゃんとあたしに声掛けるんだぞ？　絶対だからねー？」

「あー。まあ、考えとく」

　多分もう二度と会わないだろうな、と思いながら答えると、姫百合は嬉うれしそうに手を振った。釣られるように、彼女の後ろで紅あかいツインテールが躍った。

「──《退却》発動」

　小さく呟く。……姫百合には悪いが、ここに戻ってくるつもりは今のところない。ログイン条件が例のパターンロックだけなら、金こん輪りん際ざいスマホでＺを描かなければＲＯＣとの関わりは完全に断てるわけだ。それならそれで構わない。

　ただ、やっぱりどうしても、しばらくは頭の隅に引っかかり続けることになりそうだ。

　何な故ぜなら──一瞬だけ開いたプレイヤーの詳細ステータス。そこに書かれていた文字列は、雲居春香いまのおれが持つ長い後ろ髪を引くには充分な魔力を持っていたから。




『プレイヤー名：雲くも居い春はる香か。

　ステータス配分：ＨＰ１・攻撃５・防御５・敏びん捷しよう９。

　特殊役職：〝姫〟』
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　対象プレイヤー一人をゲーム外へ飛ばす《退却》の効果は遺い憾かんなく発揮され、次に気が付いたときには、俺は市内を流れる人工河か川せんの河原でうずくまりながら泣いていた。

「……なんでやねん」

　よく分からないよな？　俺にも全然分からない。

　分からないけど──とにかく涙を拭った掌てのひらは少しごつごつしていたし、頭を振っても髪がふぁさーってならないし、何より視線を下げてみても、起伏のない平へい坦たんな胸板しか広がっていない。どうやら元の身体からだに戻れたことは間違いないみたいだ。

　この身体は雲居春香じゃなく、垂たる水み夕ゆう凪なぎ。

　それならここは、確かに現実世界なんだろう。街の喧けん騒そう、自動車の排気音、学校のチャイム。どれもＲＯＣにはなかったものだ。いくら人間不信の俺でも、そういう〝集団的な人の気配〟は安あん堵どの根拠になってくれる。

　……ただ、一つだけ文句があるとすれば。

「なんでログインした時と場所が違うんだよ。座標管理くらいきっちりやれ馬ー鹿！」

　お気に入りの部屋着を泥でぐずぐずにされた腹いせに大声でＲＯＣの運営を罵ののしってから、俺は肩を怒いからせながら家路についた。




　──翌朝。

「ナギ？　ナギってばー！」

　自室の扉を突き抜けて聞こえてくるはた迷惑な喚わめき声ごえに、俺はしぶしぶ目を開けた。

　まだ覚醒には程遠い頭を揺らしながら、枕元の時計を見み遣やる。午前七時五十九分……アラーム設定時刻より一分も早い。よって、まだ起きるわけにはいかない。目が覚めた直後の微睡まどろみは授業中の居眠り並みに極上なんだ。

　だけど、まあ、そんな恍こう惚こつの時間はいつも無遠慮に蹂じゆう躙りんされる運命で。

「もう入るよ、ナギ！」

　ガチャリと豪快な音を立ててドアが開き、見慣れた制服姿の茶髪が遠慮なく中に入ってきた。彼女は未いまだにベッドを離れない俺の怠たい惰だっぷりを見るや、はーっとこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついて、それから両手を腰にあてがう。

「あーもう、やっぱり寝てる！　ナギ！　起きろナギー！　せっかく朝ごはん作ってあげたんだから『この味み噌そ汁しるの匂い……雪ゆき菜なか』ってやつやりなさいよこらー！」

「……この騒々しい怒鳴り声に朝から鬱陶しいテンション。雪菜か」

「む、むっかー！　今の有り得なくない!?　毎朝優しく起こしてくれる美少女幼おさな馴な染じみだよ、幼馴染みだよ!?　もっとこう、あるでしょ！　感動とか感謝とか感激とかさぁ！」

「納得とか絶望とか諦観ならなんとか捻ひねり出せそう」

「とかとかうっさい減らず口！　いいから早く起きなさいってば、本当に遅刻しちゃうよ。ナギ、ただでさえ先生に目付けられてるんだから気を付けないと。いい？」

「…………ぐう」

「だから寝るなー！」

　腹の底から一いつ喝かつし、彼女はツカツカと歩み寄って来た。そしてあろうことか俺が包くるまっていたタオルケットをむんずと摑つかみ、そのまま無情にも剝はぎ取ってしまう。

　それに文句の一つでも付けようとしたのだが、

「おはよ、ナギ」

「……ああ、おはよう」

　そんな毒気は、マウントポジションから先制で放たれた笑顔に軽く抜かれてしまった。

　笑顔。それも花が咲いたような満開の笑えみだ。そんな大層なもんをわざわざこの俺に向けてくるのは、佐さ々さ原はら雪菜──先の自称の通り、隣の一軒家に住む幼馴染みである。

　身長に胸に足に腰にと、かなりの高レベルでまとまったスタイル。

　柔らかい印象の顔立ちは、くりくりとした大きな瞳も相まって童どう顔がんに見える。

　そして肩の下辺りまで伸ばした髪は明るい茶系のゆるふわウェーブだ。

　身内（でもないけど）の贔ひい屓き目めを抜きにしても華やかなルックスはそりゃもう目立ち、去年の文化祭で行われたミスコンじゃ堂々の一位グランプリを獲得したと聞いている。加えて性格は明るく社交的。ついでに料理の腕も上々、と言うんだから隙が無い。

「もう、早く着替えてよ。私まで一緒に遅刻したら怒るからね」

　雪菜は頰ほおを膨らませて文句を言いながら、勝手にクローゼットを開けて俺の制服一式を準備し始めた。飽きるほど見慣れた光景、定番の距離感だ。

「遅刻したくないならさっさと行けばいいだろ……てか、着替えろとか言うくらいなら出てけ。お前一応異性だろうが」

「え、いや別に、下着くらい恥ずかしくなくない？　何度も見てるでしょ」

「そういう問題じゃ、ねえ！」

「あっ、ちょ、ちょっとナギ!?　──もう、本当に早くしてよ!?」

　無防備な背中をぐいぐいと押し、俺は束つかの間まの平穏を手に入れた。

　気け怠だるい頭を振りながら思う。……なんて言うか、雪ゆき菜ながいいヤツなのは俺にだって分かってるんだ。いやむしろ、そんなことはこの世の誰より俺が一番知っている。

　ただ、それでもやっぱり、あの時を境に他人を避けるようになった俺にとって、自分の内側に踏み込まれる感覚はどうしても好きになれなかった。好意と善意の塊みたいな雪菜まで疑ってしまいそうになる自分が、嫌で嫌でしょうがない。

　それに──、と。

　勝手に回想に耽ふけろうとしていた俺の脳内に、突如部屋の外から異音が紛まぎれ込んできた。

「そう言えばさ。ナギ、昨日なんかあったの？」

「────」

　咄とつ嗟さに言葉が出ない。

「？　ナギ？　あ、もしかしてまた寝て」

「ない、寝てない。欠伸あくびしてて反応が遅れた。……昨日？　なんでそんなこと」

「え、なんでって言うか……えっと、昼の三時ごろ？　すっごい勢いでウチの前駆け抜けてくナギが見えたから。部屋着だったし、それになんか、泣いてるように見えたし。ちょっと気になるかなあって」

「三時ごろ……」

　不安そうな声こわ音ねにまともな反応を返すことも出来ず、俺は小さく俯うつむいた。

　──俺がＲＯＣにログインしたのは、昨日の昼前だ。

　雪菜の言う時間には既にゲームフィールド向こうにいたはずだし、その間、現実世界の身体からだの方は〝魂が抜けたように動かない〟と聞いている。

　もちろん姫ひめ百ゆ合り情報だから五：五で噓うそだ。

　ただ、向こうの世界に〝垂水夕凪おれのからだ〟が存在しなかった以上、それが一番すんなり納得出来る解釈なのは確かで、そしてその場合、雪菜の発言と食い違う。

　どうして。自問する。どうして俺はこんなどうでもいいことを考えてる？　ＲＯＣの仕様がどうであれ、俺はもう抜けたんだ。二度とログインはしない。関わることは、ない。

「……ナギ？　やっぱりなんか、今日変じゃない？　体調悪いなら」

　声と共に、入り口の扉がコンコンと軽い音を立てた。行動力に満ちた雪菜のことだ、放っておいたらそのうち学校へ電話でもかけかねない。

　俺はシャツのボタンを留めながら、出来るだけ軽く聞こえるようにこう言った。

「変ってことはないだろ、酷ひどいヤツだな。大丈夫。先生の心証良くないってのは確かだし、ちゃんと登校する。──それと、悪いのは俺の体調じゃなくお前の目の方だ。もしくは頭」

「なっ……何よそれ!?」

「いいか？　俺は昨日一歩も外出なんかしちゃいない。お前のことだから、あれだ、大方その辺の犬を俺だと勘違いしたんだろ。眼科行っとけ馬鹿」

「うっわムカつく何こいつ！　ちょっと頭良いからって馬鹿にしてえ！　違うもん、間違えないもんナギだったもん！」

「はいはい（笑）カツコワライ」

「カッコワライ、ってわざわざ口に出すなああ！　もういいあったま来た！　ナギの朝ごはん私が全部食べてやる！　そんで小松菜だけ押し付けてやるー！」

「太るぞーミスコングランプリ」

「いいの！　致し方ないことなの！」

　そう言い捨てて階段をダーッと駆け下りていく雪ゆき菜な。辿たどり着いた階下で寝ぼけ眼まなこの我が母上に遭遇しているのが声で分かる。なんだかんだで世間話に花を咲かせ、そして結局いつも通りに食卓で待っていてくれるんだろう。そういうヤツだ。

　くあ、と俺はもう一度あくびをして、それからゆっくり着替えを再開した。
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　付き合いが長いが故ゆえの気安い距離感、とでも言えばいいのか、隙あらば肩やら腕やら触れてくる雪菜を適当にいなしながら登校する。

　そんなルーティーンをこなしていると、不意に頭上から声がかかった。

「まったく、キミたちはいつ見ても愉快でいいね──っと」

　やけに気の抜ける掛け声の直後、トサ、っと異様に軽い着地音。

　通学路脇の公園に生えている大木から飛び降りて来たのは、言わば、灰色の少女だった。

「やあ。おはようキミたち。毎度こんな登場で失礼するよ」

　飄ひよう々ひようとした口調。少女は、今さっき落下したことなど忘れてしまったかのように、自然体で灰色パーカーのポケットに片手を突っ込んでいた。表情は見えない。何せ耳付きフードを思いきり引き伸ばしている彼女の顔は、いつだって上半分が隠れている。

　見える範囲で分かるのは、口元に白い棒のようなものを咥くわえていることくらいか。

　瑠る璃り──それが、この不審者の名前だ。

　一応俺や雪菜と同じ学校に所属しているみたいだけど、制服を着ているところは見たことがない。洒落しやれて呼ぶなら幽霊生徒、身も蓋ふたもない表現なら住所不定無職アクテイブニートな先輩だ。

「おはようございます、瑠璃先輩。今日は何味っすか」

　軽く頭を下げてから、俺は彼女にそう話題を振った。何味、と言うのは他でもない、先輩が毎日決まって舐なめている棒付きキャンディーのフレーバーのことだ。

「む？　……そうか。キミはボクの口内に興味津しん々しんというわけだね。それはなかなか特殊な性癖だ。求められるのはやぶさかではないけれど、ボクに相手が務まるかどうか」

「あ、言いたくないなら別にいいっす」

「シャイだね。今日はグレープだ、ほら」

　肩を竦すくめた先輩が、あーん、と両手の指を使って口を開ける。確かに小さな口の中は紫色に染められまくっていた。……けどなんか、その格好は少しエロいぞ先輩。

「口で答えてくれればそれで良かったんですけどね」

「？　だから口で答えただろう？」

　ああ言えばこう言う。

　両手を上げて敗北を認めると、先輩は満足したように頷うなずいた。それからフードを軽く引き下げ、何な故ぜかむーっと頰ほおを膨らませていた雪ゆき菜なへと顔を向ける。

「キミもおはよう。いつも元気でいいことだね。ふふ、そうむくれないで欲しいな」

「わ、ち、違いますよ先輩！　えと、えと、えっと……そうだ、先輩は今日も学校行かないんですか？」

「ふむ、学校ね。何か愉快な催し事でもあるのかい？　例えば校舎が某巨大生物に踏み潰されているだとか、あるいは生徒の半数がクローン人間だったと判明したとか」

「い、いやー？　それはちょっと、難しいんじゃないかと。今後も」

「ふうん。それなら、今のところは興味ないかな」

「やっぱり」

　呆あきれたような雪菜の声に、先輩は口元だけで小さく笑ってみせた。

　興味があるか、興味がないか。先輩の価値基準はほとんどその二択で、学校は後者なんだそうだ。だから行かない、と以前にそう言っていた。……そんな暴論がまかり通る辺りも含めて、謎すぎる人ミステリアスだと表現するほかないだろう。

　まあ、だからこそ、俺が警戒せずに話せる数少ない相手ではあるのだが。

「それじゃ、先輩。また今度」

　そんなことをつらつらと考えながら、俺は軽く会釈してその場を後にした。

　いや……正確には、しようとした。その時だ。

「キミは──」

　背後からの呼びかけ。なんでもない平へい坦たんな声こわ音ねなのに、その短い呟つぶやきはやけにはっきりと俺の耳まで届いた。反射的に足が止まる。連鎖するように隣の雪菜も振り返る。

　二組の視線の先で──キャンディーを舐なめながら俯うつむいていた先輩の口が、小さく動いた。

「キミは、それでいいのか？」

　紡がれたのは、そんな、意味の分からない問いだった。

「……どういう、ことっすか？」

　白旗を上げる気分で訊きき返す。すると先輩は、ゆるゆるとフードの下の首を振った。

「いや、分からないならいいよ。仕方ない。……そうだ、キミはこういう考え方を知っているかい？　曰いわく、人生に存在する出来事は全て二つに分けられる」

「はあ……そりゃまあいくつかは。善悪で分けたり、身近かそうじゃないかで分けたり」

　例えば先輩なら、興味のあるなしで分類したり、とか？

「その通り。でも今言いたいのはそれじゃない。もっと単純なことだ。つまりね、人生に存在する出来事は、全て〝やり直しが利くもの〟と〝そうでないもの〟とに分類できる」

　そう言って、先輩は先の言葉を繰り返した──『キミはそれでいいのか？』

「……」

　チラりと視線を向けると、雪ゆき菜なはなんのことだかさっぱり分からない、という顔で、そんなことより遅刻を回避しようと俺の服を引っ張っていた。どうやら心当たりはないらしい。ということは、やっぱり今の質問は俺に向けられたもので間違いなさそうだ。

　…………いや。

　これ以上考えるのはやめておこう。この先輩は意味深な口調でどうでもいいことを言う天才だ。まともに取り合っていたらキリがない。

「さあ、どうでしょうね。……そういうのは当事者が一番迷ってるのかもしれない」

　だから俺は、それだけ言って今度こそ学校に向かった。
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　教室に入った瞬間、ほんの一瞬だけ空気が止まったような気がした。

「……」

　刹那の時を経へて、再び雑談に興じ始める三十人からのクラスメイト。室内はすぐに通常のざわめきを取り戻す。彼ら彼女らの視界にもう俺は入っていないだろう。意識的にしろ無意識的にしろ、俺はこの輪から外されている。

　ただ、この状況をイジメだなんだと呼ぶのは間違いだ。

　徹底的な人間不信。友達を作らない。つるむ仲間を作らない。親切はどれも疑って拒み、誰も彼も信用しない。そんな有り様の俺なんだから、孤立しない方がどうかしている。

　しかし──〝そういう空気〟を読めないヤツ、というのは、どのクラスにも一人はいる。

「みんな、おっはよー！」

　スライド式の扉を開け放ち、鞄かばんを掲げて元気よく挨拶したのは無論のこと雪菜だ。彼女はそこら中から返って来る返事や笑顔に愛想を振りまきながら、何な故ぜか既に着席していた俺の下まで駆け寄ってきた。

　そして形の良い眉をむむっと顰ひそめ、右手で二回、机を叩たたく。

「てか、なーんで先行っちゃうのよナギ。待っててねってちゃんと言ったのに！」

「……あのな、どうして俺がお前のトイレなんか待っててやらなきゃいけないんだよ」

「あ、何その言い草！　私なんか毎朝毎朝ナギのこと待っててあげてるじゃない！」

「だから別に頼んでねえって言ってるだろ。ほら、さっさと席行けって。せっかく間に合ったのに遅刻判定されるぞ」

「ふーんだ。ナギのバーカ」

　雪ゆき菜なはわざとらしく呟つぶやいてから舌を突き出し、それからやっと自分の席へ向かって行った。その間も、たった数メートルで都合六回も声がかかる。凄すさまじい人気だ。

　そんな幼おさな馴な染じみの背中を視界の端に捉えながら、俺が思うのはただ一つ。

「……あのお節介。また余計なことしやがって」

　小さな嘆息は、きっと誰にも聞こえなかったことだろう。

　あいつが、雪菜が俺に絡んでくるのはわざとなんだ。間違いない、だって以前はあんな柄じゃなかった。俺がこうなってから雪菜は自分を変えたんだ。俺がどんなにバリアを張ってみせても踏み込んで来て、ここは安全だと声を張り上げるようになった。

　──そんなのお前の評価を下げるだけだ、と一度本気で言ったことがある。

　──そんなのナギの評価が上がるならどうでもいい、と珍しく本気で怒られた。

「はあ……」

　そういうわけで、俺は今日もこの宙ぶらりんな立ち位置のまま、いつも通りの学校生活を送るんだろう。




　そんな予想が覆くつがえされたのは、二時間目も終わりに差し掛かった頃のことだった。




「続けて対数関数の積分について、説明していきましょう」

　初老の数学教師がもごもごと喋しやべるのを、生徒たちは弛し緩かんした空気の中聞いている。

　俺も暇潰しにペンを回しながら、本日十回目のあくびを堪こらえていた。睡眠時間が足りていないのもあるし、加えてこの先生の声は、どこか眠気を誘う独特のリズムで構築されている。いつの間にか睡魔に屈し、俺の頭は次第に舟を漕こぎ始めていた。

　──そのせいで、気付くのが遅れたのかもしれない。

「……え？」

　夢と現うつつを行き来しながら、黒板と瞼まぶたの裏を交互に映していたはずの視界。それがほんの一瞬で、まるでチャンネルを切り替えるみたいな気軽さで塗り替えられた。

　外──外だ。見渡してみるに駅前の、ショッピングモール付近の大通り。周囲に人影はない。都会と田舎の中間程度に発展したこの街で、ここが無人になる時間帯なんか深夜以外にはないはずなのに。

「まさか……」

　とある強烈な予感に襲われて、俺は恐る恐る視線を下ろした。

　……ああ、やっぱりだ。服装がひらひら仕様のワンピースに変わってる。形の良い胸が椀わん状に布地を盛り上げている。ふにふにっと柔らかい。違うそうじゃない。

　どうやら俺は、またしてもＲＯＣへのログインを果たしてしまったようだった。

「なんでだよ……ログイン条件を満たさなきゃここには来れないんじゃなかったのか？」

　か弱くいじらしいソプラノで疑問を口に出す。

　そういう話だったはずなんだ。このゲームフィールドに入るにはプレイヤー固有のログイン条件を達成する必要があって、逆に、それをしない限りはログインできない。

　俺の場合は〝スマホのパターンロックをＺ字になぞること〟。

　でも今は、そもそもスマホに触れてすらいなかった。

「ログイン条件が間違ってた？　複数ある？　それとも……くそっ、強制ログインってことか？　聞いてねえぞ。それじゃログアウトしたって意味がない」

　小さく呻うめき声ごえを上げる。

　……前回、ろくに情報を集めずに《退却》を使ったのは、それでゲームから完全に逃れられるという楽観があったからだ。

　だけど、自発的なログイン以外でここに飛ばされる可能性があるなら話は大きく変わってくる。安易な《退却》は、むしろ情報の遮断でしかない。最悪の手だ。

「でも、だからって……どうすればいい？　強制ログインの原因を突き止めるか？　現実的なペナルティがないなら自殺でもするか？　それとも……本気で、このゲームを──」

　と、そこで。

　ィィィイイ、と、耳を穿うがったのは微かすかな異音。続けて、腕を組んで思考に耽ふけっていた俺の視界に、キラリと光る〝何か〟が見えた。

　それは、最初は豆粒みたいに小さくて、だけど一気に膨れ上がる。近付いてくる。

「なっ!?」

　──咄とつ嗟さに地面を蹴ることが出来たのは、まさしく僥ぎよう倖こうと言うほかないだろう。

　俺の小さな身体からだは想像よりずっと速く脳からの命令を伝達し、圧倒的な反射神経でそれを躱かわすことに成功した。勢い余って足がもつれそうになる。それでもなんとか踏みとどまって、俺は剣けん吞のんな視線をそいつに向けた。

「……ちっ、なんだ。意外に動けるじゃないですか」

　襲撃者。少なくとも俺の視点からはそう言って差し支えないその男は、地面を陥没させた巨大な武器を軽々と肩に担ぎ直し、ペッと唾を吐き飛ばした。

　間違いない……他の参加者プレイヤーだ。

　それは、それ自体は予想していたことだった。たとえ俺が〝姫〟だとバレていなくても、ＲＯＣが〝カードの奪い合い〟という性質を持ったゲームである以上、他プレイヤーとの戦闘ＰＶＰは絶対に起こる。それくらい、ちゃんと理解しているつもりだった。

　──だけど、なんだ。その大剣は。

　改めて男の得物を観察する。身の丈たけほどはありそうな、それも柄つかが小さく刀身ばかりが長大な異形の剣つるぎだ。刀剣になど詳しくないが、殺傷能力は見るからに高そうだ。

　実際、駅前のロータリーは今の一撃だけで半壊した。

「く、くくく。呆ぼう然ぜん自失、といった様子ですねえ。そうでしょう、そうでしょうとも！」

　俺の反応がお気に召したのか、男は背を逸そらして大声を上げている。誇示するように剣を掲げるは右腕一本。ニヤニヤと気色の悪い表情に浮かぶのは強者の余裕だ。

「どんな筋力してやがる──って、違う。そうか」

　……思い出せ。ＲＯＣはカードを駆使して勝利条件を満たすゲームだ。

　そういうことなら予測は立つ。要は、男の持つ〝武器〟も一種のカードなんだろう。

　そしてＨＰやら攻撃力なんかが数値化されているＲＯＣにおいて、武器の形状そのものにはあまり意味がない。どんなに見た目が禍まが々まがしかろうと、あれは単に攻撃力を上昇させるカードだ。臆する必要なんかどこにもない。

「それならっ！」

　俺はバックステップで男から距離を取ると、右腕を一いつ閃せん、即座に端末を立ち上げた。

　昨日ログアウトする直前に見た手札には、《強化》《感知》《転移》の三枚が残っていた。効果文テキストまで目は通していないものの、大体の効果は字じ面づらから想像できる。

　どうにか対処は出来るはず──そう思ってカードスロットを開き、

「っ!?」

　そこで目を見開いて硬直した。

「なァにをぼさっとしているんですかぁ！」

　途端、鋭い斬撃に襲われる。思わず身体からだを倒し、転がるようにして攻撃範囲から抜け出した。剝むき出しの腕が地面に擦こすれ、じんわりとした熱を感じる。……こういうダメージでもＨＰは減るのか？　分からないが、どちらにせよ長引かせるのは危険だ。

　端末に指を這はわせて警戒態勢を見せながら、男を威い嚇かくしつつ思案する。

　──俺のカードスロットに入っていたカードは、どういうわけか、記憶とは全く異なる三枚に変わっていた。

《同調》《監査》《加速》。どれも見覚えがないスペルだ。

　まさか、ログアウト前に手札がセーブされてない？　いや、そんなわけないだろ。それじゃクリアするまで一度も現実に帰れないことになる。でもそれなら、一体どうして。

「ふぅむ……良い、ですねえ」

「……え？」

　いきなり思考に紛まぎれ込んできた言葉の意味が分からず、俺は間抜けな声を上げた。

　それに呼応するように、男の笑えみがさらに厭いやらしく凄絶に歪ゆがむ。生理的嫌悪感を伴う目付き。溢あふれ出す危機感。直後、男は鳥肌が立つほど下げ卑びた声こわ音ねで高笑いした。

「くくく、あなた、良いですねえ！　好みです。外見はもちろん、その反抗的な目が堪たまらなく良い！　屈服させてあげたくなりますよ、くく、くくくく！　これほどまでに女性を犯したいと思ったのは久しぶりだ！　さァて──堪能し尽つくしてからリタイアさせて殺してあげましょう。くく、安心してください？　ゲームの中じゃ孕みませんから」

「!?」

　ぞくり、と言い知れない不快感に全身を抑えつけられた。嘗なめ回まわすような男の視線に柔やわ肌はだを蹂じゆう躙りんされ、既に凌りよう辱じよくされているような錯覚さえする。

　やめろ。やめろ、なんだこれ気味が悪い。こんなのに犯されるとか死んでも御ご免めんだ。

　そんな下げ種すな視線で俺を──こいつを見て笑ってんじゃねえぞド三さん下した！

「くくく、《停滞》発──」「《加速》発動ッッ！」

　男の発声をぶった切るようにして、力任せにカードを使用した。

《加速》。効果文テキストを読む余裕はなかったけれど、名称から考えれば〝プレイヤーの敏びん捷しよう値を上昇させる〟スペルだろう。そして《停滞》は恐らくその逆。姫ひめ百ゆ合りが容易たやすく俺を捕まえてみせたように、相手の敏捷値を下げる効果を持つ。

　だから、同時にカードが展開されても効果はトントン。

　さっきから男の攻撃を回避できているのが雲居春香このからだの〝敏捷値の高さ〟によるものだとしたら、充分に逃げ切れるはず──、そんな読みは見事に的中して。

「ちっ。……上じよう玉だまを逃しましたねえ」

　男はこれ以上のカード消費を嫌ったのか、大人しく追撃を諦めたようだった。





　　　　♯



　情報が要いる。そう思った。

　今さっきの襲撃で確信した。あの男は、俺が〝姫〟だと見抜いて攻撃してきたわけじゃない。姫がＲＯＣにおける〝標的〟なのは間違いないが、それが誰なのかを知っているプレイヤーなんて現状は居ないんだ。

　けれど、いや、だからこそＰＶＰが頻発する。

　誰が姫なのか分からない以上、目に付いた参加者プレイヤーはとりあえず叩たたくしかないからだ。

　そう考えた場合、ここまで無知なのは明らかに問題だった。これじゃ雪ゆき菜なを馬鹿にも出来ない。男の持っていたような〝武器〟カード、多種多様な〝スペル〟カード、それに強制ログインの謎も解いておかなきゃいけない。

「痛いっつ……遠慮なくガンガン振り回してくれやがって、あの野郎」

　擦りむいた肘を抱えながらぼやく。傷は大きくないものの、真っ白な肌に浮かぶ赤はかなり目立っていた。それに、端末を確認したら、やっぱりＨＰが少し減っている。

　と言うか、

「そもそもこのＨＰ、すげえ低いような気がするんだよな」

　緑色のバーで視覚的に表されているＨＰは、現在40／50となっている。最大が50で、今は40だ。つまり、転んだだけで10点のダメージを受けたことになる。

　だったらあの斬撃は？　転倒の衝撃ダメージの何千倍にも相当するんじゃないか？

「……やっぱり、色々と訊きかなきゃダメだ」

　目の前に投影展開されているホーム画面に目を通す。

　正直なところ、アドレス帳に目が向かないではなかった。姫ひめ百ゆ合りは少なくとも俺よりベテランだし、あと（百ゆ合りだけど）同性というのもこの際大きい。精神的汚染を拭ってくれそうな気はする。百合だけど。

「うーん、でもなあ。……そうだなあ」

　メリットとデメリットの天てん秤びんは明確に傾いていて、それでもやっぱり自分から連絡を取るのは気が進まない。はっきり言えば、怖いんだ。俺は。人と関わるのが。

　そう思いながら指を遊ばせていると、勢い余って別のアイコンに触れてしまった。

「あ」

　途端、視界を覆おおい尽つくしたのはワールドマップ──地図だ。この世界フイールドの全景。意外にもそう広いものではなく、縮尺を見るに中規模の市町村一つ分くらいだと想像できる。

　…………いや。

　想像も何も、これ、思いっきり桜江市じもとの転写コピーじゃねえか。

「なんだよ。道理で見覚えのある景色ばっかりなはずだ」

　苦笑交じりに納得する。詳しく見てみれば、川や田園地帯なんかの自然的特徴も、店舗も施設も住宅街も、そっくりそのまま写し取られているようだ。

　それなら、もしかして。

　ふとあることを思い立ち、俺は地図を凝視しながらおぼろげな記憶を探った。もしここが桜おう江え市のレプリカだと言うなら、あるはずだ。確かこの辺りに……よし、あった。

「ま、空振りになるかもしれないけど」

　何もしないよりはずっといいだろ、と誰にともなく言い訳して、俺は南に足を向けた。
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　いかに常じよう軌きを逸いつしていようと、ＲＯＣはあくまでゲームだ。

　だったら、今の状況を〝ゲーム的〟に考えてみればいい。

　完全な情報不足、次の行動も定まらない──それはきっと、開発者側からしても本意じゃない事態のはずだ。だってそうだろう。プレイヤーがただ途方に暮れるだけなんて、ゲームとして成立していない。

　だから俺は、ほとんど決め打ちの要領で、学校や塾、自動車教習所、交番に図書館などなど、基礎情報を教えてくれそうな場所をひたすらリストアップしていった。

　そして、それらを近い順に巡ってみること三か所目。

　最近新設されたばかりの桜おう江え市中央図書館が、まさに俺の睨にらんだ通り、初心者御ご用よう達たしのチュートリアルスペースになっていたわけだ。

「──まさか料金が必要とは思わなかったけどな」

　ぼやきながら図書館の入り口を抜ける。

　受付に座っていた眼鏡の司書から色々と聞き出せたのはいい。いいんだけど、あいつ、全部喋しやべってから後出しで『これくらいの情報なら対価はカード一枚でいいですよ？』とか言ってきやがったんだ。それも超冷たい目つきで。

　美人じゃなかったらクレームの一つでも入れるところだった。

「俺が温厚美少女で助かったなちくしょう」

　建物前の広場に敷かれた白砂利をかっつーんと蹴散らす。

　ちなみに、支払ったのは《監査》の方だ。プレイヤー一人の手札を覗のぞき見ることが出来るスペル。もう一枚の《同調》より希レ少ア度は高いらしいけど、少なくとも単体で機能するようなカードじゃない。まあ、仕方ないと割り切ることにしよう。

「そんなことより今は情報の精査が先、だな。時間は有限なんだ」

　分かり切った事実を口にして気を引き締めてから──俺は、銀縁眼鏡の美人司書が教えてくれた〝ＲＯＣの仕様〟を、もう一度頭の中で繰り返してみた。




・アバターは、プレイヤーの初回ログイン時に自動生成される。外見及び服装はその時点のプレイヤーを完全コピーしたもので、変更不可。




・ログイン中、現実世界の肉体は行動不能。逆にログアウト中、フィールド内からアバターは消える。ログアウト中のプレイヤーを攻撃等の対象に取ることは出来ない。




・ログインは、現実世界でプレイヤーが〝特定条件〟を達成した場合にのみ起こる。条件は各プレイヤー固有のもので、それぞれ一つだけ。




・ＨＰは再ログイン時に全回復する。




・位置情報は現実とリンクする。この裏世界フイールドは現実世界の桜江市と同座標に展開されており、現実のＡ地点でログインしたならゲームは裏世界のＡ地点から開始となる。ただし肉体は動かないため、裏での行動に依よらずログアウト地点はＡのまま。また市外は侵入不可。




・これ全部チュートリアルで言ってたはずなんですけど何聞いてたんですか（冷笑）。




「……ＮＰＣ情報だし、さすがに噓うそってことはないよなあ。あと最後うぜえ」

　そろそろ痛くなってきた頭を両手で抱え、俺はその場にしゃがみ込んだ。拍子にふわりと甘い香りが鼻をくすぐり、反射的に周りを見渡す。……違う、発生元は俺か。

　膝を抱える（＝スカートに顔面を埋うずめる）という行為が微妙にいかがわしく感じたから、とりあえず図書館の外壁に背を預け、空を仰いで呻うめくことにする。

「矛盾だらけじゃねえか……」

　いや──まあ百歩譲って、ログイン中の行動不能っていうのと、ログアウト時のＨＰ回復云うん々ぬんは、そういうものかと納得してしまってもいいとは思う。

　だけど、現実とＲＯＣで見た目が変わらないってのは？　俺が元々こんな金髪美少女だってのか？　フリフリワンピースで？　馬鹿言え、自慢じゃないけど俺は、見た目も中身も割と普通の男子高校生だ。スカートを穿はく趣味なんか持ってない。

　さらに、司書はＲＯＣ側からの強制ログインの可能性を完全に否定していた。

　そして極め付きが、位置情報のリンク。やたら難しい言葉で説明されたけど、要は現実世界と重なり合った平行世界パラレルワールドみたいなものを想像すればいいんだろう。ログインすると世界がぐるり反転し、裏世界こちらがわの同じ座標に出現する。そういうイメージ。

　しかし、俺は今まで二回とも、ログインする度に現実世界とは別の場所に現れている。

「〝姫〟だから……イレギュラーな役柄だからか？」

　そう考えるのが自然なような気も、しなくはない。

　だけど、いくら立ち位置が異なるとは言え、姫自身もプレイヤーであることには変わりないんだ。だとしたら〝追加で設定が用意されている〟のは考えられるにしても〝基本設定が適用されない〟というのは妙な話じゃないか？　違うのか？

　…………うーむ。

「ああもう、だーめだ。分かんね」

　見た目だけ可愛かわいらしく回答をぶん投げて、俺は大仰に溜ため息いきを吐ついた。

　足りない、まだ情報が足りていない。こうなったら他の施設にいるＮＰＣにも接触してみたいところだ。姫ひめ百ゆ合りの言う〝武器屋〟にも行く必要があるだろう。

　ただ……そういった諸もろ々もろは後回しにした方が良いか。

　時間切れだ。見れば、図書館の外壁に掲げられた時計は既に十二時を回っている。いくら俺の存在がクラス内で希薄でも、昼休みに入ってまでノートと睨にらめっこしていたら悪目立ちするに違いない。

「でも、残念なことに《退却》は持ってない」

　残っているスペルは《同調》だけだ。これじゃもちろん帰れない。……けど、

「奪い合い、なんだろ？　やってやろうじゃん」

　久しぶりの感覚に神経が研ぎ澄まされていくのを感じる。

　過去に封じたはずの回路が、自分の中で唸うなりを上げているのが分かる。

　そう。そうだ、そうだった──実は俺、こういうゲーム、ちょっと得意なんだよね。





　　　　♯



　図書館を後にした俺は、マップ上で湧出源スポツトと記されている地点に向かっていた。

　スカートの裾を気にしながら眩まばゆい足を駆けさせる。大通りを抜け、市役所の脇を流れる人工河か川せんに差し掛かると、大きな橋の真ん中に柔らかな光源があるのが分かった。

　地図と照らし合わせてみても間違いない──あれが湧出源だ。

　湧出源。それは、簡単に言うなら〝一定時間ごとにカードを入手することが出来る特殊地形〟だ。影響範囲内で三十分間待機することで、誰の所有物でもないニユートラルカードの中から一枚がランダムで手に入る。

　そう、つまり──

「俺は！　今からここで何時間も粘りながらランダム排出される《退却》を延々待ち続ける神頼み作戦を決行するッ！」

　──というわけでは、もちろんなくて。

　そんな場所なら十中八九、他の参加者と遭遇できるだろうという読みだった。

　意識を目の前に戻す。予想した通り、湧出源の近くにはそれを取り囲むようにいくつかの人影が立っていた。六人、いや七人か。互いに警戒し合っているんだろう、皆例外なく端末に手を添えた臨戦態勢を取っている。

「ふぅ…………よし」

　異様な空気に吞のまれないよう深呼吸を挟んでから、俺は橋へと足を踏み入れた。

　途端、鋭い視線がいくつも飛んでくる。その内訳は様々だ。俺が女子だと気付いたからか安あん堵どと共に逸そらされるもの。逆に興味を示したらしく下げ卑びた色を帯びるもの。そして少しも警戒を緩めないもの。

　俺は向けられる敵意や好奇を完全に無視しつつ橋を渡り、湧出源の真正面に陣取った。

「……」

　少しの間じっと息を潜め、警戒が薄まってきたところで静かに首を巡らせる。ここからなら誰にでも《同調》は届くし……うん、最初に視界に入ったヤツでいいか。

　一つ頷うなずいてから、俺はすぐ隣に立っていた中年の男に狙いを定めた。

　もう一歩、もう一歩だけ、と、不格好な摺すり足あしでそいつに近付いていく。と、

「っ！」

　二つの影が完全に重なる寸前、男は弾はじかれたように振り返った。いつの間に勘付いていたのか、その口元はニヤリと好戦的に笑えんでいる。鋭利な瞳は典型的な狩る者の目だ。ある程度ＲＯＣに慣れ、プレイングに対する勘が働く──厄介なプレイヤー。

　けれど、それはつまり、俺にとって都合がいいという意味でもあった。よし、それならわざわざ驚いた顔して両手を上げる演技をしなくても済みそうだ。

「《同調》発動」

　俺は、鈴を転がすような声こわ音ねでスペルの使用を宣言した。

〝半径十メートル以内に存在するプレイヤーを一人選択する。あなたとそのプレイヤーは一定時間、あらゆる状態を共有する〟──それが《同調》の効果文テキストだ。外見と手札を除く全ての情報、状態、数値が同じ値に統一される。また、例の司書によれば、数値共有の処理は原則として〝低い方〟に揃そろえられるらしい。

　これによって、効果時間中は強化系スペルが軒並み腐る。

　……の、だが、まあ言ってしまえばそれだけの効果だ。普通ならそう積極的に使いたいカードじゃない。《加速》のような汎用スペルに比べて複雑な上に使いづらい、とくれば、一般的な評価はあまり高くないだろう。

　案の定、男はあからさまに俺を蔑さげすんで「はんっ」と鼻を鳴らした。

「ったくやれやれ《同調》だあ？　相手の出方も見ずにんなカススペル使うたあ、嬢ちゃんＲＯＣ初心者だろ。はん、悪いことは言わねえ、邪魔せず消えな。手持ちカード全部空打ちして立ち去るならゲームオーバーにはしないでやるよ！」

「……ふうん。ね、これ、カススペルなの？」

「ああ？　そりゃどう見たってそうだろうがよ。使い道が限定的で狭過ぎる。ステータス揃えてどうするってんだ。裏うら目めっちまう可能性だってあるじゃねえか!?」

「そうなんだ。……まだ気付かないのね、ふふ。オジサン、ゲームの才能ないと思うよ」

　極力、もう誠心誠意甘えた声で〝煽あおり〟文句を口にする俺。

　ド下手な少女芝居は、ともすれば相手の気勢を削そいでしまう可能性すらあったが──しかしその心配は杞き憂ゆうだったようだ。男の額には早くも無数の青筋が浮かんでいる。

「ほォ……この俺に才能がない、だと？　てめえ、上等じゃねえかごるァっ！」

　良かった、短気なオジサンで。

　豪快に啖たん呵かを切った男は、そのまま俊敏な動きで橋の欄干を蹴り飛ばした。流れるような応酬の最中、無駄のない動作で端末を撫なで、一瞬のうちに武器を顕現させる。刃渡りの短いダガーみたいな双剣が手の中でキラリ、輝いた。

　いや、だから。

「オジサン馬鹿でしょ。あー、いや、ごめんなさい。馬鹿、じゃないですこと？」

　俺は刺突を躱かわしてから後退し、橋の上をさっきとは逆向きに疾走する。

　一定時間、全てのステータスが〝下〟に統一されるのが《同調》だ。だから何を振り回したところで、《同調》が効いている間は攻撃力も上昇しない。

　それに──わざわざ言ってあげたのに、まだ気付かないのか。

　俺にはもう一つ《同調》を活いかせるある特徴がある。それは本当に偶然の産物なんだけど、だからって使わずに遠慮してやる理由もない。

「ねえ」

　橋を渡り終え、斬撃を躱かわしながら小路に縺もつれ込んだ辺りで、俺はやっと口を開いた。彼ひ我がの距離は目視で大体五メートル。今の敏びん捷しよう値なら一歩で踏み込める位置関係だ。

　──外見が変わっていて良かった、と初めて思った。

　この時の俺の表情ドヤ顔は、美少女じゃなきゃさぞかし憎たらしかっただろうと思うから。

「親切心で教えてあげる。あのね、オジサン。ＨＰくらいこまめに確認した方がいいよ？」

「ＨＰだあ？　はんっ、何を言うかと思えば。さっきからちょこまかと逃げ回るばかりで一撃も当てられてないくせに──って、な、何ぃ!?　貴様、一体俺に何をっ」

「えいっ」

「ぐ。ちぃっ！」

　突然焦あせり始めたオジサンは、俺が放ったやる気のないパンチを必死の形相で回避した。

　無理もない。だって《同調》で俺とステータスを共有しているオジサンのＨＰはたったの40しかないんだ。そりゃか弱い少女の拳だってさすがに避よける。

　そしてこうなった以上、彼にＰＶＰを続行する利点は一つもない。

「くそ、覚えてろよこのガキ！」

　男はなかなか華麗なバックステップでこの場を去ろうとする。だけど、残念ながらこれはゲームだ。速力に大人も子供も関係なく、敏捷値が等しい俺から逃げ切れる道理もない。

　追いかけっこの途中でそれを悟ったのか、彼は思いきり顔を歪ゆがめて──そして、本当に嫌そうにそのカードの使用を告げた。

「もったいないけど仕方ねえ……っ、《退却》発動！」

　宣言と同時に男の姿が搔かき消きえる。粒子を散らしてＲＯＣの世界から消滅する。

　そんな光景を見ながら、俺は、心の中でガッツポーズを決めずにはいられなかった。

　やっぱり。やっぱり持っていたか。そうだよな、だって湧出源スポツトなんて乱戦地帯、ＲＯＣに慣れたプレイヤーが保険もなしに近付くわけがない。

　そして、もう一つの推測を裏付けるように──俺の視界も暗闇に染まり始める。

「良かった。これで駄目だったらどうしようかと思った」

　安あん堵どして、深い息を吐きながら胸に手を置いた。ふにふに、と……いや、違うんだ。わざとじゃない。別に感触を堪能してるわけじゃないんだよ、こほん。

　──プレイヤーの状態をコピーする《同調》。

　一見複雑で地味な効果だけど、実際の使い道は多岐に渡ると俺は思う。

　だって、共有されるのはゲーム上で管理されている〝あらゆる状態〟だ。

　例を挙げるならＨＰ。ＨＰが０の状態、つまり死亡状態だって状態の一つだろう。それが共有されるんだから、一枚張るだけで相手は自分を〝殺せなく〟なる。

　そしてもう一つ。プレイヤーの状態と言えば、他にも重要なものがある。

　それが〝ログイン状態〟だ。

　つまりプレイヤーがログインしているか、していないか。そんな情報までもが共有されるんだ。だから《同調》中の相手が《退却》でログアウトすれば、その状態もコピーされて自分もゲーム外へ出ることが出来る。

　俺を現実世界まで導いてくれたのは、つまりそんなカラクリだった。

「にしても……四時間目、終わってなきゃいいけど」
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「──おい六りつ花か。見てたか？　今の」

「はいっす！　ばっちり。自分、ばっちり確認してたっす！」

「うるせえ。んなでけえ声出したらバレるだろうが」

「ええ!?　ひ、酷ひどくないすか！　今のは自分悪くないっすよ！　弧こ月づきくんが訊きいてきたから答えただけっす！　弧月くんの馬鹿！　鬼畜！」

「だからうるせえっての……いやあ、湧出源スポツトなんざもう来る必要ねえだろと思ってたが、こりゃ意外な収穫じゃねえの。雲くも居い春はる香か、ね。知らねえ名だが、悪くねえ」

「こ、弧月くん、まさかまたあれっすか。ビビっとキたとか言ういつものやつっすか!?」

「ああそうだ。確かめてみなきゃならねえな」

「勘弁して欲しいっすよー！　だ、大体、弧月くんが探してるのは男の人なんじゃなかったんすか!?　あの子どう見ても女の子っす！　超、可愛かわいいっす！」

「あ？　……あー、そうか？」

「はあああああ、全く弧月くんは仕方ない男っす。まあこんなに近くに居る自分の魅力にも気付かないんすから相当の朴ぼく念ねんあいったー!?　痛いっす、痛いっすよ弧月くん!?」

「何度も言ってるだろ六花。喚わめくな、黙れ、うるせえ。……あのな、オレは別に見た目なんざどうだっていいんだよ」

「あぅ……と言うと？」

「だから。──オレは、オレがてっぺんだって証明してえだけだ。雲居春香アレがオレの探してる奴やつだろうとそうじゃなかろうとどうでも良い。強つええ奴と戦ってオレが勝つ。それ以外のことは全部些さ事じだ」

「……あ、じゃあ両方倒すんすね……が、頑張って欲しいっす。それじゃ自分はそろそろ」

「手伝えよ」

「う、うにゃー！　やっぱりそうなるっすかー!?　こ、弧月くんのブラック企業ー!!」
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「ん……」

　まず、やけに眩まぶしいな、と思った。

　瞼まぶたを閉じていても容赦なく網膜を焼く光を嫌い、俺は目を瞑つぶったまま顔を背ける。すると柔らかい感触が頰ほおを刺激した。なんだろう、少なくともいつもの枕じゃない。ふわふわですべすべで弾力があって、おまけに優しい香りが身体からだ中じゆうを包んでいる。

　極上の歓待に、俺は思わず目を開けた。

「あ」「え」

　──覆おおい被かぶさるような至近距離からこちらを覗のぞき込んでいる雪ゆき菜なと目が合った。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?　……っ!?」

　刹那、声だかなんだかよく分からない悲鳴を上げて、俺はその楽園から距離を取る。しかし起きたばかりだからか足が全然言うことを聞かない。簡単に縺もつれ倒れ、無様に地面を転がる。そこでやっと気が付いた。

　いつの間にか元の身体に戻っている。四肢の感覚が全然違う。

「えっと……」

　少しだけ落ち着いて、周囲の状況を確認してみた。……間違いなく現実世界だ。高校の本校舎、その屋上。フェンスと給水タンクくらいしかない簡素な空間である。

　そして、日に焼けた白い地面コンクリートの上で、顔を赤らめた雪菜が何な故ぜか正座をしていた。

「…………なあ。一つ、訊きいていいか」

「な、何よ？　ナギの方から私に話しかけてくるなんて珍しいじゃない。ちょっとやめてよね、せっかくこんな晴れてるのに雨なんか──」

「お前、なんで正座してんだ」

「うっ……ん、あー、えと。その、ね？　怒らないでよ？　……ナギに膝枕をしてたの」

「ひ、膝枕あ!?」

　もう大混乱だった。そうか俺はさっきまで雪菜こいつの太ふと腿ももに顔面埋うずめてたのか──なんて感慨に耽ふけっている余裕もない。

　何がどうしてこうなった、とジト目を浮かべると、雪菜は慌てたように両手をばたつかせ、それから早口で説明を始めた。

「ち、違うの。ナギが嫌がるのは分かってたんだけどでもこんなところに一人で放置するのは幼おさな馴な染じみとしてどうかなって思うじゃない!?　思うでしょ思え！　ナギの寝顔ってばやたら可愛かわいいし色々と危険だもん！　緊急措置だったんだもん！」

「なんの言い訳だよ。てか、そもそもどうして屋上なんかに連れて来たんだ？」

「へ？　連れて来たって……そっちこそ何言ってるの？　ナギが授業中に突然立ち上がって。泣き叫びながら教室出てって。それで階段駆け上がってここまで来たんでしょ」

「は……？」

「お、覚えてないの？　じゃあ、追いかけて来た私が『どうしたの？』って訊きいたのに何も教えてくれなくて、そこに座り込んじゃって、そのうちぱったり眠っちゃったのも？」

「……覚えて、ない」

　心配そうに揺れる雪ゆき菜なの瞳に、俺はそう呟つぶやくことしか出来なかった。

　──どういうことだ？　頭の中でぐるぐるぐるぐる考える。

　司書の話とは食い違うが、ログイン中も俺の身体からだは動いてるのか？　しかも、ただ無作為に移動しているだけじゃない。雪菜の表現をそのまま受け止めるなら、まるで、そっちの俺にも意思があるみたいじゃないか。

　そこまで考えた瞬間、その想像は、まるで天啓のように降って来た。

「────っ！」

「ひゃうっ!?　ど、どうしたの？　急に立ち上がって」

「いや……悪い雪菜。今日は早退するって先生に言っといてくれ。とにかく、さっきは助かった。あと面倒ついでに、五時間目のノートも取っておいてもらえると有り難い！」

「ちょ、ちょっとナギ!?　──まさか本当に何も説明しないつもりかこのー！」

　怒声に近い大声を上げる雪菜をその場に残し、俺は全速力で屋上を後にした。

　確かめなきゃいけないことがある。ああ、本来なら最初に考えるべきだったのかもしれない。だけど、こんなの思い付けるか？　こんな突飛な可能性なんか検討できるか？

「はあっ……！」

　喧けん噪そうを引き裂くのを承知で教室に飛び込んで、一目散に自分の席へと向かう。窓際後ろから二列目。記憶の通り、机の上には数学のノートが放置されていた。

　積分公式を書き付けていたはずのノートは、何な故ぜかぴったり閉じられている。

　……いや。

　閉じているのは間違いないにしても、ぴったりという表現は良くないか。ノートの中腹辺りが少しだけ膨らんでいる。間に何か、ペンでも挟まっているんだろう。

　俺は導かれるようにそのページに指を掛け──ああ、と小さく吐息を零こぼした。

　ぼたぼたと大粒の水滴でしわくちゃになった紙。

　何度も書き直したのか、震えながら書いたのか、すっかり掠かすれてしまった黒いインク。

　まるで不安に荒れた心情をそのまま転写したような、お世辞にも上手とは言えない、けれど痛切に胸を引っ搔かいてくる小さい文字は、こんな悲鳴を上げていた。




『あなたは誰ですか。わたしを助けてくれますか』
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　家に向かう道すがら、例のメッセージについて考えていた。

『あなたは誰ですか。わたしを助けてくれますか』

　涙と手の震えでぐちゃぐちゃになっていたＳＯＳ。

　あれを書いたのは間違いなく『垂たる水み夕ゆう凪なぎ』だ。だけどそれは俺じゃない。

　……思い返せば、勘付いても良さそうな場面はいくつかあった。

　まず、ＲＯＣの中で司書に教わったアバター生成の件。通常はプレイヤーの初回ログイン時にアバターが生み出され、その後一つの中身が二つの身体セカイを行き来するんだという。

　だけど、俺の場合は事情が違った。最初から用意されていた『雲くも居い春はる香か』という別の身体からだに放り込まれたんだ。あんなのどう見たって俺のコピーじゃない。別個の、言い換えれば〝独立した〟存在だ。

　なら。それならもし仮に、そこに元から中身があったとしたら？

　魂、あるいは意識とでも呼べばいいか。『雲居春香』の中にも〝それ〟があるのだとすれば、俺たちは他のプレイヤーと比べて一つ余分に中身を持っていることになる。

　だとしたらどうする？　──簡単だ。だって身体は二つある。

　つまりはこういう仕組みなんだろう。俺がＲＯＣにログインしている間、彼女は『垂水夕凪』としてこの現実世界に現れている。押し出されるように入れ替わるんだ。一つの身体に二人分の居場所はないから、交換するしかない。

　荒唐無稽な考えかもしれないが……そう仮定すれば今までの矛盾はすべて解決する。

　ログインしても別の場所に出るのは、身体が同期していないから。

　再ログイン時に手札が変わっていたのは、その間も雲居春香もうひとりがプレイ中だったから。

　そして──例の強制ログインだって、全く違う見方が出来るようになるんだ。

　そう、つまりあれは、そもそも強制ログインなんかじゃなくて。

　雲居春香がＲＯＣからログアウトしただけなんだとすれば。

「〝姫〟……いや、雲居春香。ログインする度に、俺はお前と入れ替わってるのか」




　道中で灰色パーカーの不審者に声を掛けられたような気もしたけど、考え事が忙しかったから（もとい相手をするのが面倒だったから）特に触れずに帰宅した。

　ガチャリ。ドアノブを捻ひねる大きな音が無人の家に響き渡る。

　無人──そう無人だ。両親はまだ仕事中だから、俺の早退サボりは〝雪ゆき菜なが密告しチクつたりしなければ〟バレることない完全犯罪へと変わる、のだが。

「……どうだろうなあ。雪菜と母さん、やたら仲いいし」

　二階隅の自室に入り、鞄かばんを放りながら溜ため息いきを吐つく。残念ながらその前提が成り立つことはなさそうだ。早いうちに言い訳を考えておかないと、多分、あとで痛い目を見る。

　窓越しに雪ゆき菜なの部屋を窺うかがってから首を振り、俺は真まっ直すぐ勉強机に向かった。

　──雲居春香とコンタクトを取る必要がある。

　そう考えたのは実に単純な理由からだった。だって、もし彼女がログアウトせずにゲームを続けてくれるなら、強制ログイン現象は二度と発生しなくなる。

　さすがにそこまで上う手まく行くとは思ってないけど、話し合うこと自体は無駄になるまい。

「訊ききたいことはいくらでもあるし、と」

　キュキュ、とマジックを走らせて、新品ノートの表紙に大きく〝部外者（特に佐さ々さ原はら雪菜）閲覧禁止！〟と注意事項を書き記した。会心の筆に思わず頷うなずき、さっそく最初のページを御開帳。愛用のボールペンをくるりと回す。

　まずは簡単な自己紹介だ。加えて、現状で把握しているＲＯＣに関する情報。特に〝ログイン・ログアウトに応じて二人の中身が入れ替わる〟ことは黄色いマーカーで強調しておいた。原因についてはまだ分かっていないが、これを書かないわけにもいかない。

　本題はそのあとだ。

『お前は誰だ。雲くも居い春はる香か、で合っているのか。そうじゃないならなんて呼べばいい。どうしてＲＯＣの姫にキャスティングされている。お前は一体全体何者で、どうして俺なんかと表裏一体の位置にいる。お前は何をどこまで知っていて、これからどう動くつもりだ。最終的にどうしたい。どうなりたい。どういう結末がご希望だ。

　それと。

　どうしてお前は、泣いてたんだ？』

「ううむ」

　ペンを置いた俺は、少し後悔しながら文面に目を通した。

　マズい。最後の一文はどう考えたって深入りだ。出来る限りＲＯＣに関わらないよう動いているんだから、そんなの訊いたところでどうせ何もしてあげられないのに。

　…………でも、まあいいか。ここまで書いたんだ、今さら書き直すのも面倒臭い。

「あとは、俺がちゃんと読んでくれることを祈って」

　願掛けみたいに両手を打ち鳴らしてから、俺は再びＲＯＣへのログインを実行した。
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「にひひー……はぁむ」

　何かとても不吉な擬音が聞こえた。

「れる……ちゅっ。んふふー、ハルちん耳弱いんだー？　相変わらず可愛くあいいなーもー、もっと虐いじめたくなっちゃうよ。は、んあっ……ちゅ」














　真っ暗で何も映らない視界の中、艶なまめかしい嬌きよう声せいが至近距離で響いている。

　それと同時に、右耳をひんやりと湿った感触が撫なでた。何かが耳の形をなぞるように這はい回まわり、内部にまで侵入してくる。時折混じる甘ったるい吐息が脳髄を溶かし、まるで舌に愛あい撫ぶされ蹂じゆう躙りんされているような……気持ち、に……舌？　舌!?

「っ!?」

　ログインに際する刹那の混乱を抜け、俺はようやく覚醒した頭を上げた。いや、正確には上げようとした。だけど動けない。だんだんと闇に慣れて来た瞳で自分の手を見れば、両手とも、誰かの掌てのひらが恋人繫つなぎの要領で絡まっている。

　さらに肩甲骨の辺りには何やら柔らかいものがぎゅうっと押し付けられていて。

　何な故ぜかスカートはたくし上げられていて。

　そこから伸びる素足も、同じくらい白く眩まばゆい太ふと腿ももで完全にロックされている。

　そしてさっきからぴちゃぴちゃと、規制の入りそうな水音を奏でている首筋。背中から覆おおい被かぶさってきている何者かが、というか半裸の姫百合が甘い匂いをぐりぐり擦こすり付けてくるせいで、起き上がろうにも起き上がれない……っ！

「ど……どう、なってんだっ」

「あー、もうハルちん、大人しくしててって言ったでしょー？　ほら、あたしに全部委ねていいからね？　気持ち良くなれるよー？　ちゅー、ぱっ」

「っ、！」

「にひひ、身体からだは正直ってやつじゃん。ちゅ、んちゅ、れるれる……あむ……」

　つーっ、と。姫ひめ百ゆ合りは右手を俺の腕沿いに這わせながら首筋まで移動させ、ちょっとくすぐったかと思えば意味深な笑えみと共に背中の方へと回した。

　刹那──ぷつ、小さな音が聞こえて、途端に胸の周りの感触が少し変わる。

「……付けてない方が感じるんだよ」

「ひゃぁあっ!?」

　艶たっぷりの囁ささやき声が直接鼓膜を撫でて、俺は思わず女の子みたいな悲鳴を上げた。

　その間にも姫百合の右手は胸の膨らみに到達している。薄いワンピースの生地一枚を挟んで、綺き麗れいな白い指が官能的に踊る。

「服も脱がすねー？」

　姫百合はそう言って、返事も聞かずにボタンを上から順に外し始めた。

　ぷち、ぷちと続く音と全身を包む酩めい酊てい感が俺の理性を失わせていく。

　……いいんじゃ……ないか？　柔らかい肢体を密着させてくる姫百合は誰がどう見たって美少女だ。どうせゲームなんだし、気持ち良くなっちゃったっていいんじゃないのか？

「れる……ちゅ。ね、ハルちんこっち、こっち向いてー？」

　長いツインテールを解き、赤い髪を流した姫百合が火ほ照てった顔を向けてくる。散々俺を嘗なめ回まわしていた唇は暗闇の中でもしっとりと輝いて見えて、吸い込まれるように俺は、

「────むぐ」

　人生初のキスをする直前。唐突にあることを思い出し、眼前に掌てのひらを突き出していた。

　そう、そうだ。そうだった。ただのゲームならともかく、この身体からだにはちゃんと持ち主がいるんだ。もしこんなのがファーストキスだったりしたら後で恨まれそうだろ？　というかそもそも、知らないうちに汚けがされてるとかいくら何でも有り得ないだろ!?

「というわけだから、離せっ」

「あ、反抗期モード。にひひ、さっきまでのしおらしいハルちんはどこ行っちゃったのかなー？　むにむにむにむに」

「ぉおおおおおおお!?　だ、だから揉もむんじゃねえ！」

「あー！　何その本気で嫌そうな声ー？　もーあたし傷付いちった。そんな悪いこと言う子にはお仕置きなんだぞー？」

「はあ？　……って、お前どこに顔突っ込んで、ひあっ!?」

　宣言と同時に身体の向きを変えた姫ひめ百ゆ合りは、あろうことかめくれ上がったスカートの中に潜り込もうとしてきやがった。純白の薄布がずり下ろされる感覚──しかし、幸運にもそれで何かの回線が飛んだのかもしれない。次に気付いたときには、俺は痴漢対策実践講座ばりの全力でどうにか姫百合の魔手から逃れていた。

「……ぶー」

　振ふり解ほどかれた彼女はベッドにぺたりと腰を降ろし、不満そうに膨れている。

　こうして改めて向かい合ってみると、大胆に服を開はだけて黒い下着を覗のぞかせる姫百合は妖艶という言葉が似合うくらい綺き麗れいで、なんと言うか、そう、目に毒だ。

　だから、処女または童貞の俺はすーっと不自然に目を逸そらして、

「頼む──服、着てくれ。話の続きはそれからだ」

　精一杯に虚勢を張るしかないのだった。





　　　　♯



　乱れた髪やら服やらを取り繕ってから、姫百合と連れ立ってその建物を後にした。

　ちなみに詳しい言及は避けるけど、あれだ、うん。普通にラブホテルだった。

「……じゃあ、何か？　俺が、じゃなくてわたしが、情報欲しさに身体を売ったと？」

「うん、そだよ。ほんとに覚えてないのー？　……あ、分かった。あたしのテクで記憶飛んじゃったんでしょー？　もー可愛かわいいなーもー、照れないでそう言ってくれればいいのに」

「マジかよ。……マジかよ」

　その刹那的な生き方はいつか身を滅ぼすぞ、雲くも居い春はる香か。

　とは言え──実際、カードスロットを使い切ってログアウトした俺にも責任はある。雲居春はる香かが動揺し、混乱し、果ては姫百合あくまに目を付けられるに至ったのは、間違いなくそれがきっかけだ。

　だから〝言うこと聞いてくれたらイイコト教えたげる〟と、そんな地雷丸出しの誘惑に彼女が引っかかったんだとしても、俺にそれを責める権利はない──

「まあ、ハルちんは嫌がってたんだけどね」

「……えっ」

　なんだそれ話が違う。

「やーでもほら、ハルちんってば照れ屋さんでしょー？　素直に喜べないのかなーって思って、だからあたしは嫌がるハルちんを無理やり犯して手て籠ごめにしようと」

「何言っちゃってんのこの強ごう姦かん魔ま!?」

「んぇ？　ちょ、ちょっと待ってよーひどいよハルちん。女の子同士なんだし、ね？　一夜の過あやまちみたいな？　……ご、ごめんってばー!?」

　がばっと頭を下げ、拝むように両手を叩たたき合わせる姫ひめ百ゆ合りもといガチ百合。時折そーっと窺うかがうような視線が持ち上げられ、俺と目が合うや即座に定位置に戻される。

「はぁ……ったく。もう二度と強引なことするなよ」

　呆あきれ交じりの俺の言葉に、ぱっと表情を明るくした姫百合はツインテールをぶんぶん縦に揺らした。その顔色に今度は俺の方が罪悪感を覚える──だってそもそも『俺自身』は怒る理由すらない──けど、しょうがないだろ。

　さすがに『雲くも居い春香』としてはちょっとくらい声を荒げなきゃいけない場面シーンだろうが。

「って、そんなことより」

　ぐだぐだと面倒な思考を遮って、俺は改めて顔を上げた。

「対価だ、対価。お前が言ってた〝イイコト〟ってヤツを早速教えてもらおうじゃないか」

「あ、うん！　えっとね、ハルちんＲＯＣ初心者さんみたいだから、ちょっとしたプレイのコツなんかを伝授しよっかなー、と思ってたんだ。にひひ、大チャンスだぞ？」

「……あー、なるほど。なんて言うか、意外にまともな報酬なんだな」

　どうせまた『イイコト？　にひ、さっきシてあげたでしょー？』なんて茶ちや化かされるんじゃないかと身構えてたんだが、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　姫百合はちょこんと後ろ手を組むと、小首を傾かしげてこんなことを訊きいてきた。

「じゃあまず質問。ハルちんは、ＲＯＣでカードを入手する方法っていくつ知ってるー？」

「いくつ、って……えっと、湧出源スポツトだろ。ＰＶＰだろ。それと、スペルで奪うってのもあるんだろうし……ああ、前にちらっと言ってた武器屋もそうか？」

「おー凄すごい。さすがハルちん、覚えてたんだ。そだよー、基本はその四つ」

　頷うなずきと同時に四本の指が立てられた。

　一つ目の入手法、湧出源はランダム入手が特徴だ。その時点で誰のものでもないニユートラルカードから無作為に一枚が選出され、プレイヤーのカードスロットに入る。

　続けて二つ目、ＰＶＰ。戦闘で他のプレイヤーのＨＰを削り切った場合。

　この方法で入手できるのは、対戦相手のカードスロットの中で最も希レ少ア度が高い──つまり最も〝存在枚数〟が少ないカードだ。任意に選ぶことが出来るわけではない。

　ただ、勝利条件にあたる〝呪われし秘[image: ]〟は軒並み一点モノのシリーズだし、強力なスペルほど絶対数が少ない傾向にある。そういう入手難度の高いカードを獲得するのには適していると言えるだろう。その点は、スペル効果による奪取も大差ない。

　そして、最後に残った一つが、武器屋だ。

　姫ひめ百ゆ合り曰いわく──〝武器屋〟とは、本来はカードと引き換えに武器を売ってくれる店だったらしい。〝実体化〟コマンドを使うことで実際のアイテムとしてスロット外に出すことができ、また任意のタイミングでカード状態に戻すこともできる〝武器カード〟。その唯一の入手経路だった。

　ああ、いや、過去形にするのはおかしいか。今でも当然その機能は残っている。

　けれど、武器屋にはもう一つの顔があった──それがカード交換屋としての一面だ。

「つまり……こういうことか？　武器との交換で支払われたカードが、今度は商品として店に並べられる。そいつらには希レ少ア度に応じてレートが割り振られて、プレイヤーはそのレートに従って好きなカードとトレードが出来る？」

「ん、そーゆーこと。汎用コモンスペルが１、希レ少アスペルは３、呪われし秘[image: ]激レアなら18、ってな感じだねー。ＲＯＣを戦い抜こうと思ったら武器屋の存在は不可欠なんだよ。にひひ、ハルちんもそのうち常連さんになるぞー？」

「…………そう、かもな」

　俺にとってはあんまり嬉うれしい未来図じゃないが。

　屈託ない笑顔を浮かべる姫百合に曖昧な表情を返しながら、ふと思考に耽ふける。

　今挙げられた四つは、それぞれ目的に応じたカードの入手経路になっている。質を求めるならＰＶＰ、汎用性の高いスペルが欲しいなら武器屋、という具合にだ。

　ただ、手札の枚数だけを考えた場合、どれも効率が悪くないか？

　ＰＶＰなら、例えば《加速》と《停滞》を併用して勝った場合、手札としては一枚分だけ損をしている。強奪系のスペルなら差し引きゼロ枚。武器屋はレート次第だけど、枚数を増やしたいなら自動的に質が落ちる。

　つまり、異様に息切れが起こりやすいんだ。これじゃ、下手したらみんながみんな湧出源スポツトからの排出待ち、みたいな現象が起きかねない。

　そうなればもう、カードの供給バランスが壊こわれているとしか──

「いや」

　そんなわけないか。その辺のクソゲーならともかく、ＲＯＣの運営はスフィアだ。数多あまたの伝説的な神ゲーを作り上げ、のべ数十億人を虜とりこにしてきたあのスフィアなんだ。欠陥なんて残っているはずもない。それなら、

「……もう一つあるんだな？　効率のいいカード獲得手段が」

　俺の推測に、姫ひめ百ゆ合りは大きく頷うなずきながら肯定の意を表した。




『言葉で説明しても分かりにくいから実演したげる』

　そう言い残してホテルへと消えた姫百合を、俺は落ち着かない気持ちで待っている。

　実演。実際に演じると言うからには、今この場で何かしらのカードが入手できるんだろう。場所や相手に依存せず手札を増やせる方法、ということなら、それは確かにＲＯＣを攻略するにあたって必須の知識に違いない。

「いや、だから、攻略なんてしないっていうのに」

　小さく呟つぶやいて、それから首を横に振った。あれだ、妙な思考ばっかり浮かんでくるのは手持無沙汰なせいだ。姫百合はまだ帰ってこないのか？　ラブホテルの真ん前でソワソワ異性を待つ、って状況自体がかなり俺の精神にダメージを与えてるんだけど──

「きゃぁああああああああああああ!!」

「うぉおおおおおおおおおおおおお!?」

　そんな益やく体たいもないことを考えていたら上から姫百合が降って来た。

　緊迫感の欠片かけらもない悲鳴。容赦なく風圧に舞い上げられるミニスカート。

　あまりに楽しそうに墜おちてくるもんだから『もしかして何か対策があるのか』と思ったものの、別にそんなこともなく一瞬後にはぐしゃっと地面に到達──足から逝いった。

　ヤバい、全然意味が分からない。

「な……なんだよお前。百合なだけじゃなくてそういう趣味もあんの？　Ｍなの？　ドが付くＭなの？　すげえ怖いんだけど。怖いってかドン引きなんだけど」

　一応、姫百合が落下した距離はせいぜい三階分の高さだ。よっぽど打ち所が悪くなければ死にはしないし、実際、彼女に目を覆おおうような怪け我がはない。

　ただ右足なんか曲がっちゃいけない方向に折れてるし……そもそもそういう問題じゃないだろ。死なないからってラブホの窓からフライハイする人ヤ間ツは問答無用でヤバいだろ。

「や、やだなーハルちん」

　唐突過ぎる奇行に絶句していた俺に、姫百合は慌てた様子で手を振った。

「あたしだって痛いのは嫌いに決まってるよ？　ほ、ほんとだよー？　違うの違うの、実演って言ったじゃんか。……ほら、これ。見てて？」

　姫百合が指し示したのは、装備している端末の投影画面デイスプレイだ。プレイヤーステータスの項目、そのページトップの数値は、今の落下ダメージで姫百合のＨＰが８８０から７９２に減少したことを表している。

　促されるまま表示を睨にらみ続けること──一分。

「……あ」

　突然、目の前を覆おおう画面に変化が現れた。ブランクだったはずのスロットに、一枚のスペルカードがぼんやりと浮かび上がって来たんだ。

　ポーションみたいな青い液体が描かれたイラストの上には《回復》の二文字。

「《回復》発動」

　とっくに立ち上がっていた姫ひめ百ゆ合りがそう唱えると、少し短くなっていたＨＰバーはみるみる元に戻っていった。そして数秒と経たたずに全快する。

　それを見み遣やった姫百合は、満足げに頷うなずいてから端末のウインドウを消去した。

「ん、こんなとこかなー。一応補足しとくとね、希レ少ア度の低いスペルには固有の〝入手方法〟が設定されてるんだよ。例えば《回復》なら〝落下ダメージを受けた状態でＨＰを回復させずに一分待機する〟こと。ね、簡単でしょー？」

「……なるほどな」

　取った行動に応じてカードが貰もらえる、ということか。入手条件がノーヒントという辺りが鬼畜だが、確かにこの程度ならゲームを続けているうちに誰でも気付きそうだ。

　そして……ん？　でも、待てよ？

「落下ダメージを《回復》で打ち消すんだよな。だったら何回やってもカードなんか増えなくないか？」

「にひひ、それが違うんだよー。ＲＯＣの落下ダメージって割合計算なんだけど、このくらいの高さなら最大ＨＰの一割しか受けないの。で、《回復》は最大ＨＰの三割分ダメージを消してくれる。だからほら、三回飛べば二枚増えるでしょー？」

「とんでもない発想だな……ったく。でもまあ、それなら確かに元手０でも大丈夫なのか。……あれ？　だったらさ、それを量産して、カードスロットが埋まるたびに武器屋に流しまくれば、どんなにレアなカードだって無限に集められるんじゃないか？」

「あーそれねー、考えるよねー。でもでも、これがそうもいかないんだ。だって強力なスペルって、強力なんだよー？　だから手放す人なんて全然いないの。いわゆるレアスペルの中でいつでも在庫があるカードなんて《退却》くらいじゃないかな？」

「《退却》……？　なんでだよ。あれ、必須カードだろ」

「んーと、そうなんだけどー。──ほら、《退却》ってみんなバシバシ使うでしょ？　そうなるとニュートラルに戻って、そのうち湧出源スポツトから排出されるわけでしょー？　だからね、簡単に言えばダブりやすい。三枚も四枚も要いるカードじゃないから、しょっちゅう武器屋に流されるの。交換レートも美お味いしくて良いこと尽ずくめだからねー」

「…………」

　反論を完全に封じられて、俺は小さく唸うなり声ごえを上げながら黙り込んだ。

「にひひ。どう？　お役に立てたかな？」

　……ああ、悪かったよ。単なる奇人扱いは訂正してやるさ、ちくしょう。




　夜──ホテルの階段を駆け上がりながら、俺は少し考え事をしていた。

　隣に姫ひめ百ゆ合りの姿はない。ついさっき、腕時計を覗のぞき込んだと思えば途端に狼狽うろたえ始め、去り際にあることを言い残してからどこかへ行ってしまった。

　またね、と言っていたけれど、再会の予定は特にない。

　ただ、そのあることとやらがどうにも気懸かりで、だから俺も早々にログアウトするため《退却》の交換材料を集めている次第だった。

「……もし」

　仮定しよう。

　もしこのままＲＯＣから逃れられないんだとしたら、俺は一体どうするべきか。

〝姫を殺す〟こと──それがこのゲームの目的だ。

　ならその〝姫〟にキャスティングされた俺はどう足あ搔がいてもクリアできないのか？　自分を除いて九十九人いるという参加者プレイヤーたちからただ逃げるしかないのか？

　──そうではない、と思う。

　確かに、ＧＭを名乗る人物は、例のチュートリアルの中で何度も〝姫を殺せ〟と謳うたっていた。だけど、提示された勝利条件はそれじゃない。あれはあくまで扇動だ。

　秘[image: ]を揃そろえて祭壇に据えること。

　王の腹心を裏切らせること。

　そして姫を殺すこと──いずれかを達成した者が勝者だ、と明言されている。

　それなら、姫にも間違いなく勝機はあるんだろう。ゲームに関しては真面目まじめなスフィアのことだ、破綻したストーリーなどは作らない。姫が起動した〝緋ひ剣けん〟が姫自身を穿うがつ道理はないし、姫が自ら〝反乱軍〟を結成するなら孤立し自害するはずもない。

　つまり、シナリオとしては姫の乱心、内部からの国家転覆か。途方もなくて笑えてくる。

「っ、はぁ。なんで、俺がこんなことやってるんだろうな……っ」

　頰ほおへと張り付いてくる髪を指で掬すくいながら、自分自身に問いかけてみた。

　そう、そうだ。別にクリアなんか出来なくたって──なんなら、今ここでゲームオーバーになったところで、俺にデメリットはないはずなんだ。

　だって続ける理由がない。叶かなえてもらいたい望みなんてもう一つもない。

　それなら、あるいは〝姫の首が刈られる〟のを防ぐために頑張るのか？　ああ、確かに雲くも居い春はる香かのことは少し気になっている。全く関心がないとは言わない。

　しかしそれでも、死ぬって言ったってＲＯＣは所詮ゲームだ。

　実際に命を絶たれるわけじゃなく、単にゲームオーバーになるというだけで、

「──いや。……そうは、ならない？」

　まるで雷に打たれたみたいに、俺は唐突に立ち止まった。

　違う……前提からして全然違う。だってアバターである『雲居春香』に対応する現実世界のプレイヤーは『垂水夕凪』だ。彼女の〝中身〟が収まるべき器なんかどこにもない。

　それなら……彼女のゲームオーバーは一体何を表すんだ？

「…………」

　……少し、寒気がした。

　とにかく早く戻ろう。雲くも居い春はる香かの〝返事〟を見て、話はそれからだ。案外スフィア側のミスかもしれないし、俺が気付いていなかっただけで垂たる水み夕ゆう凪なぎは元々美少女だったのかもしれない。そうだと嬉うれしい。平和な答えはいくらでも考えられる。

「──っ痛てぇ」

　そんな小さな希望に縋すがりつくように、俺は夜の空へ向けてひたすら窓枠を蹴り続けた。





　　　　♭



『垂水夕凪さんへ。

　まず、質問に答えてくれてありがとうございます。お返事、来ないと思ってたから、うれしかったです。それと、ノート汚しちゃってごめんなさい。弁償します。ごめんなさい。

　わたしの名前は、春はる風かぜといいます。

　あ、えっと、ＲＯＣでのプレイヤー名は、夕凪さんもご存ぞん知じの雲居春香で間違いありません。でも、できれば春風って、そう呼んでもらえると、わたしすごくうれしいです。

　それで、その。わたしが何者なのか、ですよね。

　夕凪さんは、ＡＩってわかりますか？

　株式会社スフィアが開発した次世代型人工知能、その中で最高傑作とも最大の失敗作とも呼ばれる〝電脳神姫バグナンバー〟シリーズ。五番機・コードネーム〝春風〟。

　それが、わたしです。

　外見データのイメージは、イギリス貴族の血が入ったクォーター。年齢設定は十四歳で、ちょっと背が低くて、金髪で、スリーサイズは上から77・53・79です。猫の鳴なき真ま似ねとか、得意です。

　ごめんなさい。話がずれてしまいました。

　ゲームの中のわたしと、現実世界そちらの夕凪さんがセットになっている、というのは、わたしにもよくわからないです。今さっき、ノートを見て初めて知りました。

　でも、それ以外のことだったら、ちょっとは答えられます。知ってます。

　あの、ですね。

　わたしは、最初からこのゲームで〝姫〟になるために作られたんです。

　一ヶ月半くらい前。わたしが目を覚ましたその日にＲＯＣが始まりました。みんな、みんなわたしを追いかけてきました。怖くて、怖くて、それからずっと逃げ続けていました。

　がんばろう、って思ったこともあるんです。わたしが自分でクリアしてやろう、って。でもだめでした。〝姫〟だってバレたら殺されるんだって思ったら、それだけで足、竦すくんじゃって。もう、なんか、弱いです。弱すぎて悲しくなってきます。

　だから、わたしは耳を塞いで。怖いことから目を逸そらして。

　見つからないように、殺されないように、生きてました。生きてただけでした。

　でも。

　そんなわたしなのに、今、すごくドキドキしてるんです。

　ちょっと前から、わたしの世界は急激に変わり始めました。知らない男の人の身体からだに移ってたり、表の世界に出たりして、もうパニックで大混乱でした。泣いちゃったのはそのせいです。ご迷惑でしたら、ごめんなさい。

　それでも、夕ゆう凪なぎさんがわたしのお願いメツセージに返事をくれて、今度は別の理由で涙が出ました。

　うれしかったんです。胸がぎゅってあったかくなりました。恥ずかしいですけど、白状しますね？　わたしに本当の名前を聞いてくれた人、夕凪さんが初めてなんです。どうしたいかって訊きいてくれたのも。

　だから、夕凪さん。垂たる水み夕凪さん。

　わたしに、どうしたいとか、どうなりたいって感情は設定されてません。でも、怖いんです。独りはもう嫌なんです。だから教えてください。

　あなたは、わたしを助けてくれる人？　わたしを嫌いにならない？　傍そばに居てくれる？

　そうやって、ちょっとだけ、期待していてもいいですか？』





　　　　♯



　ダンッ、と鈍い音を耳にして、ようやく自分が壁をぶん殴っていたことに気が付いた。

「ああ、そうかよ。そういうことかよ……くそったれ」

　普段より数段低い声で吐き捨てて、もう一度文面に目を通す。

　──ＡＩ。人工知能。ついに神の領域にまで踏み込んだ人類科学の最先端。

　スフィアがそれを実用レベルで完成させ、様々なゲームへと組み込んでいることくらいは知っていた。例えば対戦ゲームのＣＰＵ。例えば恋愛シミュレーションの攻略対象キャラ。それらは人工知能の発達によって格段に〝人間的〟な挙動を見せるようになった。

　ただ、公になっているそれらはあくまで常識の範囲内だ。

　その裏で、もはや人間と変わらない〝心〟を持ったＡＩを生み、しかもそれを〝一方的に狩られる弱者〟に配役するなんて、正気の沙汰とは思えなかった。

　だってつまり、こういうことだ。春はる風かぜはＲＯＣの〝姫〟に配役されるためだけに生まれてきた。最初から殺されるために、だ。そして、不幸にもそれを怖がるだけの知能や感受性を持っていた。それなのに残酷な運命に抗あらがうための能力は微み塵じんも備わっちゃいない。

　誰とも協力できなかっただろう。

　誰一人信じられなかったことだろう。

　そうやって、スフィアは春はる風かぜに徹底的な孤独と恐怖を植え付けたわけだ。

　なんのために？　分からない。分かりたくもない。ただとにかく、春風という名の少女はいたぶられるために生み出され、ボロ切れみたいに使い捨てられそうになっている。

　反へ吐どが出そうだ。そう思った。相変わらず裏ゲームはえげつない。

「だけど、それで俺にどうしろって」

　ずっと嚙かみ締しめていた唇はいつの間にか変色していた。

　期待？　期待だと？　そんなもん俺にされたって困る。返しようがないし応えようがない。迷惑なだけだ。俺なんかもう使い物にならないってのに。

　しかし──不意に、嫌な記憶が、じわじわと侵すように脳裏を埋め尽つくしていく。

　ああ、そうだ。多分、恐らく、きっと。

「巻き込まれたのは──」

「ナギー？　ね、いるんでしょナギー！　ちょ、開けてよ、熱っ、早く早く、火傷やけどしちゃうってば！」

「……雪ゆき菜な？」

　突然ドアの向こうから騒がしい声が聞こえて、俺は反射的にノートを引き出しに突っ込んだ。沈んだ思考を無理やり追い出し、ガンガンと響くノック（まさか頭突きしてるんじゃないだろうな）に辟へき易えきしながら腰を上げる──ガチャリ。

「うわ！　っと、っと」

　ドアノブを捻ひねるや否いなや、予想通り額を赤くした幼おさな馴な染じみが勢いよく飛び込んできた。軽い悲鳴と共に二歩三歩とたたらを踏み、なんとかバランスを取り戻す。

　そしてはふぅと息を吐き、反転、俺にジト目を向けた。

「もう、開けるなら開けるって言ってよナギ。危ないじゃない」

「……まさかお前が素手で鍋抱えて階段上がってくるほどの馬鹿だとは見当も付かなかったんだよ」

　呆あきれ顔がおでドアを閉めながら、俺は雪菜に向き直る。

　深夜ということもあり、彼女が着ているのは薄手のネグリジェのような服だった。オレンジ混じりの暖色系。上からカーディガンを羽織り、ついでに可愛かわいらしいナイトキャップまでかぶっているにも関わらず、両手を塞ぐ鍋のせいで全てが台無しになっている。

　鍋。なんで鍋。

「あ、これ？　おかゆよ、おかゆ。じゃじゃーん」

　雪ゆき菜なは自前で効果音を奏でながら、ベッド脇のミニテーブルに置いた小鍋の蓋ふたを開けた。途端に真っ白い湯気がむわあと広がり、柔らかい香りが鼻孔を刺激する。

　……あれ、なんで俺、こんなに腹減ってるんだ？

　ぐう、と腹を鳴らした俺の反応が気に入ったのか、雪菜はえらく嬉うれしそうに笑う。

「聞いたよ。ナギ、夜ご飯食べなかったんでしょ？　ナギのママ心配してたし、あと今日早退してたのもちょーっとだけ気になってたし、それにさっき窓伝いに侵入したら机に突っ伏してたし。これは幼おさな馴な染じみとして元気づけてあげなきゃ！　ってね」

「それで、こんな夜中にウチに来たと？　おかゆ作って？」

「そういうこと！　ふふん。どうよ、この献身的な感じ。惚ほれちゃうかな？　ん？」

「あー、はいはい。雪菜サイコー」

　適当に返しながらベッドへと移動する。おかゆなんか食っても大して腹は膨れないけど、せっかく作ってくれたんだから貰もらってやろう。こいつの料理スキルは案外高い。

「……あれ？」

　俺がレンゲを手に取ると、雪菜は何な故ぜか大きい瞳をぱちくりと瞬まばたかせた。

「ナギ、だよね？」

「……他の何かに見えるって言うなら、本気でそろそろ頭の病院に行った方がいいぞ」

「う、その口の悪さは確かにナギね。……でも、やっぱりナギ、体調悪いでしょ？　普段のナギなら私が何してあげたって『な、何が狙いだ!?　遺産か!?』とか言って絶対タダじゃ受け取ってくれないのに」

「なんだよ、金取るのかよ。いくらだ」

「別にそういう意味じゃないけど。うーん……ん、まあ素直なのはいいことだよね。よし、それじゃナギ、レンゲ貸して？　私が食べさせてあげる。しかもタダで！」

「は、はあ？　何言ってんだお前、自分で食えるに決まって」

「隙ありー！」

　気合一いつ閃せん、掛け声と共に腕を伸ばしてきた雪菜は、動揺していた俺の手から華麗にレンゲを抜き去ってしまった。そしてむふんと胸を張る。

「もう。病人は病人らしくじっとしてなきゃ駄目でしょ。ただでさえナギは無む茶ちやするんだから。……ほら、はい、あーん」

「────」

　硬直する。しかし残念ながら、世話焼きモードに移行した雪菜に何を言っても無駄なのは経験上分かっていた。調子に乗れば乗るほど上う手まくいくヤツなんだ、こいつは。

「……ん」

　だから俺は観念して、レンゲに顔を近づけた。一口で食らいつき、舌の上で転がすように咀そ嚼しやくする──美う味まい。米の甘さと塩加減が絶妙で、いくらでも食べていられそうだ。

　しばらくの間、俺はそんな風に雪ゆき菜なの奉仕を受け続けた。

　二人とも無言のまま、ゆったりとした時が流れる。それでも、無心で口を動かしていたからか、一人前サイズの小鍋はすぐに底が見えてきた。若干の名残惜しさが胸の辺りに湧いて来て、それを助長するように陶器と金属がぶつかる音が小気味良く響いて。

　雪菜が口を開いたのはまさしくそんなタイミングだった。

「あのさ。……私には、内緒なの？」

　──なんのことだか分からない、なんてわけはなかった。

　当たり前だ。雪菜には都合二回、いや三回も、『垂たる水み夕ゆう凪なぎ』の中身が春はる風かぜになっていた場面を見られている。人生の大半を一緒に過ごしてきた幼おさな馴な染じみに対して、それで違和感を覚えるなという方が無理な話だろう。

　ちらりと顔を上げて雪菜の表情を盗み見る。

　平静──を、頑張って装おうとはしているようだ。だけどまあ、本音は不安だとか懸念だとか、そんなところだろう。忙せわしなく前髪を弄いじる癖が見事に内心を露呈している。

　その気持ちは、鬱陶しくもこそばゆく、迷惑だけどありがたい。──ただ。

　言えない。話せない。たとえ他の誰にこの件を暴露する可能性があるにしても、雪菜にだけは絶対に知られてはいけない理由があった。

　だから本当なら、俺はこう返さなきゃいけなかったんだ。〝なんの話だ？　内緒も何も、俺が自分のことを何もかもお前に話すと思ったら大間違いだぞ〟と、いつもみたいに冗談交じりに言わなきゃいけなかった。

　だが──脳裏に引っかかっているのは春風の言葉だ。

　ずっと独りぼっちだった彼女。その痛切なＳＯＳに応えてあげることは、きっと俺には出来ない。でも、出来るヤツなら知っている。ああそうだ目の前に居る。厚かましくて遠慮知らずで優しい雪菜なら、春風の孤独を少しは溶かしてやれるだろう。だから、

「……もし」

「え？」

「もし、俺がお前に縋すがりつくようなことがあったら、その時だけは訳を聞かないで、とりあえず優しくしてやってくれないか。事情は後から説明する──かも、しれないし」

　それは傍はたから見たらきっと図ずう々ずうしい依頼だったと思う。加えて、人間不信を自称する垂水夕凪としてはまさしく異例とも言える内容だ。

　実際、雪菜は呆あつ気けに取られていたし、しばらく目を見開いていた。

　それでも。

「……ん、分かった」

　彼女は、少しだけ寂しそうな笑顔を浮かべて、俺の言葉に頷うなずきを返した。




　深夜十二時を少し回った頃。

　俺は煌こう々こうと光るスマートフォンの画面を見つめながら絶句していた。

　──姫ひめ百ゆ合りが立ち去る直前に漏らしたあること。

　それは、ざっくりとまとめればこんな内容だった。

　曰いわく、スフィアが公表しているゲームの中にRule of hunters（通称ＲＯＨ）なるソシャゲがあり、その内容が一部ＲＯＣと酷似している。このことから、ＲＯＨとＲＯＣの間に何らかの関わりがあると睨にらんだプレイヤーが居たらしい。

　果たして、その推測は正しかった。ＲＯＨ内で開催されている〝定期イベント〟において、ＲＯＣの攻略情報が少しずつ開示されていることが判明したのだ。

　そして、その定期イベントとやらの配信日がまさに今日。

　恐らく今の時間、ＲＯＣにログインしているプレイヤーは少数派だろう。みんな一般のＲＯＨユーザーに混ざり、血ち眼まなこになってヒントを探し出そうとしているはずだ。

　……いや、探し出す、と言うほどのことでもないか。

　画面に映し出されている情報は至ってシンプルなものだ。アプリ内のイベントバナーから飛んだ先、怪しげな白ローブの魔術師が水晶に浮かび上がらせたメッセージ。

　そいつはこう言っている。

『……二ふた心ごころの姫君は既に君たちに包囲されている。逃げ場はない。彼女が退却する経路などこの世のどこにも残されていない。

　君たちは知略の限りを尽つくし、彼かの姫君をここまで追いつめたのだ。

　しかし愚かなるかな、姫は未いまだ秘策を残しているようだ。君たちはまたしても幾多のトラップをかいくぐりながら、城に眠る伝説の秘宝を目指して奮闘せねばなるまい……』

　続けて『いつもＲＯＨをプレイしていただきまして～』との定型文が始まったが、その辺りは関係ないと判断して俺は文面から顔を上げた。

　逃げ場をなくし、包囲された姫。

　この姫とやらがどうしてここまで粗雑に扱われているのかは分からない。けれどとにかく彼女は追われているんだろう。籠ろう城じようし、ついに逃げることも出来なくなった。

　いや、違うか。姫が封じられているのは〝逃走〟じゃない。〝退却〟だ。ニュアンス的には微妙に乖かい離りしているその単語がわざわざ使われている。なら、その意図は？

　退却──《退却》──ログアウト。

「〝姫はＲＯＣからログアウトできない〟……っ！」

　口に出してみると、より一層の焦あせりが俺の身体からだを縛り付けた。

　マズい。マズいだろうこれは。このヒントはつまり逆説的に、ＲＯＣからログアウトできないヤツが姫だと言っている。

　確かに『雲くも居い春はる香か』はログアウトできない。いや、俺も春はる風かぜも《退却》を使うことは出来るものの、中身が変わるだけで身体は一瞬たりともＲＯＣを離れてない。

　それだけならまだ誤ご魔ま化かしようがあるが……もう、見られてるんだ。

　少なくとも俺は一度、姫ひめ百ゆ合りの前で《退却》を使っている。《同調》で《退却》をコピーした時も、どこからかずっと視線を感じていた。春はる風かぜがログアウトした状況なんてもっと不明だ。目撃者が何人いるのかさえ分からない──！

「くっ！」

　反射的にスマホをスリープさせ、再び電源ボタンを押おう下かした。早く、手遅れになる前に行かないと。逸はやる気持ちをどうにか抑えながらパターンロックの画面に入り──

　そこで、ふと手が止まった。

「いいんじゃ……ないのか」

　青冷めたままの表情で呟つぶやく。……確かに春風の境遇には同情する部分もある。ああ、もしこれがフィクションなら、彼女を救う主人公にエールの一つでもくれてやろう。

　だけど、そう言われたって現実の俺にはどうしようもない。春風を守れる力なんてないし、正直に言えば、このまま関係が切れるならそれで良いとさえ思う。

　──でも。

　──だけど。

『ちょっとだけ、期待していてもいいですか？』

　またしても脳内にちらつくのはそんな期待だ。懇願だ。混じり気のない純粋な心が無神経に俺を打ちのめそうとする。ぐらぐらと無遠慮に俺を惑わせる──

「っだぁああああああああもうちくしょう！　分かったよ少しだけだからな!?　仕方ないからあと少しだけ付き合ってやる！　だけど勘違いすんな。俺はっ……俺はお前が信じてるほど良い人間じゃないからな!?　押し付けんな馬────鹿っ！」

　……一応断っておくけど、別に春風に感化されたわけじゃない。

　ただ、ただええと、そうだ。今ゲームオーバーになったら俺の方にどんな影響が出るか分からないだろ？　それをケアしない限り放置は出来ない。本当に、それだけだ。

　だから俺は俺の都合で、お前に今死なれちゃ困る。

『──前略　春風。

　いいか？　これからしばらくお前の身体からだを借りる。助けてだとかなんだとかその辺の質問に関する答えは悪いけど全部保留だ。今のところ期待するなとしか言えない。で、だ。

　お前、周りの人間が怖いんだったよな？

　ちょうどいいヤツがいるんだ。ちょっと窓から隣、覗のぞいてみ？　なんか茶髪の女いるだろ、茶髪の。そいつだ。

　あのな、最初に言っとくと、ＲＯＣと違って現実世界の女子高生はお前の首なんか狙わないんだよ。ついでに言うならそいつは馬鹿だ。馬鹿で鬱陶しくて考えなしでおまけに優しいから、お前を利用してどうこうなんて絶対に考えない。

　だから寂しいなら、そいつのこと呼んでみろよ。部屋の壁叩たたいてれば偶然のフリして来てくれるから。ある程度なら、頼れば応えてくれると思うから。

　それくらいがお前にしてやれる限界だ。出来れば大人しくしててくれると助かる。草々。

　ああ、それと、追伸。

　雪ゆき菜なに面倒見てもらうのは構わないけど、絶対に正体バラすなよ？　俺が頭のオカシいヤツだと思われる。男言葉を使うんだ男言葉を。〝だろ〟とか〝じゃねえか〟とかさ。ちなみに俺はお前の代わりに完璧に〝女の子〟やってるから安心してくれ。以上だ』





　　　　♯



　ッパァン、という短い破裂音が、入れ替わった直後の鼓膜を鋭く打ち付けた。

「っ!?」

　小さな身体からだをビクリと震わせ、踏み出しかけていた足を止める。つんのめるように立ち止まる。……あるいはそれが、結果的には幸運に繫つながったのかもしれない。

　何な故ぜなら、立ち竦すくむ俺の目と鼻の先を、鈍く光る鉛玉が音速で通過していったんだから。

「──んだよ、あんま失望させんな雲くも居い春はる香か」

　そして、弾丸に続いて近付いて来たのは、気だるげな足音と低い声。

　弾はじかれるように目を遣やれば、そこに立っていたのは一人の若い男だった。

　瘦せ気味の体たい軀くに、１８０ｃｍに届こうかという上うわ背ぜい。派手な赤シャツの上から黒基調のジャケットを合わせ、下半身にはボロボロのダメージジーンズを纏まとっている。焦げ茶の短髪に半分隠された耳が片側だけピアスで彩られていたり、ラフに開かれた首筋に揺れる炎の刺青いれずみが入っていたりする辺り、反発力の強いはぐれ者といった風情だ。

　その男はどういう理ワ由ケか、歓喜と不満が同居したような複雑な表情を浮かべている。

「んー」

　右手に握った拳銃でゴリゴリとこめかみを搔かきながら、何やら思考しているようだったが──しかし答えはすぐに出たんだろう。一転してその口角が獰どう猛もうに吊つり上がった。

「ま、いいや。オレの見込み違いだってんなら、また探し直すだけだしなッ！」

「っ!?　《加速》発動！」

　男の指がトリガーを引く瞬間、俺は真横に飛びながらスペルの使用を宣言していた。一切のラグなく敏びん捷しよう値上昇が反映され、小さな肢体はそれこそ鉄砲玉みたいな勢いで射線から離れる。数瞬遅れて弾丸がアスファルトを穿うがつ音が耳じ朶だを打った。

　距離を取ったことでようやく冷静さを取り戻した俺は、訝いぶかしげな視線を男に向けて問う。

「なんなんだよ、お前。何いきなり撃ってきてやがんだ」

「いきなりだあ？」

　すると、呆あきれと煽あおりを一：二でブレンドした顔が秒速で突っ返されてきた。

「んだよてめーの頭は三分間フレンズか？　さっき正々堂々と自己紹介くれてやったばっかじゃねえの」

「ああ、そうだったか？　あいにく男の名前を覚えるのは苦手でな。出来れば俺──わたしくらいのウルトラ美少女に転生してから出で逢あい直してくれると助かるね」

「言ってろクソアマ」

　言うが早いか、男はまたも引き金を絞った。連続して鋭い発砲音が響く。その度に、俺は敏びん捷しよう値の差だけを頼りに射線から外れ続ける。

　そして六度目の轟ごう音おんの直後──カチ、と空撃ちの音が辺りに響き渡った。

「弾切れか……っ！」

　残弾０。リロード。硬直。銃を持つ敵と相対しておいてこの〝隙〟を見逃す手は有り得ない。スピードの乗った足で地面を削りながら、俺は強引に移動の方向を変える。

　前回のログアウト直前に大量の《回復》を武器屋に流していたおかげで、俺の手札にはまだ数枚のカードが残っていた。内訳は《転移》に《停滞》、それから武器だ。

　この中で、希少度の低いコモンスペル《転移》は〝自分一人をフィールドのどこかにワープさせる〟という効果を持った、いわば緊急脱出用のカードである。

　緊急脱出。いい響きだ。まさに求めていたもの、なんだけど、ランダム性が高すぎるのはいただけない。転移した先で他のプレイヤーに遭遇したら状況は今より悪くなる。

　可能な限り、ここは《加速》と武器──この短刀だけで凌しのぎ切りたいところだ。

「見た目はイマイチ頼りないけど」

　実体化させた武器を手にそう零こぼしながら、俺は既に男の目前にまで迫っていた。加速された世界に彼は全く追いつけていない。面倒そうにスペアマガジンを取り出す仕草はあまりにも遅く見え、俺は余裕すら持ちながらその首を、

「かはっ──《強化＋加速》発動」

　刈る寸前。凄絶な笑顔と共に発せられた言葉に、嫌な予感を覚えて飛とび退のいた。

　ギュン、と眼前を黒い塊が通り過ぎる。それは紛まがうことなき９ｍｍオート、さっきから遠慮容赦なく弾を吐き出し続けている凶悪な拳銃だ。……って、え？　じゃあつまり、こういうことか？　あいつはただリロードを放棄して、適当に銃を振り上げただけ？

　それだけで、ちゃんと躱かわしたはずの俺の頰ほおが薄く切れるほどの威力を発揮したのか!?

「なんだそれ……《加速》してても軌道が追えないって、そりゃどんなチートだよ」

　断言する。咄とつ嗟さの悪寒に従って身体からだを倒していなければ、今の攻撃は絶対に避よけられていなかった。圧倒的な速度域。明らかに異常な挙動だ。

　それなのに、男はまるで俺の反応が気に入らないとでも言いたげに顔をしかめている。

「チート、ね。……あーあ、こりゃ本気で無駄足コースか？　やれやれだぜ。せっかく六りつ花かの奴やつを撒まいて来たってのによ」

「……なんの話だ」

「ああ？　別にてめーにゃ関係ねー話だよ。独り言だ独り言。いいから、てめーはオレの手を煩わせたことでも現実世界おもてで勝手に悔やんでな」

　男は無造作に、しかし俺の反応速度より数段上の速さで引き金を引いた。

　心なしかさっきよりも鋭い音がうねり飛び、駐車場の一角に大きな穴が空く。

「っ……！」

　──考えろ。このままだと本当にここで死ぬ。

　俺は自分の中の回路を切り替えるために鬱陶しい髪を払い、首筋に右手を添えた。滑らかな肌は既にじっとりと汗ばんでいる。それでも甘い匂いがするから女の子は不思議だ。

「《強化＋加速》……あれだ。あの妙なスペルの発動で一気に戦況を覆くつがえされた」

　まるで《強化》を《加速》にブレンドするような、足し合わせるようなキャスト。

　あれが、彼の言う通りチートの類たぐいではなく、仕様として存在する〝裏技〟だとしたら？

　例えばトレーディングカードゲームＴＣＧにおける〝コンボ〟のような、カードとカードの連携効果が設定されているんだとしたら？

「《強化》と《加速》を並べた場合は……そうか、後に唱えた《加速》の効果が《強化》されるのか？　つまり、一枚目の効果が二枚目に加算される。だから同じ《加速》を使ったはずの俺より全然速かっ──っ!?」

「バーイ」

　飛来してきた銃弾を、身体からだごと地面に投げ出して躱かわす。……もう少し。もう少しで正解に辿たどり着きそうなんだ。数ダメージにも満たない掠かすり傷なんか気にするな。考えろ。考えろ。お前なら出来るはずだろう？

　手元にあるスペルは二枚。任意のプレイヤー一人の敏びん捷しよう値を下げる《停滞》と、自分をフィールドのどこかにワープさせる《転移》だけ。

　この手札から、不確定要素をなるだけ減らし、そこの不良を倒せる起死回生の一手は？

「────あ」

　微かすかに呟つぶやくと同時、俺は自分の手元を見下ろした。

　ある。絶対とは言い難にくいものの、高確率で成功するだろう策がある。スフィアの〝ゲームに対する姿勢〟を考えれば、そしてそれがＲＯＣにも反映されているとすれば、まず間違いないとすら思える勝ち筋だ。

　ただ、仮に失敗した場合は、それはもう目も当てられない結果になる。『雲くも居い春はる香か』のゲームオーバーは確実だし、俺が元の身体に戻れる保証もない。

　だけど、それでも──なあ垂たる水み夕ゆう凪なぎ。

　これくらいの段差も乗り越えられないで、お前はこの先ＲＯＣを戦っていけるのか？

「有り得ねえだろ、馬ー鹿」

　そう言って小さく笑った俺は、視線の先の不良をもう一度睨にらみつけた。呼応するように男の腕が持ち上がる。わずかに口角の吊つり上がった壊こわれた笑えみがこちらを見据え、そのまま躊躇ためらいもなく発砲──直前、俺は叩たたきつけるように宣言していた。

「《停滞＋転移》発動っっ!!」

「……は？」

　壊れた笑みが硬直する。

　瞬間、俺の身体は弾丸から隠れるように搔き消え、刹那の後に男の背後に現れていた。

　絶好の位置取り。完璧なまでの不意打ち転移。

　──カラクリとしては、まあ、こんな感じだ。

　本来《転移》はフィールド上の〝どこか〟へ、完全ランダムで自分を移動させる。

　ここで鍵になるのが連携効果コンボだ。そう、例えば《転移》に《停滞》の効果が加算されるとしたら？　自分に対して打った《停滞》が移動範囲を制限し、転移先が〝目の前〟に限定されるんだとしたら？

　もちろん、こんなのは単なる推測だ。確証なんかどこにもない。

　それでも俺がこの案を実行に移したのは《停滞》の効果文テキストに違和感を覚えたからだった。対象プレイヤー一人の敏びん捷しよう値マイナス──明らかなデメリット効果のくせに、他のプレイヤーのみという縛りがない。つまり自分に対しても打つことが出来る。

　それはたまたまか？　偶然か？　誤植か何かか？　有り得ない、あのスフィアだぞ。

　彼らはゲームに正直で、そして生まれる結果がどうであれゲームを盛り上げようとする。

　だったら、エンターテインメント的に考えて、《停滞》は自分自身に打つことで面白い連携が生まれるカードってことに決まってるじゃないか。

「──ら、あっ！」

　瘦せた長身を後ろから見上げながら、俺は右手の短刀を思いきり振り上げる。ほとんど不可避の斬撃だ。月明りに煌きらめく刃やいばは迷いなく男の首を切り付けた。

　の、だが。

「っ痛てえなあ、おい」

　低い声にびくりと身を竦すくませる。

　驚きよう愕がくに目を見開いた俺の視界に映るのは、悪夢のような──いや、ような、ではないだろう。実際悪夢だ。首筋に凶刃を受けて崩れ落ちたはずの男が数秒と経たずに立ち上がるなんて、まさしく悪い夢に違いない。

「噓うそだろ……今の喰くらって死なないのかよ、お前。化け物か」

「かはっ。生あい憎にく、オレはＨＰと防御のステ配分が高くてな。っかし痛いてえもんは痛えのな、これ。血ィダラッダラじゃねえか。笑える」

　男は心底愉快そうに腹を抱えると、しばらくの間獰どう猛もうな笑えみを浮かべ続けていた。

　そして、それが一段落ついた頃、血に濡ぬれた紅あかい瞳でギラリと俺を睨ねめつける。

「やっぱり、やっぱりだ。思った通りだよ。かはっ、散々焦じらしてくれやがって。どう落とし前付けてくれんだ？　──探したぜ、なあ、垂水夕凪」

「なっ、…………ん、で……それを」

　辛うじて押し出した声は明らかに震えていた。

　こいつは何を言っている？　いいや、何を知っている？　この姿を見てどうして俺が垂たる水み夕ゆう凪なぎだと分かるんだ？　そもそもこいつは一体誰だ。口調からして俺のことを知っているんだろうけど、俺はこんなヤツなんか、

「忘れてるんならもう一回だけ言ってやるよ。大サービスだぜ？　オレは今機嫌がいい」

　男は俺の混乱を遮って、バッと大仰に、勢いよく両腕を広げた。

「オレの名前は十六夜いざよい弧こ月づき。……んだよ、まだ思い出さねえのか？　おいおい釣れねえ奴やつだな。四年前のゲームでてめーにカンペキ負かされた、天才ゲームプレイヤーの十六夜弧月様だっつってんだろうが！」

「────」

　犬歯を見せて大声で吠ほえた男・十六夜弧月をただただ見つめながら。

　俺は、呼応するように浮かび上がってきた〝苦い記憶〟を頭の中でなぞっていた。
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　四年前。冬。やけに気温が低く感じられた頃のこと。

　当時中学一年生だった俺は、スフィアが開催していた裏ゲームに参加した。

　巻き込まれた、というわけじゃない。ネットで〝参加権〟を持っていることを匂わせていた連中に片っ端から当たり、それを気味悪がって手放そうとしていた老夫婦から格安で手に入れたんだ。

　それくらい必死だった。

　俺の願いを叶かなえてもらうためには、もうそれしか手はないと信じていた。

　だから俺は無我夢中でゲームをプレイし──たった一週間でクリアしてしまったらしい。

　らしい、というのは、その辺りの記憶が曖昧だからだ。全体的に薄ぼんやりとしたフィルターみたいなものがかかっていて、上う手まく情景が浮かばない。

　恐らく、それは俺自身の自衛機能のようなものなんだろう。

　ゲームによって俺の願いは確かに叶った。それは、今でも感謝している。

　ただ、その代償は決して小さくなかった。

　当時開催されていた裏ゲームは、ＲＯＣよりもずっと性た質ちの悪いものだったんだ。徹底的に他のプレイヤーを〝信じなかった〟人間が勝ち上れるシステム。自分以外の全てを疑い、蹴落とし、騙だまして殺して埋めてやるくらいの気概が必要だった。

　そんな残酷すぎる冷徹さに触れ続けた俺の精神はあっと言う間にズタズタになった。

　多分、俺は弱すぎたんだ。元々どちらかと言えば純粋で甘っちょろかった俺だから、あのゲームに対応するには人格部分から改変するほかなかった。

　その試みは見事に成功して、俺は輝かしい勝利を摑つかみ取って。

　そんな俺を、ゲームマスターは両手を打ち鳴らして賞賛した。

〝素晴らしい〟

〝君は本当に、決定的に、人の道を踏み外しているね〟

〝そうだ。それで正しい。それがこのゲーム唯一のクリア方法だよ。──おめでとう〟
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「かはっ」

　拳銃でコンコンと肩を叩たたきながら、十六夜いざよいは抑えきれない笑えみを垂れ流している。

　その様を見て思い出した。確かに、以前のゲームの際、こんなヤツがいたような気もする。ただ、あの時はここまで世紀末チックな格好じゃなかったし、髪も黒かった。

　これで分かれという方が酷な話だ。

　そう答えると、十六夜は不思議そうに首を傾かしげた。

「ああ？　いや、見た目なんざどうだっていいだろ。プレイスキルで判断しろ」

「……お前みたいなゲーム脳と一緒にしてんじゃねえ、はっ倒すぞ」

「つーかてめー、んで女子のコスプレとかしてるわけ？　かは、趣味かよ。笑える」

「はっ倒しますわよどちくしょう」

　額の辺りに青筋を浮かべながら、それでも美少女な俺は可か憐れんにそう返した。

　そう言えばこいつ、せっかく裏ゲームに参加しているのに『報酬なんかいらねえ』とか言い放ち、ただ強いヤツと戦うためだけにここにいると豪語していた変態だったか。

　……そして、かつての俺はそんな十六夜に勝っている。

　となればこれは、あれか。悪質な粘着質ストーカーというヤツか。

「ま、さっきも言ったが見た目なんざ関係ねえ」

　十六夜は歪いびつに口角を吊つり上げて、それから空に向かって銃弾を一発ぶちかました。

「てめーは夕ゆう凪なぎだ、そいつはオレが保証する。──なあ、あの時の続きをやろうぜ。マッチカウントはてめーがイチでオレがゼロ。このまま勝ち逃げってのは美しくねえよなあ？　格好悪いよなあ!?」

「……あいにく、今は可愛かわいければそれでいい身体からだなんだよ」

「外見じゃねえ、流儀の問題だ。かはっ、こちとらあれからずっと裏ゲームに参加し続けて、てめーのことを探し続けてたんだ。今回はオレが上に行く」

　薄い煙を立ち昇らせる銃口が今度は俺に向けられた。

　それを睨にらみつけるようにして牽けん制せいしながら──頭のどこかでは理解していた。この状況は、もうほとんど詰んでいる。

　さっきの不意打ちが、正真正銘、俺に残されていた最後の手だったんだ。あの攻撃を防がれた以上、残っているのは武器一枚。これじゃ逃げることすら出来やしない。

　なら、負けるのか？　ここで？　負けたら全部終わりなのに？

「ぐっ……！」

　最後の足あ搔がきとばかりに踏み出した足は、以前のゲームの時とはまるで違って、簡単に縺もつれて小さな身体からだを地面に投げ出した。

　ああ、そうか。やっぱりか。悪い春はる風かぜ、俺にはお前を助けることなんて出来なかった。

　そんなある種の諦観と共に、俺は目を瞑つぶったまま着弾の瞬間を待ち受けて、

「──なぁぁぁぁぁぁぁぁぁあにやってるっすか弧こ月づきくん！」

　一転。凄すさまじい勢いで彼方かなたから駆け寄ってくるや十六夜に弾丸タックルを決めた少女によって、辛うじてその命を救われた。

　十六夜いざよいは少女の頭を片腕で受け止めると、心底うんざりといった様子で溜ため息いきを吐つく。

「はあ……六りつ花か。んでお前がここに居るんだよ。まさかあの罠わなをかいくぐって来たのか？」

「何が罠っすか！　自分に小銭握らせてゲーセンに放置したくらいで時間稼ぎができるなんて思わないで欲しいっす！　超、心外っす！」

「楽しかったか？」

「はいっ！　見てくださいっす弧月くん、このぬいぐるみ、自分なんと一発で──じゃないっすよ！　弧月くん怪け我が！　首から血がダラダラいってるっすよ!?　なんで手当てしないんすか馬鹿なんですか！」

「あーもううるせえ、うるっせえ」

「あいたあ!?　ひ、ひどいっす、自分は弧月くんを心配してるのに！」

「だから──って、はあ。お前に何言っても無駄か」

「な、なんなんすかその溜息はー!?」

　少女の可愛かわいらしい抗議など意にも介さず、十六夜はつまらなそうに端末を操作して銃を搔き消すと──あろうことか俺に背を向けて片手を上げた。

　行動の意味が理解できなくて固まる俺に、彼は気だるげに言い放つ。

「白けた。帰る。ま、そこそこ楽しかったぜ夕ゆう凪なぎ。このゲームでオレに一撃入れたのはてめーが初めてだ。決着はまたの機会に持ち越しってことで一つ。んじゃあな」

「な、待てよ──！」

「ああ？　聞こえなかったのか、帰るっつってんだよ。今のてめーと戦やったって興が乗らねえ。だが今すぐリタイヤさせちまうのはもったいねえ。……時間をやるよ。てめーはせいぜいオレを楽しませる策でも練っとけ」

「っ…………」

　黙り込んだ俺を置き去りに、二人分の足音が遠ざかっていく。今度こそ止めることは出来なかった。そうしようとも思えなかった。

　慈悲──いや、気き紛まぐれだ、あんなもの。俺は十六夜いざよい弧こ月づきに完かん膚ぷなきまでに敗北し、なんとなくのお情けでトドメを刺されなかった。口くち惜おしい思いが頭の中にじわりと広がる。いつの間にか両の拳がぎゅっと握り固められていた。

「……ちくしょう」

　俺は、アスファルトの地面に寝転んだまま、頰ほおを伝う汗だか涙だかよく分からない雫しずくを手の甲で乱暴に拭い去った。
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「あー、もーハルちんこんなとこにいた。あたし何度も連絡したのに、無視するなんてひどいんだぞー？」

　駐車場の隅に隠れて息を整えていると、背後からそんな吞のん気きな声が聞こえた。

「……姫ひめ百ゆ合り」

　強こわ張ばった口調で応じながら腰を上げる。確かに、さっきからコンタクト許可を求める通知は鳴りっ放しだった。それが姫百合からのコールだということも知っていた。

　──だから、見つからないようにと潜んでいたのに。

「それ以上近付くな。振りじゃないぞ」

　相手の一挙手一投足に警戒しながら、俺は摺すり足あしで後ろに下がる。それに対して、姫百合はちょっと首を傾かしげただけで、そのまま軽快にジャンプして俺との距離を詰めてきた。

「にひひ、鬼ごっこ？　あたし負けないよー？」

「白々しい演技は止やめろ。……姫百合。お前も『雲居春香わたし』を殺しに来たんだろ？」

「えぇ!?　こ、殺すって。なんであたしがハルちんのムニムニを手放さなきゃ、じゃないや、ハルちんのこと殺さなきゃいけないのー？　音楽性の違い？　つい出来心で？」

「なんで、って……」

　思わず続く言葉を失った。さっきから凝視している姫百合の表情はたくさんの困惑に満ちていて、わざと惚とぼけているようには感じられない。うん……？

「ちょ、ちょっと待て。お前は、わたしが姫だって疑ってるんじゃないのか？」

「なんでまたそんなこと。え、ハルちんって姫なの？」

「いや──違うけど。あれ？」

　困惑。姫百合と俺とでどうにも話が嚙かみ合っていない気がする。

「……ＲＯＨのイベント情報は見てきたんだよな？　姫はログアウトできないってヤツ」

「うん、もちろん知ってるよー？」

「それでお前は、わたしが《退却》を使ったとき目の前に居たよな？」

「ううん」

「……ううん？　え、いや、居ただろ。だってお前にスペルの使い方を聞いて、それで」

「でもハルちん、ログアウトする前にばーってあたしの前から逃げちゃったでしょ？」

「────ぇ」

「うんうん、分かるよー？　《退却》なんて人前じゃ使わないよね。隙だらけだもん、あたしもやらない。だからそんなので疑ったりしないよ。ハルちんてば実は心配性だなー？」

　……俺が《退却》を使う前に逃げた？

　いや、そんなことはないはずだ。何度記憶をさらってみても、俺は確かに姫ひめ百ゆ合りの目の前でスペルの発動を──そう、小声で唱えたんだっけか。

「…………」

　例えば。例えばそれが姫百合に聞こえていなくて、入れ替わった直後の春はる風かぜが錯乱して逃走した？　姫百合はそれを《退却》の際の一般的反応だと思って追わなかった？　ああ、それなら辻つじ褄つまが合うかもしれない。…………。

「そう、だったかな……悪い、さっきのは忘れてくれ。ＰＶＰの直後で気が立ってた」

「ん、だいじょーぶ。そんなこともあるよ」

　姫百合はそんな俺に腹を立てるでもなく、いつも通り「にひひ」と笑った。カツカツと靴を鳴らして俺の目前に身体からだを寄せ、下から覗のぞき込むように見つめてくる。

「でもね。こんなゲームなんだから、一人くらい味方がいたっていいでしょー？」

「…………さあな」

　ぶっきらぼうに呟つぶやいた瞬間抱き付かれ、ぐりぐりと愛いとおしげに頰ほおずりされる。滑らかな肌やら髪の匂いやら、そんなものが一緒くたに襲ってきて頭が蕩とろけそうだ。今後も俺に付きまとう、という宣言を、文字通り身体で表現されているような感じ。

　ふむ……まあ、いいよな。

　されるがままになりながら思う。ひとまず、これで当面の危機は去ったわけだ。ならここは、春風に宣言した通り、消極的にでもＲＯＣの攻略を目指してやるのが筋だろう。それなら人手はあって悪いものじゃない。

　幸い、姫百合なら他のヤツよりは多少は信用でき──

「ちゅっ」

「ってどさくさ紛まぎれに何キスしてくれてんのお前!?」

「んー？　にひひ、ほっぺだよー。ほっぺだからセーフ」

「とか言いながら太ふと腿ももに手伸ばすの止やめ──ちょっ！」

　どさくさ紛れにセクハラを仕掛けてくる姫百合を全力で抑え込む金髪美少女、もとい俺。

　……やっぱり、こいつに心を許し過ぎるのは危険かもしれない。

　主に、俺の処女オトメ的な意味で。




『プレイヤー名：雲くも居い春はる香か。

〝呪われし秘[image: ]〟収集状況：０。〝反乱軍〟結集状況：０。

　状況ステータス：攻略開始スタート』
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　　　　♯



　道沿いに北上していくと一軒のファミレスを発見した。

　店内はガラガラだ。ただ、完全に無人かといえばそんなこともなく、ＮＰＣの店員がＮＰＣなりのサービススマイルを張り付けて、ＮＰＣ的手際で席まで案内してくれる。

　ドリンクバーをお供に作戦会議と洒落しやれ込むことにした。

「なあ姫ひめ百ゆ合り、仮の話なんだけど──って、苦にがっ！　コーヒー苦っ」

「う、うわあ。ハルちんハルちん、いくらあたしだけしか見てないとは言え、女の子でしょー？　その顔はちょっとダメなやつだぞ？」

「こ、コーヒーってこんな苦いのかよ。こんなの好き好んで飲んでるヤツ頭おかしいんじゃないのか」

「口悪い上に逆ギレだ」

「ったく……苦ぁ……」

　五感をほぼ完璧に再現できるＲＯＣの性能をこれほど恨んだことはない。姫百合め、何が眠気覚ましだ。お前が唆そそのかさなければコーヒーなんか絶対飲まなかったのに。

「にひひ、ごめんごめんって」

　姫百合は胸の前で小さく手を合わせ、謝罪のつもりかこてんと首を傾かしげている。

「まさかハルちんがそこまで甘党とは思わなくてさ」

「なんでだよ。見るからに甘くてふわふわしてるだろうが」

「それ自分で言えちゃうところがいいよねーほんとハルちん可愛かわいいーなーもー。ん、それじゃ、あたしのオレンジと交換こするー？　今ならなんとストローも付けちゃう！」

　ぐいっとグラスを突き出す姫百合。

　その橙だいだい色いろの水面を貫くのは、さっきから彼女がちゅーちゅー音を立てて吸っていたストローだ。引力に従うように視線が姫百合の唇に向かい、

「……にひひ」

　罠わなだった。どう見ても、百合の百合による百合のための狡こう猾かつな罠だった。

「いや、いい。飲める。せっかくだからわたしはこの黒いコーヒーを──けほっ、こほっ」

「ほらー、もうそうやって慌てたら危ないんだよー？　はい、リラックスして？」

「こほっ、あ、ああ。けほこほっ」

「……全然出来てないよー？」

　姫百合は小さな苦笑を浮かべると、立ち上がって俺の後ろに回って来た。つー、と、優しげな手付きが背中を撫なでる。乱れた呼吸はそれでようやく落ち着いた。

　こほん、と一つ咳せき払ばらい。

「話を戻すぞ。なあ姫ひめ百ゆ合り、これはあくまでも消極的な、仮定の話なんだけど──もしＲＯＣのクリアを狙うなら、最短で攻略できそうな条件はどれだと思う？」

「そりゃもちろん〝姫〟をパァンって！」

「そ、即答過ぎる……いや、まあ妥当なんだけどさ。でもあれだぞ？　その〝姫〟を見つけるまでにかかる時間とかも含めて〝最短〟ってことだからな？」

「えー。ん、そだねー、だったら〝秘[image: ]〟の方かな」

　早くも二杯目のオレンジを空にした姫百合は、特に悩まずそう答えた。

「ヒントなしで探すのが大変、って意味なら〝王の腹心〟も同じだもん。その点、秘[image: ]はちゃんとプレイヤーの間で流通してる。誰か一人のところに揃そろったことがないだけで、とりあえず奪うだけならそんなに難しくないんだよー」

「そうなのか？　じゃあ、それなのに誰も揃えられないってのは……」

「うむうむ、そゆこと。〝呪われし秘[image: ]〟っていうくらいだからねー。あのシリーズは五枚とも全部、足枷みたいな効果なんだよ。増えれば増えるほど大変になるし、それに、カードスロットも圧迫されるわけだから」

「──ＰＶＰで負ける確率が高くなる。ああ、確かに。それもあるのか」

　口元に手を遣やって唸うなる。そうか、勝利条件とは言え秘[image: ]も一種のカード。それを五枚集めるんだから、最終的に空きスロットは二つだけになる。そんなのは格好の的だ。

　……まあそれでも、目指すべき道筋がはっきりしている分だけ多少は攻略しやすいか。

「なあ、そのデメリット効果っての、いくつかでも知らないか？」

「ん、一つだけなら知ってるよー。ハルちん、端末出してみて？」

　身を乗り出した姫百合に指示されるがまま、俺は目の前に端末画面を投影させる。続けて〝マップ〟のアイコンをタッチ。

　しなやかな指が示す地点に目を遣れば、そこで白い光が点滅しているのが見て取れた。

「これは？」

「にひひ。それはね、秘[image: ]カード《悪性の追跡》所持プレイヤーの現在地だよ。さらにこの点を触るとー」

「《加速》《退却》《蘇そ生せい》《監査》にクロスボウ……え、なんだこれ？　まさか居場所と手札が全プレイヤーに筒抜けになるのか？」

「そーゆーこと」

　姫百合はおどけるように人差し指をピンと立てた。

「もー見るからに怖いよね？　他のは知らないけど、これは絶対最後に回さなきゃいけないやつ。《悪性の追跡》を持ったままリーチかけたりしたら全参加者プレイヤーから襲われるよー」

「だな。……他にも最後に回さなきゃ、ってカードがなきゃいいんだけど」

　とは言っても、そんなのはここで悩んでいても分からない。当面は《悪性の追跡》以外の秘[image: ]シリーズを集める、という方向性で良さそうだ。

　こくりと頷うなずいた姫ひめ百ゆ合りは、そのまま勢いよく立ち上がり、小さく長く伸びをする。

「ん[image: ][image: ][image: ]、っとぉ。にひひ、それじゃハルちん、そろそろ行こっか？」

　と、いうわけで、一時的に戦線を共にする二人のＲＯＣ攻略がここにその幕を開けた。





　　　　♯



〝秘[image: ]シリーズの一枚を持ったプレイヤーが小学校の校庭に居るらしい。あえて自分の居場所を喧けん伝でんし、罠わなを張って待ち構えているらしい〟──と、たったこれだけの情報を買い取る対価を稼ぐため、俺が宙に身を投げた回数がどれくらいか想像できるだろうか。

　三回？　いや少なすぎる。十回？　まだまだ足りない。

　──総計にして二十八回、だ。

「絶対詐欺だろこれ……」

　そろそろ幻痛を感じるようになってきた足を触りながら、俺は釈然としない顔で呟つぶやいた。

　あの冷血司書、薄笑いしながら『その情報でしたら希レ少アスペル七枚でお教えします』とか吹っかけてきやがって。有り得ないだろ？　法外もいいところだ。

「ま、まーまー。司書さん責めても仕方ないってハルちん。それに、ビルの窓から何度も飛び降りる美少女って都市伝説っぽくて素敵だと思わない？　ときめくよねー」

「ときめかねえよ……普通に怖いよ」

　相変わらず姫百合の感性はどこかがズレている。

　ただ、一点、司書を責めても仕方ないというのは確かに正論だ。より正確には〝仮に責めても言い負かされそう〟だが、まあ細かいことは置いておこう。武器屋とホテルを何度も往復したせいでちょっとした副産物も手に入ったことだし、苛いら立だちを長々と引っ張るのはあまりに美少女らしくない。

　そんなわけで、俺は購入した情報をもう一度脳内で整理してみることにした。

　誰もが狙う〝秘[image: ]〟の情報を流し、不用意に近付いて来たプレイヤーを狩る──そいつがやっているのはそんな〝おとり捜査〟的プレイングだ。それ自体は、別に奇想天外な手でもない。

　でも、どうやって？　秘[image: ]を奪おうと目もく論ろみ、相応の準備をしてくるだろう他のプレイヤーたちを、どうすれば常勝のまま狩り続けていられるんだ？

「……とりあえず偵察してみよう。学校に行くぞ」




　校庭に辿たどり着くや否いなや、甲高い女の声が痛切に耳じ朶だを打った。

「あなたたち──もしかして、この《大いなる束縛》が欲しいの!?　ねえ、そうなんでしょう!?　受け取ってくれるのね、ついに来てくれたのね！　ありがとう。お礼ならなんでも差し上げるわ！　だからどうかこれを持っていってちょうだい！」

　時刻は既に夜明け。オレンジ色のヴェールを纏まとう夜空に大きな明星が浮かぶ頃。

　楕だ円えん形けいのトラックを描く白線の中心で、その女性はこちらを見て瞳を潤ませていた。

「嬉うれしいわ！　ずっと待っていたの。はやく私を救って！」

　悲鳴じみた懇願が繰り返し響く。

　よく見れば、彼女の身体からだを覆おおうシャツは右肩のあたりが無残に裂け、本来隠されているはずの肌を風に晒さらしてしまっていた。汚れた素足が細かく震えているのも窺うかがえる。

「…………」

「どったのハルちん？　なんとも言えない表か情おだけど、にひ、もしかして欲情しちった？」

「お前じゃあるまいし。……てか、まともじゃないにも程があるだろお前。あれ見て最初に出てくる単語が欲情とか、いっそ恐怖を感じるレベルだぞ」

「なっ、失礼な！　あたしにリョナ的趣味はないんだよ？　暴力反対だぞー？」

「そうか。じゃあ訊きくけど、姫ひめ百ゆ合り、お前はあいつをどう思う？」

「んー、可愛かわいいよ？　じゃないや、可哀かわい想そうだと思うよ？」

「本音ダダ漏れじゃねえか」

　お前の性癖はどこまで限界突破すれば気が済むつもりだ。……それに、

「可哀想？　違うね、有り得ない。絶対に確実に二百％罠わなだ。見ず知らずの他人に何もかも委ねられる人間なんかいるもんか。幼稚園からやり直せ」

「おぉーう荒すさんだ思考回路」

「だけど……あいつは何を狙ってる？」

　少しだけ声のトーンを落として、改めて状況の観察を始めることにする。

　女は、さっきから俺に向かって猫ねこ撫なで声ごえを発し続けているものの、その場を動く気配はない。それに加えて、彼女が口にした《大いなる束縛》という単語。

　束縛。つまり、なにか移動不可系のデメリットがある？

　そう考えれば、衣服の乱れや肌の汚れ──要は彼女に与えられたダメージが全て残っている理由も推測出来る。《回復》や《退却》を調達しに行けない、というわけだ。

「……でも、本当にそうか？」

　疑問が重なる。対処手段ナシの移動不可効果？　そんなの、カード一枚のデメリットにしては大きすぎる。有り得ないと断言してもいい。

　とすれば、彼女は束縛などされておらず、単に動けない風を装っているということになる。つまりブラフだ。勝つためにそうする必要があるわけだ。

　なら、それはどうやって勝利に繫つながる？

　……例えば、俺が彼女の妄言を信じた、という仮定をしてみよう。

　彼女はあの場から動けず、秘[image: ]を手放したがっている。ただ、ＲＯＣの仕様上、カードの譲渡、トレードは出来ない。だからＰＶＰで倒してしまうしかない。

　しかし、その手段にはどうしても抵抗が付きまとう。倫理道徳世間体がどうこうじゃなく、カウンターが予想されるからだ。可能なら安全策で、つまり遠距離武器かスペルによる奪取を狙いたい。

　そして──現在、俺の手札には〝とある切り札カード〟が入っている。

　司書に払う対価を稼ぐ際、たまたま入手できた例の副産物だ。〝視界内のプレイヤー一人を対象とし、そのカードスロットの中で最も希レ少ア度の高いカード一枚をあなたのカードスロットに移動する〟という効果文テキストを持つ、超希少レアスペル《強奪》。

　これを使えば、今すぐにでも《大いなる束縛》を奪えるはずだ。ただ、

「……ないな。それじゃちょっと都合が良すぎる」

《強奪》一枚で引っくり返されるなら、そんな作戦は作戦じゃない。それに、たとえ《強奪》された後にＰＶＰで勝つ手立てがあるんだとしても、その場合は《大いなる束縛》が両者の間を行き来するだけじゃないか。彼女にはなんのメリットもない。

「でも、だったら一体、あいつは何を……？」

　虚こ空くうを睨にらみつけながら、思考をさらに深くまで潜らせていく。

《強奪》。やっぱり、どう考えても彼女が最も警戒すべきは《強奪》だ。それが一番損する交換になる。じゃあ《強奪》に対する答えは？　対策は？　──分からない。

　それは、俺がまだＲＯＣのカードを把握し切っていないから、だけじゃなく、もしそんなスペルがあったとしてもどうせ使い捨てだからだ。継続的な狩りには向かない。

　いや……あるいは、何度でもリサイクルできるカード？

　でも、それじゃ、まさか。

「どうしたの!?　早く来てちょうだい、寒くて堪たまらないの！　お願い私を救って！」

　──そうか、ああそうか。だからお前はこんなに効率の悪い狩りをしているのか。

　理解は出来ずとも微かすかに納得しながら、俺は片手で端末を起動させた。流れるようにカードスロットを投影展開。《加速》《停滞》《強化》《転移》とお馴な染じみの汎用スペルが並ぶ中から、迷いなくそのカードを選択する。

「《強奪》発動」

　宣言と同時にすぅーっとカードが薄くなり、手札の中から消えていく。

　そして一瞬後、俺の手札には紛まぎれもなく勝利条件の一つである《大いなる束縛》が──

　入ってはいなかった。

「ふふふ、うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ！」

　瞬間、視線を落とした俺の耳に突き刺さるは歓喜に狂った笑い声。女は俺が《強奪》の使用を告げるのとほぼ同時に地を蹴っていたらしい。束縛の噓を殊更に明かす滅め茶ちや苦く茶ちやな速さ、出で鱈たら目めな挙動で迫って来る。

　その手に握られているのは鮮血に濡ぬれた大おお鎌がまだ。

　命を刈り取ることのみに特化した曲刀が、朝焼けを反射しながら俺の首を狙い打つ。

「ぁああああああああ！」

　絶叫。あるいは躁そう的な歓声。女は禍まが々まがしい笑顔を張り付けたまま両腕を振り下ろした。

　渾こん身しんの斬撃は──けれど俺の身体に触れることさえ出来ない。

「……いや、本当はさ。新技かなんかで仕留めてあげたいところなんだけど」

「ッ[image: ]」

「残念ながら、お前一人くらいこれで充分だよ」

　寸前に《停滞＋転移》で背後を取っていた俺は、彼女の首に深々と突き立てていた短剣をゆっくりと抜き去った。派手なエフェクトと共に女のＨＰバーが表示され、がくんと一気に０まで落ちる。文字通りの即死コンボ。

「あ──」

　女はどこか不思議そうな表情を浮かべたまま、さらさらと粒子になって溶けていった。




「ねーねーハルちん、今のどうやったの？」

「うおっ!?」

　端末の画面を確認していると、すぐ後ろから姫ひめ百ゆ合りの吐息が甘く襲い掛かって来た。

「にひひ。ハルちんほんと耳弱いねー。舐なめちゃうぞ？　くちゅくちゅしちゃうぞー？」

「止やめて、マジで止めて」

「押すなよ？　絶対に押すなよー？」

「そういうんじゃねえよ。大体──ひゃぁうっ!?　っ、は、なれろっ！」

　有言実行とばかりに舌を伸ばしてきた姫百合を無理やり背中から剝はがし、俺は荒い息を吐きながら自分の身体からだを抱き締める。

　対する姫百合はあくまで無邪気な笑顔のまま、後ろ手を組んで小首を傾かしげていた。

「またまた照れちゃってー。ハルちんだってちょっとくらいは嬉うれしいでしょ？」

「言ってろ。……てか、お前さ、質問したいのかしたくないのかどっちなんだよ。せっかく答えてやろうと思ったのに」

「わ、ごめんごめん。気になるのは本当だってば。さっきの攻防、何がどうなってるのかあたしには全然分かんなかったもん。だからちゃんと聞くよ？　話してー？」

　期待するような姫百合の瞳に、小さく溜ため息いきを吐つく。

「別にそう難しいことじゃないけどな……と言うか、俺が勝手に難しくしてただけだ。メリットだとか何だとか、そんなことを考えてたら一生あいつの意図は分からない」

　──あれはただのイカレた戦闘狂だ、と、俺は若干の苛いら立だち交じりにそう言った。

「？　んー？」

　姫ひめ百ゆ合りの首がさらに角度を深めるので、もう少し細かく説明してやることにする。

　最初に使った《強奪》。本来なら、あの時点で《大いなる束縛》が奪えるはずだったんだ。秘[image: ]よりも希レ少ア度の高いカードはないから、他に選択肢はないはずだった。

　それなのに、所有権が移動したカードは《大いなる束縛》じゃなかった。

　そう、それこそが彼女の用意した〝秘策〟。

〝他のプレイヤーがあなたのカードスロットのカード一枚を対象に取る場合、条件を無視して必ずこのカードが選択される〟──レアスペル《生いけ贄にえ》だ。

　なるほど、道理で《強奪》を躱かわせるはずだ。計算が狂った相手は困惑し隙を作る。そこを悠々と鎌かまで刈ればいい。なんだ完璧な策じゃあないか、と。

　……そんなワケがないだろう。

　本来なら。そう本来なら、そんな作戦は実行する価値すらない。さっき切り捨てた仮説と同じことだ。その戦術が成功したとしても、ＰＶＰの報酬は結局《生贄》になる。

　その上で彼女が〝それ〟を行っていたというのなら。

「最初からゲーム的なメリットなんて求めてなかった──そう考えるしかないだろ？　あいつはただ飽きるまでＰＶＰ人殺しがしたかった。それだけだ」

「はぇー、なるほどねー」

　俺の解説を聞き終えた姫百合は、感嘆らしき表情を浮かべて頷うなずいた。

「そこまで分かってて《強奪》を使ったってことは、ハルちん、あの人に乗ってあげたんだ？　ちょっと意外……うーん、意外じゃない？」

「いや、別にそういうわけじゃないよ。単純な話、そういうトラップが仕掛けられてるなら《強奪》とＰＶＰで計二回カードを奪わないといけなかったってだけだ。……はあ、それにしても、ＲＯＣを始めてから変人にばっかり会ってる気がするな」

「にひひ、確かに。困るよね？　うんざりだよねー？」

「うん、お前もだよ？　むしろお前が筆頭だよ!?」

「えー、なんでなんでー？」

　姫百合はちょっとだけ頰ほおを膨らませ、両手を広げて背中に抱き付いてきた。押し付けられる腕や頰から甘い女の子の香りが漂い、俺は強すぎる酩めい酊てい感に首を振る。その拍子に緩やかな金糸がふわりと広がり鼻を撫なでる。

　……四し面めん楚そ歌かかよ。そろそろ溶けるぞ、自制心。

「だから離れろ、っての」

　姫百合の身体からだを押しやりながら、俺は改めて端末に触れた。さっきから邪魔ばかり入るせいで《大いなる束縛》の効果が確認できていないんだ。それが一番重要だってのに。

　タップに応じて別ウィンドウが開き──目の前に効果文テキストが表示される。

「ふむ……」

「んー？　あ、もしかして《大いなる束縛》の効果文テキスト見てるの？　なんかハルちん普通に動けてるっぽいけど、大したことない感じかな？」

「あ、ああ、まあそうだな。……要約すれば〝敏びん捷しようステータス一割減〟だ。大いなる、ってほどでもない。他のもこれくらい軽ければいいんだけど」

「ふーん。そっか、それなら良かったー」

「…………」

　ぱっと表情を明るくする姫ひめ百ゆ合りからなんとなく視線を逸そらす。……まあ、実際、完全にただの噓うそだった。《大いなる束縛》、その本当の効果は〝あなたはＲＯＣからログアウトすることが出来ない〟というものだ。

　もちろん、元々ログアウトを封じられている『雲くも居い春はる香か』にはなんの影響もない。

　ただ、それを問題視しない、という姿勢自体がある意味で問題だった。ちょっとややこしい話になるが、逆説的に俺の正体がバレかねない。そんでもってバレたら死ぬ。

　だから……誤ご魔ま化かすのは仕方ないことなんだ。うん。

　姫百合は俺の言葉を疑いもせず、吞のん気きに陽気に右手を突き上げている。

「とりあえず一枚ゲットだねー？　それじゃ、さっそく二枚目の秘[image: ]を探して」

「──待て」

　その楽しげな声を途中で断ち切った。……今、何か聞こえなかったか？

　俺は自分の表情が瞬間的に強こわ張ばるのを感じながら、グラウンドに膝を突き、ゆっくりと辺りに警戒の視線を向けた。しかし、人影は特に見当たらない。

「ど、どうしたのハルちん？」

　釣られるようにして姫百合もしゃがみ込む。

　その〝音〟は、決して一時的なものではなく、今も聞こえ続けていた。聞き覚えのない不可解な音だ。喩たとえるなら重たい金属同士を擦こすりつけているような、あるいは風切り音を数倍に膨らませたみたいな、

「──────────ッ[image: ]」

　……瞬間、それは俺たちの目の前に着弾した。

　異様な物体だった。物体、ああそうだ、物体と表現するのが正しい。いくらこれが歪いびつな人型をしているとは言え、頭からつま先まで分厚い甲かつ冑ちゆうで覆おおわれていたらそれはもう〝鎧よろいを着た人〟じゃなく〝鉄の塊〟だ。オブジェクトだ。機能美とか武勇とかそんな言葉は知らねえとでも言いたげな、ただ〝壊こわれない〟ことのみに特化した形状。重量。

　鈍重にして最硬の鎧武者──！

「ｇｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｙ!!」

　そいつは歯は軋ぎしりとも鬨ときの声こえともつかない響きを発しながら一息に右腕を振り上げた。そこに武器は握られていない。けれど、ああ、そんなものは必要もないんだろう。これだけの質量があれば殴るだけで大たい抵ていの相手は粉砕できる。

　一瞬、隣の姫ひめ百ゆ合りと視線を合わせた。一瞬だけだった。

「「逃走ぉおおおおおおおおお！」」

　思いきり投げた短刀が軽々と弾はじかれるのを横目に、俺たちは全力でその場を走り去った。
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　呪殺狂戦士。あの怪物は、そんな名前で知られる王の腹心の一人だそうだ。

　姫百合曰いわく、彼（いや性別は分からないけど）は秘[image: ]を手に入れたプレイヤーを襲う性質があり、また『ＰＶＰで自分にダメージを与えられれば仲間になってやる』と明言しているらしい。にもかかわらず、今までその条件を達成した参加者プレイヤーはほんの一握りだとか。

　で、その呪殺なんたらから逃げ切ったのが今からおよそ一時間前。

　姫百合は、もうずいぶん前にログアウトしてしまった。息を切らしていたし、体力の限界だったんだろう。休息を取るなら裏世界より現実の方が安全だ。

　そして、俺は俺で思うところがあったから、姫百合を見送った後に複数枚の《退却》を揃そろえて──今、そのうちの一枚を消費した。




「ぅん……む？　にゃむ……ん、んー……や、ぁ……っ」

　やけに悩ましい寝息がすぐ耳元から聞こえた。

　咄とつ嗟さに目を開ける。目を開ける？　俺はいつの間に眠ってたんだ？　入れ替わりの前後で混雑している記憶を整頓する。……ああそうか、春はる風かぜが就寝中だったのか。だから意識が入れ替わっても身体からだは目を閉じたままだった。

　多分、春風は抱き枕に全身を押し付けて、布団に包くるまるみたいに寝ていたんだろう。そのせいか少し窮屈で、布に覆おおわれた世界は薄暗く、視界も判然としない。

　だからだろうか。視覚以外の感覚がいつもより鋭敏になっている気がした。

　俺のベッド、こんなに柔らかかったっけ？　こんなに良い匂いだったっけ？　全身が優しい温かさに包まれて、油断したらどこまでも落ちていきそうな感覚に襲われる。

　そして、不意に。

「ナギ……なぁぎ。ん……ぎゅー」

　抱き枕から手が生えて俺の身体を拘束した。

　為なす術すべもなく抱きすくめられ、混乱と酸欠で俺の意識は豪快にシェイクされる。

　何？　なんだこれ？　世にも奇妙な悪夢か？　いや、でも悪夢にしては、身体からだ中じゆうが蕩とろけそうなくらいの多幸感に満たされているし、気持ち良さで鳥肌が立っているし、と言うかそもそも──俺、抱き枕なんか持ってない、し？

　……………………。

　突如冷静な顔つきになって、俺は被かぶせられていた布団をぶわさぁっと払い飛ばした。

「……むにゃ？」

　露あらわになった視界に寝転がっていたのは、案の定と言えばいいのか、地球上で最も見覚えのある人類こと佐さ々さ原はら雪ゆき菜なだ。雪菜は防御力の低そうなキャミソールに身を包み、何な故ぜか俺の背中に両腕を回しながら幸せそうに口元を緩ませている。

　服の裾が捲まくれて真っ白なお腹なかが剝むき出しになっているあたり、こう、アレだった。

「んふふー……ナギは、ほんと、私がいなきゃダメなんだからぁ」

「……んなわけねえだろ、馬鹿」

　寝言というか戯たわ言ごとを吐く雪菜から目を逸そらし、俺はようやく周囲に視線を遣やる。

　いかにも女の子、といった印象の部屋だった。白、水色、ピンクにオレンジといったパステルカラーで彩られた明るい空間。間違いなく雪菜の部屋だろう。

　ということは、ついさっきまで俺が寝ていたベッドも雪菜のもの、となる。

「…………え」

　じゃあ何？　俺、雪菜と一夜を共にしたってことなの？

　入れ替わってる間に!?

「お、おい……雪菜？」

　怖こわ々ごわと声をかけると「んにゅにゅ？」みたいな謎言語が返って来た。

[image: ]

　仕方ないからその腋わきに腕を差し込んで、適度な重みを感じる肢体を無理やり起こす。ベッドの上に正座させ、ちょっと衣服を整えてから、滑らかな頰ほおを両手で挟み込んだ。

「起きろ。おい雪ゆき菜な起きてくれ頼む」

「んんぅ……ふぇ、なに、なによばかぁ」

「起きて早々馬鹿とか言ってんじゃねえ馬鹿。ほれ、早く覚醒しろ。胸揉もむぞお前」

「ばっ、ちょっとナギ、そういうのセクハラって──って、って、って……あれ、ナギ？」

「ナギだよ。お前の幼おさな馴な染じみの夕ゆう凪なぎくんだよ。他の何に見えるんだ」

「…………ぉお」

　雪菜は俺の手の中でぱちくりと大きな瞳を瞬まばたかせ、それからゆっくり破顔した。可愛かわいい。

　……いや、可愛いけど、そうじゃない。なんでお前は動揺してないんだよ。

「おはよ、ナギ」

　まるでいつもの朝みたいにそう言って、雪菜はパジャマの袖で目尻をぐしぐし擦こすりながら小さく欠伸あくびをした。うーんと手足を伸ばして、それからくたっと力を抜く。

　そして不意にこんなことを言い出した。

「あのさ。昔から思ってたんだけど、ナギって素直に笑うとむちゃくちゃ可愛いよね」

「……なんの話だ？」

「だから、昨日はイイ顔してたよってこと。でも珍しいよね？　ナギの方から『寂しいから一緒に寝たい』なんて。ちょっとドキッてしちゃった。……どう？　よく眠れた？」

「────」

　かぁっと身体からだの芯が熱くなるのが分かった。

　屈託なく笑う雪菜の表情に、混じり気なんてものは一切ない。大方、俺が頼んだことを真に受けて、春はる風かぜの〝お願い〟を真しん摯しに受け止めてくれたんだろう。ああもう、本当になんて良く出来た幼馴染みだ。

　だけど、なあ、春風よ。

　困ったら雪菜に泣きついていいとは確かに言ったけどな──一緒の布団に潜り込むのはちょっとどうかと思うぞ!?

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　駄目だ、なんか全ッ然眠れなかった！　睡眠時間が足りてねえ！　ってわけだから悪い雪菜、今から部屋戻って寝直してくるッ！」

「あ、ちょっとナギ、学校は!?　……もう、遅刻しても知らないからね！」

　真っ赤になった顔を見られるのが嫌で、俺は一瞬で逃走の決意を固めた。窓枠に足を掛け、空路を伝って自室にダイブ。追いすがる怒声は窓を閉めてシャットアウト。

　五月蠅うるさい心臓に右手を押し付けながら、一直線に勉強机へ足を向けた。

　目的の物ブツはもちろん例の交換日記だ。教科書の間に埋もれているのをすぐに見つけ、ちょっとばかり荒々しい手付きで抜き取る。急せかすように最新のページを開く。

　お前が異性ゆきなとくっ付きすぎるのは俺の人生的な意味で非常によろしくないと、そう文句を付けるつもりでいた俺の気勢は──しかし。

「っ…………ふ、ふん。そうかよ」

　そこに書かれていたページいっぱいの感謝の気持ちに、一瞬で削そがれてしまった。

　一生懸命書いたんだろう。そんな様子がありありと伝わってくる文面だ。打算なんか全く見えない純粋な感謝。俺に向けた無条件の信頼。雪ゆき菜なの人格に対する絶賛。

　そして『まだ少し怖いですけど、夕ゆう凪なぎさんの言う通り、この世界のことを少しずつ好きになってみようと思います』なんて前向きな意思。

　その背景にある感情を思うと──なんだか極まりが悪くなる。

「まあ……気に入ってくれたなら、別にいいか」

　言って、俺はゆっくりと頭を振った。それから椅子に座ってペンを取る。

　今『雲くも居い春はる香か』が所持しているのは《退却》五枚。それだけじゃ多分足りないけど、必要なら後で補充すればいい。そのために武器屋の近くでログアウトしたんだ。

　とりあえず、これで始めよう。
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「春はる風かぜ。今から情報共有のために《退却》と交換日記を使って話がしたい。話って言うか、筆談か？　まあ、とにかく一通り読んでみてくれ。

　まずは現状報告から。俺と春風の入れ替わりとか、その辺についてはまだよく分かってない。だからひとまずＲＯＣ攻略クリアを目標に据えることにした。一応言っておくけど、そうしないと俺がどうなるか分からないからだ。お前のことは二の次な。

　それで、だ。攻略を進めていく上で、ログインとかログアウトが不定期で起こると面倒だろ？　だから担当を決めようと思うんだ。春風の鈍くささを考慮して、基本的に俺がＲＯＣ側。春風は今まで通り俺の身体からだを使えばいい。ここまでで何か異論はあるか？」

『え？　あの、あります。異論。だって、夕凪さんはそれでいいんですか？　わたしに気を遣ってませんか？　無理してそう言ってくれてるなら、嫌です。わたしもゲームに参加します。させてください』

「違うって言ってるだろ。お前に現実世界を楽しませてやろうなんて意図は全くない。お前にＲＯＣこつちを任せたらなんか三秒くらいで死にそうだからだよ。そうなると俺が困るんだ。

　あと、あのさ、確かに雪菜を頼っていいとは言ったけど、当然限度はあるからな？　同どう衾きんは完全にアウトです。頼むからもうちょっとじっとしてて」

『あう、ごめんなさい。雪菜さんがとっても優しかったので、つい甘えてしまって……反省、です。分かりました。なるべく、頑張って、夕凪さんを困らせないようにします』

「是非そうしてくれ。俺の社会的生命のために。

　じゃあとりあえず連絡事項をまとめるぞ？　緊急時のログアウト以外は基本夜で、事前に《退却》を複数手に入れてからにすること。入れ替わる度にノートで進しん捗ちよく報告をすること。春風そつちもな。一応とんでもないポカやらかしたりしたら書いてくれ。

　これで連絡は終わりだ。──あー、それと。

　限度があるっていうのは、限度までならオッケーって意味でもあるからな。行きたかったら外へ行ったっていい。学校もだ。まあ、俺の身体からだじゃつまらないとは思うけど」

『そんなこと、ないですよ。ありがとうございます。

　やっぱり夕ゆう凪なぎさんは優しい人ですね、えへへ』
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　春はる風かぜとの打ち合わせを済ませた後、そろそろドアの外で待ち構えている幼おさな馴な染じみの咳せき払ばらいが露骨になってきたのもあって、俺はさっさとＲＯＣへと戻にげることにした。

　合流した姫ひめ百ゆ合りと一緒にマップを覗のぞき込み、次の行動について考える。

「──やっぱり、この中のどれかだと思うんだよな」

　言いながら、俺は地図上に五つ存在している〝光点〟を順に指さした。北の方角に二つ、西に一つ、南東に一つ、それから最後に現在地ここに一つ。てんでバラバラだけど、まさか意味がないはずはないだろう。

　この光点は《大いなる束縛》を入手するまで画面に映っていなかった──故ゆえに、

　これらがそれぞれ〝呪われし秘[image: ]〟の所在に対応している、というのが俺の仮説だった。

「んー、要するに、秘[image: ]を一つ手に入れると他の秘[image: ]の位置も分かる、ってことだよね？　秘[image: ]同士が惹ひかれ合う……相思相愛……？」

　姫百合はぶつぶつと呟つぶやきつつ、微妙に煮え切らないような表情で首を傾かしげている。

「なんか、ちょっと都合良すぎー、って思うけど」

「そうか？　こういう仕様にしておかないと、ノーヒントのままＰＶＰを仕掛け続けなきゃいけないだろ。それじゃゲームとして面白くないし、それに……ほら、これ。《大いなる束縛》だけじゃなくて、《悪性の追跡》を持ってるヤツの現在地も光点と重なってるんだ。さすがにこれは偶然じゃない」

「？　おー、確かに確かに！　にひひ、やっぱりすごいねハルちん。頭良い」

　姫百合は再びこちらに身体を寄せ、投影されたマップに指を這はわせ始めた。

　何をしているのかと思えば、どうやら光点同士の距離を測っているらしい。

「ん……ここかな？　ここも近いかも。ハルちんはどれが狙い目だと思うー？」

「《悪性の追跡》じゃなければなんでもいいよ。どうせ全部回るんだから」

　と、そこまで言ってからハッと思い出した。

「そうだ、その前にスペル補充しないと。カードスロット尽つきてるんだった」

「そか。そう言えばハルちん、あの短剣も投げちゃってたもんね。よーし、それじゃあまずは武器屋でトレード──の前にいっぱい飛び降りなきゃねー！」

「……あっ」

「にひひ、レッツ都市伝説☆」

　本当に、どうにかならないのかこのクソ仕様。




　かくしてホテルとびおり、武器屋と経由し、辿たどり着いたのは桜おう江え市立第三公園。

　駅の程近くにあるそこは、敷地の半分が緑で覆おおわれ、残りの半分が球技用のグラウンドとして整備された、市内でも有数の大きな公園だ。

　休日になればスポーツに励む少年少女で溢あふれ、また森林浴や散歩に来るご老体も多いこの場所だが、ＲＯＣの中にあっては他の施設と同じく閑散としていた。

「やっぱり、フィールドの広さに対してプレイヤーの人数が少なすぎるんだよな」

「そうかもねー。ま、でも、一応これはこれでバランス取れてるんだと思うよー？　人口密度が上がり過ぎちゃうと乱戦ばっかりになってつまんない」

「ああ、それは確かに。持てる手札カードと戦略の限りを尽つくして対戦相手を叩たたき潰つぶす、ってゲームコンセプトと合わないわけか」

「そだね。……にひひ、ハルちんみたいな娘コが〝叩き潰す〟とか言うと興奮するねー？」

「すんなよ。せめて心の中に秘めとけよ」

　適当に雑談を交わしながら公園内に踏み入る。

《悪性の追跡》による位置情報の漏ろう洩えいとは違い、秘[image: ]同士の相互作用である光点は精度があまり高くない。せいぜいこの辺りに居る、というのが分かる程度のものだ。

　だから、この公園のどこかに秘[image: ]を持ったプレイヤーがいることは分かっても、それ以上のことは皆目不明。極端な話、目の前の茂みに潜んでいる可能性だってある。

「……だけど、多分森林エリアの方だよな。何を隠すにも森の中、って」

　半ば確信をもって足の向く先を固定した。

　なんとなれば、俺が秘[image: ]の場所を感知できるのと同じく、相手にも俺の位置情報は筒抜けになっているはずだからだ。接近は既に勘付かれている。その上で逃げていないということは、隠れてやり過ごすか迎え撃つか、どちらかを選択されているわけで。

　それを心に刻みつつ、けれど決して怯ひるまずに──浅く砂地を抉えぐりながら歩いていく。

「暑いな……」

　既に高く昇った日がじりじりと肌を焼く。つるりとした首筋を一滴の汗が流れ落ちる。

　──そんな中。

「っきゃぁあああああああああああああ！」

　突然響き渡った一条の悲鳴が、問答無用で空気を引き裂いた。
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　木陰に生まれた小さな空間。

　乱暴に服を脱がされた女の子と、彼女を襲う二人の男性。

　悲鳴を辿たどった俺が目にしたのは、そんな、あまりにも吐き気がするような光景だった。

　幸い、少女はまだ下着を身に着けていて、決定的な行為には至っていないらしい。けれど、そんなのは彼女の恐怖や屈辱を打ち消す要因にはなり得ないだろう。泣き腫らしたせいか赤い瞳は虚うつろで、半開きになった口元は弱々しく誰かの名前を呼んでいる。

「こ……き、くん…………っ」

　その囁ささやき声で思い出した。そうだ、前に十六夜いざよいと一緒に居た……六りつ花かと言っただろうか。

　彼女が必死に紡いでいるＳＯＳは、しかしこの場に居ない彼には届かない。それが愉快なのか、あるいは余計に劣情を煽あおられるのか、性犯罪者たちクズどもは悦に入って下げ卑びた笑えみをより一層歪ゆがませる。

「ちっ……！」

　一瞬で沸騰した身体からだ中じゆうの血に逆らうことなく、俺は二人に向けて新調した細剣レイピアを突き出した。淀よどんだ空気を断ち切るような斬撃。既に相手に気付かれていようが、迎撃の準備をされていようが構わず突っ込むつもりだった特攻は、しかし。

「──てめーら、汚え手でオレのモンに触れてんじゃねええええええええよッ！」

　全く同じタイミングで隣に現れた十六夜弧月が黒々とした重たい銃把を振り下ろしたことにより、背中合わせの同時攻撃へと成り替わって大柄な男を思い切り弾はじき飛とばした。

　ダンッ、と間髪を容いれずに銃声が轟とどろく。確認するまでもない、十六夜が無造作に銃をぶっ放した音だ。男はそれをどうにか躱かわし、横たわる少女に一瞬名残惜しげな視線を遣やったものの、その後すぐに逃げ出した。

　もう一人の男の方も、ひ、と喉奥を鳴らしながら、既に後ずさりを始めている。

　こいつに関しては明らかに見覚えがあった。異形の長剣使い。以前、俺のことを犯そうとしていた変態だ。つまりは常習犯、というやつだろう。それで大体の状況は摑つかめた。

「ひ、ひゃぁああああああああ！」

　男はやがて奇声を上げながら、最初の彼とは別の方向に駆けていった。

　その腕から憔しよう悴すいした六花がずり落ちる。彼女は弱い力で自らの身体を抱き締め、涙の溢あふれる瞳をぎゅっと瞑つぶっていた。そうしてまるで譫言うわごとのように言葉を紡ぐ。

「え、うっ……けほ、こほっ……こ、づきくんっ」

「ああ、悪いな六花。ちと遅れた。今からあいつら両方ブッ殺すからそれで許せ」

「っ、めん、な、さい……自分、自分が、迷子に」

「るせえ、黙ってろ。……はあ、貧相な身体晒さらしてんじゃねえよ、ったく」

　十六夜いざよいはそんな風に悪態をつきながら、焦げ茶に染まった頭を搔かき、そして着ていたジャケットを六りつ花かの肩に押し付けた。その隙にさりげなく彼女の頭をガシガシ撫なでる。それで、なのかどうかは分からないけど、青ざめ切っていた六花の表情に少しだけ血が戻った。

「ちっ、二手に分かれやがったか」

　怒気と共に呟つぶやく十六夜の額には分かりやす過ぎるくらいの青筋が浮かんでいる。

　……なんだよ、と思う。

　こいつただの不良じゃなかったのかよ。そういうのちょっとズルいだろうが。

「おい。──おいシカトこいてんじゃねえ、てめーだよ垂たる水み夕ゆう凪なぎ」

　心中で十六夜に対するヘイトを積み上げていると、突然その鋭い眼光が俺に向けられた。

「え？　俺──わたし？」

「わたしぃ？　はっ、なんつークソ似合わねえメルヘンな一人称してやがんだよ。笑える」

「あ？　見た目にぴったりフィットだろうが目腐ってんのか」

　心無い誹ひ謗ぼう中傷に思わず俺も暴言を吐いてしまった。危ない危ない、美少女スマイル。

「かはっ」

　十六夜はそんな俺を見て、あろうことか嘲笑と共に勢い良く唾を吐き捨てた。

　そして一転、今度は自嘲気味に右の口角を吊つり上げる。

「夕凪、さっきのは一つ借りだ。助かった」

「わたしが居なくても充分間に合ってただろ。借りも何もない」

「関係ねえな。オレが借りだと思ったら借りなんだよ。こんなのどこまで行っても感情論だ、グダグダ言ってもしょうがねえ。……それでよ、モノは相談なんだが、借りついでに逃げた連中の後始末も手伝っちゃくれねえか？」

「……なんかそれ、お前が言うと似合わないセリフだな」

「かはっ、るせえよ。連中、走って逃げたっつーことは《退却》も《転移》も持ってないんだろうが、武器屋か湧出源スポツトあたりまで逃げられるとクソ面倒くせえ。あいつらにこれ以上、一秒でもこの世界の空気を吸わせないためには、オレ一人じゃ足りねえんだ」

　苛いら立だったような語気。激情。数メートル離れた距離で俺と対たい峙じする十六夜は、まるで爆弾か何かの危険物みたいに刻々と熱を増していた。

　はぁ──全く、俺も面倒なのに好かれたもんだ。

「十六夜。そもそもお前、わたしがなんのためにここに居ると思ってる？」

「はあ？　知るかよんなこと。オレに告白しにでも来たのか？　なら前世からやり直せ」

「誰がお前みたいな馬鹿に恋焦がれるんだよ冗談は頭だけにしとけ。──あのな、最初からあいつはわたしが狙ってたんだよ。お前に指図されるまでもなくわたしが狩る。むしろあれはわたしの獲物だ、お前は邪魔すんな！」

「……あー、はいはい。めんどくせーなてめーも」

　十六夜いざよいは俺の熱弁にひらひらと手を振って応えた。それからふっと気遣うように、もう一度六りつ花かへ視線を向ける。

　そこでは既に、やけに手慣れた様子の姫ひめ百ゆ合りが彼女の介抱を開始していた。

　どこからか持ってきた水を飲ませては吐かせ、またハンカチを水に浸して身体からだ中じゆうを拭いていく。顔、首筋、胸元。その優しげな手付きに性的なものは全く感じられない。

　十六夜はしばらく姫百合を観察していたものの──六花の表情が和らいでいくのを感じたからだろう。やがて「てめーにも一つ借りだな」と口走って憂いを絶った。

「んじゃ、そっち頼むわ夕ゆう凪なぎ」

「……ああ、そっちもな」

　そうして俺たちは一瞬だけ視線を交錯させると、各々のターゲットを追って駆け出した。

　さあ──この俺を不快にさせた責任を取ってもらおうか、変態共。




　……と、せっかくニヒルに啖たん呵かを切ってはみたのだが、変態長剣使いとの戦いは実に呆あつ気けなく片が付いてしまった。

　まあ、何せかつては《加速》一枚で逃げ切れた相手だ。ＰＶＰのイロハを知り、経験を積み、連携ボーナスにも習熟し始めた俺にとってはもう敵じゃない。

「じゃあね、バイバイ」

　せめて可愛かわいくトドメの台詞せりふを言ってやる。男の身体が粒子となって崩れ落ちる。

　個人的な恨みも解消できたところで、俺は戦利品を確認しようと端末を立ち上げた。

　追走中にマップを見た限り、光点の反応があったのは間違いなく長剣遣い今死んだヤツだ。もう一人の大柄な男との関係性はよく分からないけれど、少なくともお目当ての秘[image: ]はこっちの男が持っていた。だったらＰＶＰ勝利で抜かりなく奪えているはずだ。

「これか。なになに──って、え？」

　思わず妙な声が漏れる。

《刻限摩耗症》。そんな名前のカードが手札に現れているのはいい。そこまでは予定通りだ。だけど、ＨＰが異常なスピードで減っていくのはどうしてだ？

　慌ててカードの効果文テキストを表示させる。《刻限摩耗症》──そうか、毒か。いわゆる一つの状態異常。〝一定時間ごとに定量ダメージを受け続ける〟効果……っ！

　その損耗自体は、本来ならそう激しいものじゃないんだろう。体感で五秒に10程度のダメージだ。例えば姫百合なら七分ちょっと生き延びられる。

　だけど『雲くも居い春はる香か』にとってはその速度でも致命的。

　最大で50しかないＨＰは僅か二十五秒で尽き果てる。

「くそっ──どうすればいい？　何かないのか!?」

　震える手でカードスロットを漁あさってみても、駄目だ。《回復》じゃ間に合わない。《退却》は意味がない。そしてＲＯＣに〝カードを廃棄する手段〟は存在しない。

「せっかく二枚も集めたってのに、こんなところで終わるのかよ……っ」

　そんな適当な結末は御ご免めんだった。だからとにかく頭を回し、どうにか生き延びられる術すべを模索する。だけど、そんなものあるか？　都合よく見つかるか？　唯一自発的にカードを手放せるのは武器屋だが、ここからだとかなり距離がある。

　結局、何も思い付かないままに二十秒が経過して。

　俺の残りＨＰが10になり、バーの表示が危険域あかいろに切り替わって。

　死を覚悟した、瞬間──

「《強奪》発動」

　唐突に、俺の手札から《刻限摩耗症》が消えてなくなった。

「……って、うわ、何これ何これ！　すっごいＨＰ減るんだけどー!?」

　そして同時に、背後から素すっ頓とん狂きような悲鳴が聞こえてくる。やけに軽やかな足音。ぴょこんと揺れるツインテール。彼女の気配は相も変わらず騒々しい。

　そう。俺の窮地を救ったのは、他でもない──姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せだった。

「お前……なんで」

「や、ハルちんハルちん。なんでってのはさすがに酷ひどくない？　仲間じゃんかよー。せっかく六りつ花かちゃんを十六夜いざよいくんに引き渡してから大急ぎで駆け付けたげたのに。……それとも、まだあたしのこと疑ってるのー？」

「…………」

　ああ、とも、いや、とも返せなかった。

　多分、俺の心の大部分は、既に姫百合を受け入れ始めている。だけどまだどこかで疑ってもいるんだ。我ながら、なんて面倒で醜悪な人間性なんだろうと思った。

　それでも、助けてくれた恩に感謝すら出来ないほど落ちぶれたつもりはない。

「ありがとな。おかげで助かった」

「いえいえどういたしまして。んー、でもこの秘[image: ]はあれだね、持ってらんないねー。もったいないけど武器屋で換金しなきゃ」

「そう、だな」

　暗い表情で小さく相あい槌づちを打つ。姫百合の言う通りだ。《大いなる束縛》に続く二枚目の秘[image: ]、《刻限摩耗症》は、早く取れば取るだけ損をするカードだった。

　後回しにしたいところだが──そうすると今度は《悪性の追跡》が問題になる。

　勘弁してくれよ、と思った。この分だと残りの二枚も凶悪な性能を持っていると考えた方が良さそうだ。あまりにも殺意が高く、そしてあまりにも救いがない。

「……秘[image: ]集めはここで打ち止めだ」

　呟つぶやく声こわ音ねは、自分でも分かるくらい焦燥に満ちていた。





　　　　♭



（交換日記より一部抜粋）

『今日は、雪ゆき菜なさんにお願いして、初めて外に連れて行ってもらいました。夕ゆう凪なぎさんの服をお借りしたんですけど、その、男の方の服って着るのが難しいんですね。わたし間違ってＴシャツの上からネクタイ締めちゃいまして。えへへ、雪菜さんに笑われちゃいました。

　あの。あのですね、夕凪さん！

　外の世界は──人がいっぱいで、びっくりすることだらけです。

　初めは怖かったですけど、雪菜さんが手を引いてくれて、強引に（えと、良い意味ですよ？）連れ回してくれるので、だんだん怖さを感じる余裕がなくなってきました。ただ明るくて、ただ楽しくて、ただ騒がしい。〝喧けん噪そう〟ってああいう雰囲気のことを指すんですね。わたし、また一つ賢くなりました。えへん。

　途中、木の上から降って来た瑠る璃りさんという女性（現実世界こちらの人はあんな場所でも生活するのですね！）も一緒になって、三人で街を見て回りました。ＲＯＣのフィールドと同じ場所、同じ建物なのに、もう全然違う景色に見えました。多分、わたしは今日、一日中楽しかったです。うれしかったです。すごくすごく、幸せでした。

　夕凪さんの方は、お変わりありませんか？　嫌になってませんか？　わたしに出来ることがあったら言ってください。お返しがしたいんです。なんでもします。

　だってわたしは、夕凪さんのぱーとなーですから』
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《刻限摩耗症》の入手に対応して襲ってきた呪殺狂戦士をなんとか撒まき、その後一旦ログアウトして春はる風かぜに定期報告を入れた俺は、再びこちらの世界ＲＯＣに舞い戻っていた。

　ちなみにだが、さっきまで感じていた焦燥は噓うそのように消えている。

　何な故ぜって……その、なんだ。ただ冷静になっただけだ。

　ノートに書かれていた〝大きなお世話〟に胸がいっぱいになって、焦あせりなんて入り込む隙間がなくなったとか、そんなメルヘンな理由では断じてない。

　──姫ひめ百ゆ合りと二人、この前と同じファミレスで戦略会議を開くことにする。

　前回コーヒーに蹂じゆう躙りんされた反省を生かし、今回のお供はミルク＆シロップ増し増しのアイスティーだ。甘くて良い。何よりかなり女子力が高い。

「さて。勝利条件の一つ目、〝呪われし秘[image: ]〟の五枚入手が絶望的になったわけだけど」

「ん、そだね。そうなんだよねー。どうするハルちん？　諦めて〝姫〟でも探す？」

「いや。実は、これがそう悲観したものでもない」

　ほう、と意外にノリの良い姫百合はぐいっと身を乗り出して相あい槌づちを打ってくれる。

　そんなもので容易たやすく機嫌を良くしたりはしない俺だが、なんとなく人差し指をピンと立て、教師気分に浸りながら咳せき払ばらいなんかやってみた。

「こほん──いいか？　ＲＯＣには三種類の人間キヤラクターがいる」

「三種類、って言うと……あたしと、あたし以上と、あたし以下。みたいな？」

「何その修羅的な価値観。違ちげえよ、プレイヤーとＮＰＣとそれ以外だ。ちなみにＮＰＣってのは、そこの店員みたいな、マニュアル対応しか出来ない連中のことな」

　ちらりと視線を向けると、件くだんの女性店員は笑顔を浮かべ、均質な口調で「ご注文ですか？」と言いながら歩み寄ってきた。所作も表情も全てが完璧で、正確で、だけどそれ故ゆえに人間味は感じられない。まさにノンプレイヤーキャラクターだ。

「んで、それ以外っていうのは、プレイヤーでもＮＰＣでもない連中。要はゲームクリアに関わる〝王の腹心〟たちだ。こいつらは普段ＮＰＣを装ってるけど、実際のところはそうじゃない──中の人がいる。そういう理解で合ってるか？」

「そうそう。なんか、今までの裏ゲームで活躍したプレイヤーを引き抜いてるんじゃないかーとか、その枠を勝ち取るために血みどろの争いがーとか、色々噂うわさはあるみたいだよ？」

「そんな大おお袈げ裟さな、って言いたいとこだけど、スフィアなら普通に有り得るから怖い」

　ＲＯＣの舞台裏で一体どんな魑ち魅み魍もう魎りようが蠢うごめいているのかと少し不安になってきた。

　が、まあ今はそんなのどうだっていい。

　重要なのはただ一点。〝王の腹心〟たちには〝中の人〟がいて、であればそいつらはＮＰＣと違って人間的な対応が出来るということだ。そう考えれば自おのずと候補は絞られる。

　呪殺狂戦士の他に、例えば武器屋。それから中央図書館の司書。

「これで三人だ。……まあ一応、現状ではただ怪しいってだけで、実際どうかは確かめてみないと分からない。でも、もしこれが全員アタリならあと一人だろ？　案外こっちの条件の方が達成しやすいかもしれないぞ」

「おおー！」

　姫ひめ百ゆ合りは大袈裟に歓声を上げ、目をキラキラ輝かせながら両手を打ち合わせた。

　そうしたくなる気持ちはよく分かる。ただでさえ勝利条件を一つ潰され、悲嘆に暮れていたところだ。目指すべき道筋が見えるだけでも心境は全然違う。

「……んー、あれ、でも」

　例の女性店員とハイタッチしながらはしゃいでいた姫百合の声が、けれど不意に翳かげった。

「ハルちんハルちん、条件は？　呪殺狂戦士さんが〝自分にダメージを与えられなきゃ仲間にならない〟って言ってるみたいに、それぞれに設定されてる〝条件〟をクリアしないと王の腹心さんは協力者に出来ないんだよー……？」

「ああ、そのことか。それなら大丈夫だ。いくつか考えがある」

　俺はカップのミルクティーを飲み干してから席を立った。一杯だけでドリンクバーを終わらせるのは正直もったいないけど、ＲＯＣこつちならそれも気にならない。

「まずは武器屋に行くぞ」




　ぅらっしゃい！　と威勢のいい挨拶に迎えられて、俺と姫ひめ百ゆ合りはそろそろ慣れ親しんだ武器屋へと足を踏み入れた。桜おう江え市随一のショッピングモール、二階の西端。現実世界のスポーツ用品店に対応した位置にその店はある。

　屈強な肉体を持つ店主のオヤジは、入店した俺たちを見て豪気に笑った。

「おお、姫百合七なな瀬せ嬢に雲くも居い春はる香か嬢じゃねえか。今日も別べつ嬪ぴんさんだねえ！」

「にひひ、おじちゃん相変わらず口上う手まいね。うーん、なんか買ったげようかなー。オススメとかある？」

「ほい来た！　それじゃあこんなのはどうだ？　あらゆる悪を薙なぎ払はらう伝説の聖剣エクスカリヴァー！　……を模した複製品だ。まあ攻撃力だけは保証するぜ」

「うわ、何この大きさ！　あ、あたしこんなの持てないよ？」

「嬢ちゃんたちみたいな女の子が大剣持つのは、こう、ロマンがあると思わねえか？」

「それは分かんなくはないかもだけど……って、これカードスロット三枠も潰すの!?　だ、誰が使うんだよーもー。いらないっ」

　伝説の武器（レプリカ）を乱雑に突っ返す姫百合。店主は心なしかしょんぼりとした表情を浮かべていたものの、すぐ気を取り直して豪快に「がはは」と声を張った。刈り上げられた頭をザラリと撫なで、はち切れんばかりの胸筋をさらに膨らませる。

　やっぱり、どう見たってただのＮＰＣじゃないよなあ。

「あの」

「お、なんだい春香嬢。ゴツイ武器がお望みか？　嬢ちゃんみたいなサラサラ金髪の娘こがメカメカしい相棒を担ぐってのもなかなかイカすと思うぜ？」

「オーケー、酒が吞のめる歳になったら表で語り明かそうじゃないか。……じゃなくて」

　愛想の良い店主の顔を覗のぞき込み、そのまま端末を立ち上げた俺はカードスロットを展開した。さっと指を走らせて、まずは細剣レイピアを実体化。一枠空いたスロットの中から二枚のスペルを選択する。

　タッチに応じて各スペルの効果文テキストが現われるのと同時──ページ最下部に、特殊コマンド〝取引トレード〟の二文字が点灯した。

「〝トレード〟だ。俺は《回復》と《同調》を出す。代わりに《停滞》と《強化》をくれ」

「ＯＫだ。ほらよ」

「《停滞》《加速》《強化》を出す。《感知》《転移》《回復》をくれ」

「ＯＫだ。ほらよ」

「《感知》《転移》《回復》《鉄壁》を出す。なんでもいいからコモンスペルを四枚くれ」

「ＯＫだ。ほらよ」

「……何してるの？　ハルちん」

　店主と向かい合った状態で続けざまにカード交換を行っていると、放置されすぎて焦じれたのか、不満そうな表情の姫ひめ百ゆ合りが後ろから抱き付いてきた。

　間違いなく麻ま痺ひ成分が含まれている甘い匂いに思考が鈍る。

「くう……っ」

　だけど慣れた。もうさすがに慣れた。慣れたったら慣れたんだ。

「い、いいから見てろ。続けるぞ──《強化》《加速》《転移》《転移》《同調》で《退却》一枚と《加速》《鉄壁》」

「……ＯＫだ。ほらよ」

　不意に店主の反応が遅れた。……この辺りか？

「《退却》《退却》《鉄壁》で《強化》《退却》《加速》《同調》《転移》」

「…………ん、ＯＫだ。ほらよ」

　近い。確信した。店主は平常心を装っているけど、その瞳がだんだんと険しくなっていくのが見て取れる。苛いら立だち？　怒いかり？　そうじゃない。

　単に設定された条件が破られていないか、頭の中で確認しているだけだ。

　──武器屋店主であるところの彼は、カード交換の際、基本的には一切のラグなく「ＯＫだ。ほらよ」と二つ返事で了承を返す。けれど、こうして時折答えを言い淀よどむことがあるのを俺は知っていた。

　原因はいくつか考えられる。

　まず一つは在庫品薄の場合。提示された商品が店頭にあるかを調べるために生まれる間だ。さらに、プレイヤー側の計算違いというパターンも有り得るだろう。交換の天てん秤びんが釣り合っていなければ当然頷うなずくことはできない。

　だけど、今回俺が要求しているのは、価格レート３の《退却》と価格レート１の各種コモンスペルだけだ。本来なら返答が遅れる理由なんてないはず。

　なのに彼は迷った。

　そこから生まれた仮説は一つ──武器屋店主の協力者条件はカード交換の枚数指定。つまり〝Ｘ枚からＹ枚のカード交換が成立すると協力者に出来る〟というもの。

　だから彼は、それに近い枚数を宣言されると一瞬思考するせいで返答が遅れる……！

「次だ」

　そんな推測が当たっていれば、正解はもうすぐ近くのはずだった。スロットの上限が七枚で、その上カードの価格帯レートがコモン１かレア３か〝呪われし秘[image: ]１８〟かでしか区分されていないんだから、組み合わせるパターンの数はそう多くない。

「《強化》《加速》《同調》《退却》《転移》で《退却》《転移》《同調》《同調》《加速》──どうだ？　これがハズレならちょっと策を練り直してくるよ」

「…………」

「店主？」

「……ふっ……いや、そいつはダメだな。頷うなずけねえ」

　坊主頭の店主はアンニュイに（壮絶なまでに似合わない）笑うと、ゆっくりと首を横に振った。そして大きく腕を組み、両足の幅を微調整して仁王立ちの構えを取る。

　びしぃ、っとばかりに親指で自らの顔を指さしながら──彼は堂々と名乗りを上げた。

「良くぞ見破った！　そう、この俺こそが〝武器屋〟の皮を被かぶった〝帝国騎士団第一大隊長〟疾しつ風ぷう怒ど濤とうのオルファ様だ！　我が本懐とは異なるがこれも与えられた定め、良いだろう、貴様の協力者になってやる！」

「…………っし」

「反応薄いなおいぃい!?」

　このセリフ覚えるのにどれだけ時間かけたと思ってるんだよ、と泣き崩れる店主改め疾風怒濤の某なにがし。確かにアラフォーのおっさんが騎士団だの我が本懐だの練習している姿は哀愁を誘うものがある。あんまり可哀かわい想そうだったからポンと肩を叩たたいてやった。

　だけど、何はともあれ──これで一歩前進だ。




「なあ、姫──」

「ぁあ？」

「姫、姫……ひ、姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せ嬢！　ちょっといいか？」

「んー？　どしたのおじちゃん。デートのお誘いならずっとハルちんで埋まってるよー？」

「は、はは、そうか、そいつは残念だ。失敬失敬。はは」

　さっき一瞬だけ見せた威厳や風格はどこへやら、オルファ隊長はすっかり板に付いてしまった武器屋店主の口調で縮こまる。ちらちらと申し訳なさそうな視線がこちらに向けられて、俺は意図せず溜ため息いきを吐ついた。

　王の腹心は全員『雲居春香』が姫だと知っている──そんな仰天情報を入手したのはついさっきのことだった。オルファが俺に対して〝姫〟だの〝殿下〟だのと都合四回口走ったため、店の裏手で脅迫もとい可愛かわいらしく質問おはなしした結果がこれである。

　曰いわく、『関係者なんだから顔を知らない方がおかしいだろ？』とのことだったが……くそう、反論できないのが余計に嫌らしいな。

「それで」

「お、おうっ!?」

　俺のまだ若干不機嫌な口調に、店主は大おお袈げ裟さなくらい肩を跳ねさせた。

「なんだ、雲くも居い春はる香か嬢!?　いやさ春香様っ！」

「それはそれでなんか違うけど……まあいいや、一つ確認したいことがあるんだ。《刻限摩耗症》ってカード、最近入荷しただろ。まさかもう売れちまったか？」

「…………へ？」

　そんな問いかけに、妙に裏返った声で反応したのは姫ひめ百ゆ合りの方だった。

　彼女は何な故ぜか異様に目を泳がせ、狼ろう狽ばいを隠さないまま俺と店主の間に割って入る。

「ど、どうしてあんなカードが要いるのー？　一つ目の勝利条件はもう諦めたんじゃ……？」

「ああ、うん。そうなんだけど」

　考えを整理するため、指の腹で静かに首筋を搔かく。

《刻限摩耗症》は、確かに勝利条件たる秘[image: ]シリーズの一枚だ。ただあのカードにはもう一つ、他のカードでは代用できない〝性能〟がある。

　それが状態異常。継続ダメージ。いわゆる毒だ。

　さて、現実世界じゃミステリの常連でもある〝毒〟だけど、ＲＰＧやソシャゲをプレイする人なら、もう少し違うイメージを持っていることだろうと思う。

　そう──あまりに高防御の相手は、毒殺するのが定石だろ？

「呪殺狂戦士だよ、姫百合。あいつの防御は普通の方法じゃ貫通できない。いくつか抜け道は用意されてるんだろうけど、そのうちの一つが《刻限摩耗症》ってわけだ」

「あ……で、でもどうやって？　カードを相手に渡すことなんて出来ないよー？」

「ああ、カード自体は押し付けられない。でも《同調》で状態異常をコピーすることは出来る。……最初はさ、《同調》使えば防御力も削れるし、それだけで勝てるだろって思ってたんだ。だけどよく考えたら、そんな状況で相手が逃げないわけがない。《同調》した瞬間に《転移》か《退却》されるのがオチだ」

「それで《刻限摩耗症》……毒は持った瞬間からダメージが入るから」

　姫百合はようやく得心がいった、という風に頷うなずいた。

　けれどその表情はいつもと比べて遥はるかに暗い。いや、暗いと言うより、バツが悪いといった感じだ。すーっと目が逸そらされ、ちらっと戻され、弾はじかれるように明後日あさつてへ。

「……姫百合？」

「ぁえ!?　ど、どしたのハルちん!?　今日は一段と可愛かわいいね[image: ]」

「いや、どうしたのはこっちの台詞せりふなんだけど……あとお前、誤ご魔ま化かすの下手すぎるだろ」

「そ、そっか、そだねそうだよね！　うん知ってた！　あたしはなんでも知ってるよ！」

「大丈夫かお前」

　真っ赤になったり真っ青になったりと忙しい姫百合に胡乱うろんな視線を向けながら、俺はゆっくりと、低く重たい息を吐き出した。それに伴って自分の表情が硬くなっていくのが分かる。もう取り繕う余裕もない。やけに気分が悪かった。

　この反応は……そうか。やっぱりか。

　限りなく嫌な予感に確信。そんなものを明確に裏付けるように、さっきから首を捻ひねって何やら思案していた店主が決定的な事実を言い放つ。

「……あー、いや？　最近、どころか《刻限摩耗症》なんてレアカード、この店に入荷したこともないぜ？　何か勘違いしてるんじゃないか、嬢ちゃん」

「──!!　にゃ、にゃんでそういうこと言うのおじちゃん！」

「え？　い、いやそう言われても、事実だしなあ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　声にならない悲鳴が高々と上がる。姫ひめ百ゆ合りの顔色は既に青を通り越して蒼そう白はくだ。

　それをほとんど上うわの空そらで聞き流しながら、俺は、どういうわけか、自分が酷ひどく落ち込んでいるのに気付いていた。

　──あの時、姫百合は《刻限摩耗症》を武器屋で換金すると言った。しかしこのやり取りを見る限り、そんな取引トレードは行われていない。だったら、あの行動をものすごく穿うがって見てしまえば、彼女が俺から《刻限摩耗症》を《強奪》したと称することも出来てしまう。

　なら姫百合は、攻略を進める俺に近付いて秘[image: ]を誰かに流そうとしていた？

　今までの気安く不審な行動は、全部俺をハメるための罠わなだった？

　頭の中を不快な感情がぐるぐると回る。

　どうしたんだよ。どうしたって言うんだ俺。そんなのは最初から分かってたじゃないか。俺に近付くヤツはみんな俺を騙だまして殺して埋めてやろうと企たくらんでる。そう思わないとやってられない。それくらい、俺は知ってたはずじゃなかったのか。

「は、ハルちん？」

　姫百合が俺の顔を覗のぞき込んで何か言っている。もう意味は分からなかった。見つめる眼まな差ざしも漂う香りも何もかも出で鱈たら目めでまやかしだ。信じちゃいけない。いけなかった。

　俺は、やっぱり、どこまでも独りで、

「ハルちん[image: ]」

「!?　っ、な、なんだよ……？」

　突然耳元で叫ばれて、沈殿していた意識が引き上げられた。目の前には怒ったように頰ほおを上気させる姫百合の姿がある。

「ハルちん、聞いて。というか見て？」

「何をだよ。俺は、これ以上お前と関わるつもりなんか──って、は？」

　暗い思考は唐突に舞い込んできた〝混乱〟にあっと言う間に吹き飛ばされた。

　思わず二度見する──半ば強引に見せつけられた姫百合のカードスロット。そこには何故か、今も《刻限摩耗症》が入っている。

　姫百合はチロリと舌を出した。

「ごめんねー？　噓うそ吐ついて。でもこの通り、誰かにあげちゃったわけじゃないんだよ。あたしが大事に持ってたんだ」

「いや…………無理だろ」

　呆ぼう然ぜんとしながらもどうにか口を開く。

「だってそれ、手に入れたの何時間も前だぞ？　いくらお前のＨＰがそこそこ高いからって有り得ない。残りの手札が全部《回復》でもとっくに死んでる」

「え、えっと、あれだよー。連携ボーナス？　《回復》と《鉄壁》を組み合わせると一定時間リジェネ状態になるの。あ、リジェネっていうのは常にＨＰが回復し続ける状態で」

「それは分かる。だけどそんなの、数時間単位で続くわけじゃないだろ」

「あー……うん、続かないよねー……？」

　姫ひめ百ゆ合りは誤ご魔ま化かし気味に振っていた両手を後ろで組み直し、微妙に沈んだ表情を俺に向けた。その色は何重にも入り組んでいて複雑だ。読み解くのは容易なことじゃない。

　だからこそ俺は、鈍っていた思考を叩たたき起こし、全力で回転させる。

《刻限摩耗症》は所持者に定量ダメージを与え続ける秘[image: ]だ。持っている限りその効果が消えることはない。使い捨てのスペルでＨＰを回復させることは出来ても、それを何時間も継続して、と考えれば不可能としか思えない。

　だが、姫百合は実際にやり遂げた。

　どうやって？　頭がきりきりと悲鳴を上げる。《刻限摩耗症》の効果はＲＯＣのプレイヤーにとっては〝回避できない〟ものだ。いわゆる時間制限と言うか、なるべく入手タイミングを最後の方に回して、残った時間でクリアしろという類たぐいの制約で──

「……あ」

　そこまで考えて、ふと妙な考えが浮かんだ。

　そう、そうだ、そうなんだ。やっぱり《刻限摩耗症》を抱え続けていても死なないプレイヤーなんてのはどこにもいない。そんなのは違反チートだ、有り得ない。

　だったら──姫百合がそもそもプレイヤーじゃないと考えれば、どうだ？

「……なあ、姫百合。お前に訊ききたいことがあるんだけど」

「な、なになに？　ハルちんのお願いならあたしなんでも答えちゃうよー？　スリーサイズでも好きな娘このタイプでも性感帯でも──」

「お前さ。本当は、最初から俺が姫だって知ってただろ」

「っ!?」

　姫百合の瞳が大きく見開かれた。パクパクと空気だけを吐き出しながら開閉していた唇は、しばらく経たってからようやく意味のある言葉を紡ぎ始める。

「なに言ってるのハルちん!?　ダメだよ、誰かに聞かれてたらどうするつもり──あ」

「ほら、やっぱり知ってた」

「っ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　一瞬だけ、被かぶってもいない帽子を深く下ろすような仕草を挟んでから、その後しゃがみ込んで膝に顔を押し付ける姫ひめ百ゆ合り。腕の隙間からは細い唸うなり声ごえが零こぼれ出す。

　……そう。思い返してみれば、不審な点はいくつもあったんだ。

　あまりに無知な俺になんの疑問も挟まず、自らチュートリアル役を買って出たこと。最初の《退却》時に『雲くも居い春はる香か』が取り残された事実の意図的な見逃し。常に俺の位置を把握しているかのような遭遇頻度。

　そして極め付きが、

「ＲＯＨで開示されたイベント情報。姫百合、あれ、ちゃんと覚えてるか？」

　姫百合はわずかに顔を上げ、それから不思議そうに首を捻ひねる。

「え？　それって、姫はログアウト出来ないってやつだよね？　でも、前にも言ったけど、あれは全然ヒントになってないよー？」

「ああ、そこの部分はな。多分ミスリードなんだ、あれ。あのイベントで開示された本当の情報はむしろ……〝二ふた心ごころの姫〟って文節」

「ぁ────」

「そう。あの〝二心〟はダブルミーニングなんだよ。〝帝国からの離反・謀反〟と〝姫の中身が二人いる〟ことを同時に指してる。……まあ普通は謀む反ほんの方が文脈に合うし、中身違いなんて思いつきもしない。だけど、俺にも春はる風かぜにもくっ付いてたお前なら絶対に勘付けたはずなんだ。それなのにお前は俺を殺さなかった」

　理由は簡単。姫百合は元々俺が姫だと知っていて、それでも殺す必要がなかったから。

　すなわち、そもそもプレイヤーとして参加していないからだ。

「この裏ゲームにいる人間キヤラクターは三種類、って話はしたよな。お前がプレイヤーでもＮＰＣでもないなら、残る選択肢は一つだけだ。勝利条件、王の腹心──そうだろ？　姫百合」

「…………にひひ」

　しばし表情を強こわ張ばらせていた姫百合は、やがて諦めたように長い息を吐いた。うーんと大きく伸びをしながら立ち上がり、それから悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる。

「大正解、だよ。──あたし、姫百合七なな瀬せの正体は、プレイヤーに《擬態》した〝侍従隊隊長〟、いわゆるメイド長。だから姫様のお世話係でもあるんだよ？　ね、ご主人さま」

　言いながら、姫百合は制服のスカートの裾を摘つまみ、少しだけ持ち上げてふわりと会釈してみせた。貴族っぽい挨拶のつもりだろうか。膝上二十センチのミニスカで脚線美を見せつける貴族なんか聞いたことないけど。

「あーあ」

　それでも、その行動でさっきまでの暗い雰囲気はリセットされたんだろう。大おお袈げ裟さに落ち込む彼女の表情に浮かぶのは、俺がよく知る姫百合のそれだ。

「バレてないつもりだったんだけどなー。ハルちんってばもーほんと鋭いんだから」

「いや、《刻限摩耗症》はお前のミスだろ。あれがなきゃ気付けなかったぞ多分」

「んー、でもでも、持っておけばクリアに繫つながるかもでしょ？　にひひ、あたし、実は死んだらすぐハルちんの隣に復活リスポーンする設定なんだよね。ハルちんと話してる間も何回か死んでたんだぞー？」

「マジかよ。……それで《刻限摩耗症》を握ってられたのか」

　返答は自然と呆あきれ交じりのものになっていた。そんな作戦を思いつくのも、実行に移すのも、そしてそれを屈託ない笑顔で話せるのもなんだか馬鹿らしい。

「…………ふぅ」

　俺は微かすかに俯うつむいて、小さく長い溜ため息いきを吐ついた。それから再度、姫ひめ百ゆ合りと目を合わせる。

「もう一つ訊きいていいか？　お前、ＲＯＣの参加者プレイヤーじゃないんだよな。だったら一応ゲーム的には中立なわけだ。それなのにそんな積極的に俺を援護していいのかよ？」

「え、そりゃもー良いに決まってるよ。そもそも設定からして〝姫〟とメイド長あたしは敵対しないし……それにー」

「それに？」

「にひひ、ハルちんなら分かるでしょ？　それともあたしの口から言って欲しいのかな？　んー？　……にひ。あのね、あたし、ほんとにハルちんのこと気に入ってるんだ。春はる風かぜちゃんも夕ゆう凪なぎくんも、どっちもだぞ？」

「…………」

　ストレートな物言いに俺は思わず押し黙った。

　姫百合の視線に籠もった〝熱〟で、じわりと頰ほおの温度が上がるのが分かる。

「──あたしは、自分の興味があるもの以外には興味がない」

　そして彼女は、そんな、どこかで聞いたことがあるような持論を口にした。

「ハルちんは聞いたことあるかな？　スフィアの裏ゲームは、先進技術開発部門第三課フエイク・ウイツチーズってところがほとんどの構築を担当してるの。そこのトップが天てん道どう白びやく夜や。二十代でスフィア幹部まで上り詰めた、いわゆる天才ってやつだよ」

「……ああ、知ってる。一回だけ会ったから」

　ありとあらゆる裏ゲームを司つかさどるゲームマスター・天道白夜。

　知らないわけがなかった。かつて、俺の願いを叶かなえる代わりに消えない傷を刻み付けた悪魔だ。知らず、両の拳がきゅっと握り固められている。柔らかな唇に歯形が入る。

「そう、それ！　それなんだよーっ！」

　姫百合はそんな俺の様子に構うことなく、興奮に任せて語尾を跳ねさせた。

「あの怪物みたいな天才が作ったゲームを、想定外の速度でぶっ千切って華麗にクリアしちゃったプレイヤーがいた。数ヶ月間、誰も勝ち筋さえ見つけられなかったのに、始めてからたった一週間で勝ち抜けちゃった異端者プレイヤーがいた！

　スフィア史上初の、公認外の、容赦とか加減とか全部捨て去った悪魔のゲームを。

　そのせいで脱落した参加者が軒並み廃人になったり精神異常を来したりして、当時のアングラ社会でさえ〝関わるな〟が絶対共通認識になってたっていう、あのゲームを!!

　完かん膚ぷなきまでに攻略したのが──終わらせたのが、夕ゆう凪なぎくんなんだよ。夕凪くんがいなかったらあのゲームは終わらなかった。いつまでも際限なく、きっと犠牲者を出し続けてた。……にひひ、ほんと、ヒーローみたいに見えたんだから。こんなの気にならない方がおかしいでしょ？　ドキドキしないわけがないでしょ!?

　だからずっと、ずっとずっと会いたいって思ってた。最初から興味津しん々しんだったんだぞ？」

「…………ふ、ふん、俺に近付いて来るのはそんなヤツばっかりだ」

「えー、十六夜いざよいくんなんかと一緒にしないでよー。ハルちんだって可愛かわいい女の子に追い回された方が嬉うれしいでしょ？」

「だから、そもそも追い回されたくねえんだよ!?」

　指を突き付けると、姫ひめ百ゆ合りは懲りずに「にひひ」と笑えみを浮かべ、俺との距離を一歩だけ詰めた。何気ない行動なのに、それだけで場の空気が変わったような感覚がする。思えば、姫百合は〝距離感〟の摑つかみ方が非常に上う手まかった。

「あのね、ＲＯＣはね──春風ちゃんのためだけに作られたゲームだよ」

　その口調が唐突に変わる。囁ささやくように、祈るように。

「ううん、春はる風かぜちゃんを堕とすためだけに、って言った方が近いかな。天才・天てん道どう白びやく夜やが全力で春風ちゃんを虐いじめるため、叩たたき壊こわすために生み出されたのがこのゲーム。だから多分、ハルちんがクリア出来る余地なんて針の穴くらいしか残ってない」

「針の穴、ね」

「にひひ、良い〝悪い顔〟だねハルちん。〝そんなにあるんだ〟とか思ってそう。……あたしは、やっぱりなんだかんだで中立の立場だから、春風ちゃんを陰から見守ることは出来ても、特別味方で居てあげることは出来なかった。そのピースを埋められるのは夕凪くんだけなんだよ。──ね、そうでしょ？　遅れてきた王子様」

　姫百合は赤いツインテールをふわりと傾けて、冗談っぽくそんな言葉を選んだ。彼女の瞳は試すようで、見守るようで、それでいて何かを期待している。昂こう揚ようしている。

　──どうして俺なんだ、とは、もう、思わなかった。

「それじゃ、姫百合。一旦《刻限摩耗症》を適当なレアスペル六枚と交換して、すぐに買い戻してくれ。その後《同調》の確保。秘[image: ]の再入手でも呪殺狂戦士は襲ってくるだろうから、スペルの効果範囲に入り次第《同調》を使うだけで条件はクリア出来る。

　ちょっと予定とは違ったけど、武器屋と姫百合、呪殺狂戦士で三人──これでリーチだ」

「え、え？」

　突然ＲＯＣの攻略へと話を戻した俺に、姫百合はぱちくりと瞳を瞬またたかせた。

「えと、ハルちん？　自分で言うのもなんだけど、あたし、ハルちんのことずっと騙だましてたんだよ？　なのに一緒に行動してくれるの？　解散しなくていいのー……？」

「敵に回るなら今のうちに倒しておくけど」

「や、違う、違うってば！　だから、えと、その」

「……ああ、もう。なんなんだよお前は」

　煮え切らない態度の姫ひめ百ゆ合りに対し、俺は悪態をつきながらガシガシと首筋を搔かいた。

　ちくしょう、ここまで言えば分かるだろうが。と言うか分かれ。俺に恥かかせたいのかっての。……それにこいつ、最初から『雲くも居い春はる香か』の中身が俺だって知った上であんなに痴ち女じよってたわけだよな？　そう考えると色々ヤバい。全身が熱くなってくる。

　ただ、それでも──姫百合を疑うなんてのは、あまりにも今さらだった。

「いいか？　俺は別に、お前の何もかもを信用したってわけじゃない。そんなことは絶対にない。だけど、あれだ。お前がプレイヤーじゃないなら他のヤツより多少はマシなわけで……そうだよ、一応味方だって信じてやるって言ってんだ。嫌じゃないならついて来い姫百合。せめて『雲居春香こいつ』の身体からだをまさぐった分くらいは働いてもらうぞ」

「…………っ」

　言い切った瞬間、姫百合の瞳にじわりと涙が浮かんだ。

　多分、それは、彼女自身も意図していなかったことなんだろう。誤ご魔ま化かすように下を向き、両手でぐしぐしと顔中を拭う。

　そして──一転。

　勢いよく顔を持ち上げた姫百合は、抜けるような笑顔で俺に抱き付いて来た。

「にひひ、そうじゃなくっちゃ！」





　　　　♯



『──申し訳ありません。僕は、あなたたちの協力者になることはできません』




　文字通り飛んできた呪殺狂戦士に《刻限摩耗症》をコピーしてダメージを与え、その中身が例の美人司書だったことに衝撃を受け、冷徹な顔が悔しげに歪ゆがんだのをちょっと笑った瞬間に顔面を殴られて（容赦ないグーパンだった）。

　端末にコンタクト許可を求める通知が表示されたのは、その直後のことだった。

　相手は自らを〝勇者〟だと名乗り、最後の〝王の腹心〟であることを明かすと、それから落ち着いた口調で話し始めた。

『まずはおめでとうございます。混乱のないようにネタバラシをしておくと、僕はいずれかのプレイヤーが〝協力者三人〟を達成したのをトリガーに呼び出されることになっています。本来なら、ここで僕自身の居場所を告げ、達成すべき条件を提示するはずでした』

　勇者は何な故ぜか不穏な過去形で話す。

　想像通り、台詞せりふは『ですが』と繫つながった。

『それはあなたが普通のプレイヤーだった場合です。──もしそうだったら話は簡単でした。僕は「分かりました。信頼出来る皆さまが揃そろってそう仰おつしやるんです。彼かの王は悪なのでしょう」と言えばいい。……まあ、あなた以外のプレイヤーではまず僕まで辿たどり着けませんけどね』

「？　なんでだよ。姫ひめ百ゆ合りの正体が偶然にでも分かれば可能性はあるだろ」

『いいえ。彼女に聞いていませんか？　侍従隊隊長を協力者に加える条件は〝プレイヤーに《擬態》した彼女の正体を看破すること〟、それともう一つ〝姫に殺意を向けたことがないこと〟です。一度でも姫殺しの選択を採ろうとしたプレイヤーはその時点で彼女を協力者にする資格を失います。だから僕には到達できない。……しかし』

　勇者の声は暗く重い。まるで引導を渡すかのような口調で、淡々と事実を告げていく。

『あなたもまた、ここで止まる運命なんですよ。用意されたセリフを言いましょう。「僕があなた方の協力者に？　……分かりました、と言うとでも？　あなた方は揃って僕を陥れようとしている。力づくで来るのなら、僕も力づくで抵抗します」』

「は…………？」

『どうやら僕は疑い深い設定キヤラクターらしくてね、狡こう猾かつなお姫様をいつでも警戒しているんですよ。──と、まあこのように、この条件は元々目め眩くらましというか、クリアさせる気がないものなんです。申し訳ありませんね』

「……そう、かよ」

『はい。──ああ、勘違いしないでください。僕も〝勇者〟という立場上こんなことを言っているだけで、別にあなたが特別憎いというわけでは──』

　通話を一方的に断ち切って、俺は苛いら立だち紛まぎれに荒い息を吐いた。急激に早まった動どう悸きが収まらない。両腕で頭を抱えてしゃがみ込む。

　──一瞬で奈落の底へ叩たたき落とされた。まさしくそんな気分だった。

　目眩まし。目眩ましだと？　勇者の言葉を信じるとしたら、勝利条件の二つ目はブラフということになるんだろう。示されていた道の一つはそもそもゴールまで地続きになっていなかった。反乱軍を四人揃えることは永遠に叶かなわない。

　いや、それだけじゃない。だって、これで『雲居春香』は完全に詰んだ。

「っ……！」

　認めた瞬間に頭の奥が悲鳴を上げる。

　だけど、ああ、そうだ。確かにそうだ。雲くも居い春はる香かのわずかなＨＰでは《刻限摩耗症》を維持出来ない。立場のせいで〝勇者〟の協力が得られない。姫殺しなんて要は自殺だ、それじゃクリア以前にゲームオーバーになってしまう。

「どう、なってんだ……っ！　なんでだよ、どうしてこんなことになる!?　これじゃあまるで──最初から、姫に勝たせる気なんか全くないみたいじゃねえか……！」

　あまりに絶望的な状況に、俺が吐き出したのはそんな八つ当たりじみた糾きゆう弾だんだった。

　いや……分かってる。分かってるさ。姫ひめ百ゆ合りは確かに〝針の穴〟程度の勝ち目があると言っていたし、それはスフィアの性質からも間違いない。けれど。

「見つからねえんだよおっ！」

　俺には見えない。勝ち筋なんて、もうとっくに潰ついえているようにしか思えない。

　やっぱり──姫は、春はる風かぜは、ただ狩られるために用意された存在なのか？　そんな、そんなくそったれな答えが正解であっていいのか？　正解だとしてその理由は？　スフィアはどうしてそんな意味の分からないことをやっている？

「分からねえよ……ちくしょうっ！」

　ダン、と壁を殴ると想像以上の痛みが返ってきて、弱すぎる俺の頰ほおを再度涙が濡ぬらした。




『プレイヤー名：雲くも居い春はる香か。

〝呪われし秘[image: ]〟収集状況１。〝反乱軍〟結集状況３。

　状況ステータス：勝利条件１及び２、実行不能バースト。

　──自殺リタイアしますか？』

[image: ]
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　　　　♯



「ナギ？　ねえナギってば。さっきから黙り込んじゃってどうしたの？」

「…………」

「ナギ？　ナギー？　きーこーえーまーすーかー？　……おいこら、ナギのくせに私のこと無視するなんて良い度胸してるじゃないっ！」

「…………」

「って……あう……もう。ねえ、ほんとにどうしちゃったの？　ナギがそんなんだと私つまんないよ」

　さっきから鬱陶しいくらいの距離感で隣を歩いていた幼おさな馴な染じみが、ようやく唇を尖とがらせて身体からだを離した。微かすかに沈んだその表情に罪悪感こそ覚えるものの、残念ながら今の俺にそれを取り繕う余裕はない。

　……昨日は、あれからすぐログアウトして、部屋の鍵をかけたまま一日中寝ていた。もちろん春はる風かぜの許可は取っていない。決めたばかりの役割分担をいきなり放棄してしまった形になる。これ見よがしに置かれていた交換日記に目を通す気力さえ起きなかった。

　俺は、一体、何を間違えたんだろう──何度目とも知れない悔恨が浮かぶ。

　間違えた。

　そう、俺はきっと、どこかで決定的なミスをしたんだろう。何せ今の状況を挽ばん回かいできる気が全くしない。秘[image: ]の対処方法？　協力者を得る順番？　どっちにしても今さらだ。間に合うわけがない。それなのに、どうしても考えてしまう。

　そんな俺の雑念を他よ所そに、雪ゆき菜なが不意に妙なことを口走った。

「ぶつぶつ、ぶつぶつ……全くナギはこれだから。せっかくちょっと見直してたのにすぐ台無しにするんだもん」

「…………？」

「あ、ちょっとだよ、ちょっとだけだからね？　昨日のナギはちょっとだけ……うん、格好良かった、かも。なんか昔のナギみたいで──って、私さっきから何言ってるの!?」

　一人で絶叫しながら勝手に赤くなっている雪菜に胡乱うろんな視線を向ける。……なんの話をしてるんだこいつは？　言葉の内容が断片的過ぎてよく分からない。

「……まあ、いいか」

　反射的に首筋へ手を遣やろうとして、億おつ劫くうになってやめる。

　しかし、後になって思えば、その疑問は放置せずちゃんと追及すべきだったんだろう。




　おはよう。はよー垂たる水み。あ、垂水くん今日は遅刻じゃないんだね。昨日の宿題やってきた？　おっせーぞー夕ゆう凪なぎ。なあなあ今朝のＴＶ見た？　今日の体育テニスオレと組もうぜい。つか夕凪、お前ＬＩＮＥちゃんと返信しろよなー。

「──────は？」

　間の抜けたような声と共に、スクールバッグが肩からずるりと滑り落ちた。

　いつもの教室。いつもの時間。いつも通りに無言でドアを開けた俺を出迎えたのは、しかしいつもとは違う明るい挨拶の声だった。

「え、っと……え？」

　目の前に広がる理解不能な状況に硬直し、動揺し、思わず後ずさる。

「？　そんなところで何してんのナギ？　邪魔だってば、早く入りなよ」

「うお、っと！」

　このまま逃げてしまおうか──そんな思考が脳裏を過よぎったのも束つかの間ま、遅れてきた雪ゆき菜なに背を押され、つんのめるようにして謎の空間に放り込まれてしまった。

　途端、季節外れの転入生のような勢いで周囲を取り囲まれる。

　顔と名前がなんとか一致する程度のクラスメイトが我われ先さきにと話しかけてくる。

　彼らの表情に浮かんでいるのはどれも純粋な好意だ。決して悪意じゃないし好奇ですらない。俺を陥れようとする意図などは微み塵じんもなく、期待とか関心とか、そういった陽性の感情だけが勢いよく渦巻いている。

　喩たとえて言うなら、それはかつての俺が失った陽ひだまりのような日常そのものだ。

　そんな居心地の良すぎる空間が、今の俺には心底、居心地が悪くて──ふと思い至る。

「春はる風かぜか……？」

　譫言うわごとのように呟つぶやいた。

　そうだ、それなら雪菜の発言にも説明が付く。昨日の俺が、春風が、ここで何かをやったんだ。それによってクラスにおける俺の評価がガラリと変わった。

　だけど、どうして春風はそんなことを？　クラスでハブられるのが嫌だったのか、それとも……まさか、友達がいない俺を嘲笑でもしようって？

「ざ、けんな……」

　俺が発した小さな声に、集まっていた連中は揃そろって「なにか言った？」とばかりに首を傾けた。──そこで止やめておけば良かったのかもしれない。懸念は押し殺して、気持ち悪さは塗り潰して、普通の幸せが得られる賢い選択をすれば良かったのかもしれない。

　だけど、ＲＯＣのクリアが絶望的になったことで気が立っていた俺は、この時、考え付く限り最低の対応をしてしまったんだ。

「うるっせえんだよ!!　ごちゃごちゃごちゃごちゃ喚わめいてんじゃねえ！　ああくそあの野郎、俺が苦労してるときに余計なことしやがって！　迷惑なんだよ、勝手なんだよっ！　頼むから俺なんかに関わらないでくれ!!」

　教室中の空気が凍り付くのを感じながら、俺はバッグを置き捨てたまま学校を後にした。




「──待ちなよ、キミ」

　校庭を抜けた辺りで、頭上から声が降って来た。

「非常に残念だよ。心苦しい。ボクはキミのことが気に入っているけれど、今のキミにはあまり興味を惹ひかれないな。いやはや、まさか〝余計なこと〟とは恐れ入った」

　言葉と同時に飛び降りて来たのは、案の定と言えばいいのか、フード付きのパーカーに棒付きキャンディーを咥くわえた不審者こと瑠る璃り先輩だ。

　先輩は一歩分だけ俺との距離を詰め、ほとんど隠れた瞳でこちらの表情を窺うかがってくる。

　気まずくなって視線を逸そらし、声が震えないよう注意しながら口を開いた。

「……なんで知ってるんですか、そんなこと」

「なんでと言われても、ボクは大体全てを知っているからね。興味のあることなら大概は」

　冗談とも本気ともつかない口調で先輩は言う。実際、数多あまたの噂うわさが事実なら、それくらいの能力は持っていてもおかしくない人物ではあった。

「だったら分かってもらえると思いますよ、先輩。あれは余計なことでした。……だって、俺はあんなの望んじゃいなかった。昨日の俺の行動は、まあ言うなれば軽い悪ふざけみたいなもんです。たまには趣向を変えてみたってだけ。飽きたから元に戻します」

「へえ。──なるほど。キミに噓うそを吐つかれるのは、なかなかどうして、良い気分がしないものだね」

「……先輩？」

　会話の合間にもゆっくりと歩を進めていた先輩は、いつの間にか俺の目の前にまで迫っていた。ちょうど真下から見上げられているような体勢。前髪の隙間から覗のぞく目元は微かすかな怒いかりに色付いていて、声には気け圧おされるほどの凄すごみすら感じられる。

「キミは、本当に本気の本心から、〝あんな芸当〟が〝軽い悪ふざけ〟程度の気持ちで実行出来ると思っているのかい？」

「え？　──いや、だって、そんなの」

「一昨日おとといまで」

　先輩は食い気味に言葉を繫つなげる。

「キミのクラス内での評価は正直に言って底辺だった。実際的なイジメはなかったにせよ、誰からも疎うとまれ、誰からも遠ざけられていた。それは認めるよね」

「それは、まあ、はい。その通りですから」

「けれどそれが一日で覆くつがえった。……これがどういう意味か分かるかな。キミが今まで数ヶ月、数年と積み上げてきたマイナスを、彼女は一日のプラスで埋め合わせたんだよ」

「彼女、って。え、先輩、なんで──っ」

「そんなどうでもいい部分に食いつかないで欲しいな。──ねえ。キミは、彼女がどうしてそんな行動を取ったのか、本分を越えてキミに干渉しようとしたのか、それを想像する余力すら失っているのかい？　もしそうなら、少し興覚めだ。そんなキミはつまらないよ」

「────っ。……すいません、先輩。用を思い出したので、失礼します」

　冷たい刃物のように鋭利な言葉に穿うがたれて、俺は俯うつむいたまま駆け出した。

　全身で風を切りながら、脳内にはいくつものキーワードが浮かんでは消える。クラスでの風当たりの変化。あんな芸当。悪ふざけ。春はる風かぜが取った行動。干渉。ＡＩという枠から逸脱しているようにも思える越権行為。その理由。

　……確かに〝軽い悪ふざけ〟は言い過ぎだった。それは先輩の言った通りだ。

　だけどそれならより一層──安くない対価を払うんだから、見合う報酬がなきゃおかしいじゃないか。春風自身にメリットがない以上、俺を貶おとしめるのが目的だったと考えるのが筋じゃないか。だって〝自分〟のプラスと〝他人〟のマイナスは相対的に等価だから。

　頼むよ春風。そう言ってくれ。じゃないと俺の大事なこわれた価値観がまた狂っちまう──

「っ！」

　嚙かみ締しめ過ぎた唇は既に紫色に変色していた。





　　　　♯



『そんなわけで、雪ゆき菜なさんと瑠る璃りさんにも手伝っていただいて、夕ゆう凪なぎさんの良さを皆さんに知ってもらう作戦を実行しちゃいました！　えへへ、前もってお伝えしてなかったのは、普段のお礼ということで、ちょっとサプライズがしてみたかったからです。

　知ってますか？　サプライズって、すごく素敵なんですよ。嬉うれしくって、なんだか温かくなるんです。わたしの声に夕凪さんが初めて応えてくれたみたいに、ふわふわするんです。あの時みたいな幸せを感じてもらえたらいいな、って、思いました。

　えへへ。どう、かな？　うれしい？

　ドキドキします。誰かのために何かをするのがこんなに胸を躍らせるなんて、わたし、今まで知りませんでした。新発見です。すごいです。

　夕凪さんがうれしいって言ってくれるなら、わたし、頑張った甲か斐いがありました』




「く……そぉっ！」

　いつの間にか、握り締めた手の中でページはくしゃくしゃになっていた。

　俺は馬鹿だ。前代未聞の馬鹿野郎だ。

　春風がこれほど純粋な想おもいで取った行動を、感謝を、ただ苛いら々いらしていたからという理由で無駄にした。勝手に疑って勝手に捨てて勝手に傷付けた。それがどれだけのことか想像しようともせずに、だ。

　一生懸命に書かれた筆致を指でなぞる。…………ここまで、

　ここまでされて──俺は、まだ腑抜けたままでいるつもりなのか？

　つまらない。今の俺は面白くない。雪ゆき菜なにも瑠る璃り先輩にもそう言われた。そりゃそうだろう、だって俺が春はる風かぜに返してやれることなんて最初から一つしかないんだ。そのたった一つを諦めているようじゃ話にならない。

「…………」

　胸の中に燻くすぶる思いは二つ。人間不信と、その対極。

　それらは互いを吞のみ込もうと揺らいでいて、その揺らぎを生んでいるのは春風だ。

　だからこそ。

　俺は、ここで立ち止まるわけにはいかない──。




　家を飛び出すや否いなや一直線に学校へと駆け戻った俺は、授業中の教室にスライディングで滑り込んで、呆あつ気けに取られるクラスメイト全員に向けて土下座しやざいした。

「さっきは怒鳴ったりして悪かった！　ちょっとイライラしてたんだ、この通りだから許して欲しい。これからもどうか俺と、こいつと仲良くしてやってくれ！　……ください！」

　一瞬の沈黙が場を支配して。

　その後すぐに広がったくすくすという笑い声は、けれど嘲笑じゃなかったと思う。
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　ナギの豪快なスライディング土下座を見て、どうしてか、ふと昔のことを思い出した。




　私、佐さ々さ原はら雪菜は、交通事故で大おお怪け我がを負ったことがある。

　今からだいたい四年前。まだ中学生だった頃のこと。

　物静かで引っ込み思案で、あんまり人付き合いも良くなかった私には、友達らしい友達がいなかった。だからその日も家で本を読んでたんだけど、突然部屋に上がり込んできた幼おさな馴な染じみに連れ出されて隣町まで遊びに行くことになったんだ。

　その幼馴染みが、ナギ。垂たる水み夕ゆう凪なぎ。

　いつもいつも自分のことなんか棚上げで、誰かのために行動できる……私の好きな人。

　その日もナギは強引に私の手を引っ張っていたけど、それが私に負い目を抱かせないためのものだということは分かってた。別にお前のためじゃない、俺がそうしたいだけだからな、って口癖みたいに言ってたっけ。そう、ナギは基本的にツンデレだから。

　それで、結局。その日私たちの手が離されたのは帰り道、私が珍しい毛並みの野良猫を見つけたときだけで。

　特に猫好きっていうわけでもないのに彼（彼女かな？）を追って思いきり道路に飛び出した私は──それはもう、物の見事に、大きな車に撥はねられました。

　ぐしゃって、ね。なんか、他ひ人と事ごとみたいな音がしたっけ。

　低く舞う視界に映っていたのは、上下が逆さまになった景色と、不思議そうに私を見上げる一匹の猫と……大きく目を見開かせたナギ。直後に地面へ叩たたきつけられた私の耳に、最後まで聞こえていたのもナギの声だった。返事は出来なかったけど。

　それから私は、近所にあるどこかの大学付属病院に運び込まれたみたい。この辺りは聞いた話になるけど、当時、私を診てくれたお医者さんは、開口一番にこう言ったんだって。

『一命は取り留めましたが……まだ危機は脱していません。ここから数日が山でしょう』

　なんだっけ？　お悔やみ申し上げます、とか言うんだっけ、そういうの。違うかな。

　私の身体からだはその時点でもうぐちゃぐちゃだった。うら若き女子中学生にあるまじき悲惨さだよ。たとえ命が助かったとしても、一生歩けないし喋しやべることすら困難になるって、そう診断されてたみたい。

　でも──それなのに、私は今でもこうしてぴんぴんしてる。瘦せ我慢じゃないよ？

　復帰は絶望的、なんて言われてた私が事故からたった十日間で完治したことは、当時神の奇跡だ悪戯いたずらだなんて騒がれた。だけど、実は、私はその〝奇跡〟の理由を知っていた。

　ある日の深夜。

　病院のベッドに縛り付けられて意識のない私の頭の中に、不思議な声が聞こえてきたの。

〝君は実に幸運な少女だ〟

〝彼に感謝するといいよ。ああ、間違いなく、彼の才能が君を救った〟

〝そのせいで……少し、壊こわれてしまったかもしれないけどね〟

　彼、というのが誰なのか、その声は言ってくれなかったけど、とにかくその翌日、私はただ深い眠りから目覚めるように起き上がったんだ。

　そしてすぐに気が付いた。ナギがいない。ナギのことだからきっと居てくれると思ったのに、姿が見えない。数日間もずっと付き添うなんて出来るわけないのに、その時の私は我わが儘ままで、そんなことに頰ほおを膨らませていたんだ。

　教えてくれたのはお母さんだった。──ナギは最初の三日間くらい、ずっと私の傍そばに居てくれた。でもその後、不意に姿を消した。家にも学校にもどこにも居なくて、捜索願いまで出されて。

　それで今朝、とてもとても酷ひどい顔色で戻ってきたんだって。

『あなたの顔色を一目見て、少しだけ笑ってくれたわ。だけど、すぐに帰っちゃったのよ』

　その時は、ふうんと思っただけだった。だってあのナギだ。善意と行動力と傍ぼう若じやく無ぶ人じんの塊だ。どうせそのうち会いに来てくれる。当時の私はまだ、そうやってナギに甘えていた。

　だけど、退院してもナギは私と会ってくれなくて。

　勇気を出して自分から訪ねてみても、ろくに相手をしてくれなくて。

　人気者だったはずのナギが学校で孤立するようになって、やっと気づいた。

　そっか、壊れたのはナギなんだ。ナギが〝奇跡〟で私を救って、代わりに壊こわれた。いつもみたいに勝手に、誰かのために、私のために自分を犠牲にした。

　それがあまりに嬉うれしくて、あまりに悔しくて──だから私は、いくら拒絶されてもいくら邪険にされてもいくら無視されても、無理やり強引に厚かましく、ナギの隣に居続けてやるって決めたんだ。引っ込み思案は、止やめたんだ。

　ナギの良さを一番知ってるのは、私だから。

　────だから……そんな私だから、嬉しかった。

　昨日のナギが本物じゃないのは、知っていた。だってあんなのナギじゃない。見た目が同じなくらいで幼おさな馴な染じみを騙だませると思ったら大間違い。……まあ、あっちのナギはあっちのナギで良い子だったけどね。ちゃんと出会えたらきっと友達になれると思う。

　でも、だけど、私の好きなナギはやっぱりこっちだ──なんて、教室に滑り込みながら床に頭を付けている幼馴染みを見ながら思う。

　あ、ええと、変な意味じゃないからね？　征服欲とかそういうんじゃなくて……私が言ってるのはナギの表情。周りの全部から自分を遠ざけるんじゃなくて、当たって砕けろくらいの勢いで、身体からだごと誰かにぶつかっていく覚悟の目。

　ああ、と、開いたままの瞳から思わず涙が零こぼれていた。

　この涙は、どっちだろう。ナギが以前のナギに戻ってくれたから？　それとも……ナギの視線の先に居るのが今は自分じゃないと分かっているから？

　分からない。分からないけど……だけど。

「やっぱり、ナギはそうじゃなくちゃ」

　一瞬だけ窺うかがうように私の方を向いてくれたナギに、いいから早く行きなさいよばか、と小さく短く手を振った。
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　ＲＯＣへのログインが出来ない。

　再び学校を抜け出した俺に起こったのはそんな異常事態だった。

　いや、ログインそのものに明確な目的があるわけじゃない。ただゲームを途中で投げ出したことが今さらながら恥ずかしくなり、戻ろうとしただけなのだが──パターンロック画面で何度Ｚ字を描いてみても『パスワードが違います』と無機質な表示に弾はじかれる。

「……くそ、くそっ。なんなんだよ……っ！」

　焦あせりで荒くなった息をなんとか抑え、俺は制服のまま市街地へと駆け出した。

　ログインが出来ない理由は分からない。春はる風かぜが向こうで何か特殊な事態に巻き込まれている？　それともあるいは、誰かに殺されてしまった？　考えたくはないけど有り得ない話じゃないだろう。だって、前回の俺は何も考えずに最後の《退却》を使った。

　もし〝姫〟が既にゲームオーバーになっていて、その上で『垂たる水み夕ゆう凪なぎ』に被害が及んでいないというのなら、それは当初の望み通りなはずなのに──もう、俺にはその結末を喜ぶことなんて出来なかった。こんな中途半端で終わってたまるか。

「……そうだ」

　ふと思い立って、俺はもう一度ポケットに手を遣やった。スマホのパターンロックを今度は間違えずに解除する。そして、アプリ一覧の片隅にあるＲＯＨのアイコンをタップした。

〝ＲＯＨはＲＯＣとリンクしている──〟

　藁わらにもすがる思いだった。その〝リンク〟はもしかしたら、例のヒント情報だけの話なのかもしれない。だけど、ＲＯＣがＲＯＨの世界観を踏とう襲しゆうして設計されていることは間違いないんだ。たとえ細い糸でも、繫つながっているなら手た繰ぐり寄せられるかもしれない。

「何か、何かないのか？　ＲＯＣだ、繫がれよ……っ！」

　ゲームのホーム画面内にあるメニューバーを連打しまくり、各種項目に目を通す。なんでも良かった。ＲＯＣ端末に繫がる〝交信〟の類たぐいや、音声が無理でもメッセージを送れるならそれでいい。両方の世界からアクセス出来る掲示板なんかでも構わない。

　だけど、そんなものはどこにもなくて。

　力なく目を瞑つぶった俺の指が──たまたま、とあるメニューに触れてしまったようだ。ソシャゲにしては重厚なサウンドが流れ始め、思わず画面を見み遣やる。

「……〝探索モード〟？」

　そこには、俺が操作する３Ｄモデルのキャラクターや、そいつの各種ステータス、それから手札のスペルカードが映し出されていた。カメラと連動しているんだろう、背景はイラストではなく現実世界そのものだ。

　なるほど、こうやってそこら中を探索しながら進める拡張現実ＡＲゲームなんだな、とどうでもいい知識が増える。

「そんなことしてる場合じゃないっての」

　少しだけ悪態を吐ついて、すぐにアプリを落とそうとした。思えば最初にＲＯＣへログインしたのも誤操作が原因だったか。つくづく迷惑だな、と一度だけ画面を睨にらみつけて、

「っ[image: ]」

　今……背景に、やたらデカい大剣を振り回している人間が映り込まなかったか？

　もちろん、そんな輩やからは俺の視界にはいない。けれどスマホの中、レンズ越しの現実世界を映しているはずの画面には、確かにそんなトチ狂った人類が存在している。

「まさか……」

　ドクンドクンと心臓が大きく脈を打っていた。直感に従って、俺は〝探索モード〟を起動したままぐるりと辺りの光景を見渡す。すると、もう、あるわあるわ。現実じゃ有り得ないような戦闘痕がいくつも見受けられる。

　ああ、間違いない。決定的だ。

「ＲＯＨの探Ａ索ＲモードはＲＯＣの〝ゲームフィールド〟を映してるっ！」

　だったら俺は、きっと春はる風かぜを見つけることが出来る。




　──スマホの画面に映る〝ＲＯＣ〟を〝現実世界〟に重ねながらひた走る。

　こうして誰かのために息を切らすのは久しぶりのことだった。最後の記憶は多分、四年前。それ以前の俺は〝お節介こういうこと〟が通常営業だったけれど、そんな強引な気質は、例のゲームを境にぱったりと途と絶だえている。

　事故で重傷を負った雪ゆき菜なを助けるため、無我夢中で参加したあのゲーム──そこで俺は、夥おびただしい量の悪意に晒さらされ、潰され、壊こわれたんだ。人間不信なんて言葉じゃ軽すぎるくらいに、何も信じられなくなって、全部が敵に見えて、ただただ塞ぎ込んでいた。

　春風と〝入れ替わる〟までは。

　あいつが、予想もしなかった純粋さほうほうで、歪ゆがみ切った俺の価値観を覆くつがえすまでは！

　俺にとって、春風の存在は眩まぶし過ぎた。いつかの自分が持っていたもの、それを徹底的に純化したような性質。しかも春風は俺より酷ひどい境遇に突き落とされてなお自分を失わなかった。強い、あまりに強い。本当に、あいつには揺らがされてばかりだ。

　でも、だから、だからこそ。

「最後まで付き合えよ、春風……こんなところで置き去りなんて割に合わねえ。ああ、放り出したのは悪かった。もし拗すねてるんなら謝るからさ。だから……だから隠れてないでさっさと出てこい！　俺をその気にさせた責任を取りやがれええっ！」

　周囲の目なんか気にもせずに絶叫して──その時。

　画面の中に見知った誰かの姿を見た。

　すぐには信じられず、俺は何度か瞬まばたきを挟んでもう一度画面を覗のぞく。人影は消えていなかった。人工河か川せんの河原。初めて入れ替わった時に〝俺〟が泣いていた場所。その少女は今もまた泣き出しそうな表情で、でもそれを堪こらえるように体育座りで俯うつむいている。

　声を出そうとして、掠かすれた音しか出なくて、顔を赤らめて咳せき払ばらいした。──こほん。

　もう一度リトライだ。

「……なあ、春風」

　緊張混じりの声こわ音ねで話しかける。

　画面の中の少女──自分を客観的に見ているようで不思議な感じだ──は、けれど、俺の声には気付いていないようだった。音声が接続されていないんだろう。こんなに近いのにあまりに遠くて、心がきりきりと悲鳴を上げる。

　出で逢あえない。














　俺と春はる風かぜは住んでる世界が違うから、いつまで経たっても出で逢あえない。

　────なんて、諦めてやるかよ馬鹿野郎。

「春風、俺だ。夕ゆう凪なぎだ」『……』「遅くなって悪かったな」『……』「なんだよ、遅刻したから怒ってんのか？」『……』「俺さ、お前と会うの初めてだけど、なんかそんな気がしないんだ」『……』「入れ替わってたのもあるし、交換日記で人柄を知ってるからかもしれないけど、多分それだけじゃないんだよな」『……』「俺とお前、似てるんだ。追い込まれた状況がさ。だけどお前の方が強かった」『……？』「でも──俺だってもう、置いてかれるのは御ご免めんだよ」

　言葉を閉じた瞬間、春風の肩がピクリと跳ねた。彼女は極上の金糸を靡なびかせながら左右に視線を遣やり、まるで誰かを探しているかのように大きな目を瞬まばたかせ──そして、虚こ空くうに向かって口を開く。

『もしかして、夕凪さん、ですか……？』

「っ！　あ、ああ。聞こえるか？　ちゃんと、聞こえてるのか？」

『はい──、はいっ』

　春風はふわりと頷うなずくと、上品にスカートを抑え、それから静かに立ち上がった。仕草からして俺とは全然違う。変な表現だけど、これなら『雲くも居い春はる香か』も本望だろうなとちょっと思った。中の人が変わるだけで人間ってのはこうも変わって見えるらしい。

　そして春風は、きょろきょろと辺りを見渡して。

　少しだけ涙の滲にじんだ目尻を一生懸命両手で擦こすって。

　見えていないはずの俺をほとんど真まっ直すぐ捉えながら──蕩とろけるように笑うのだった。

『初めまして、ですね。夕凪さん。……えへへ、やっと逢えましたっ』





　　　　♯



『まずは、ごめんなさい。夕凪さんのログインを邪魔してるのはわたしです』

　近くにあったベンチに移動してすぐ、春風はそう切り出した。

　俺は現実世界の、春風は裏世界ＲＯＣの同じベンチに座っている。スマートフォンの画面を通じて、というのがもどかしいけれど、とりあえず会話の体てい裁さいは取れていた。

「……一応、なんでそんなことしてるのか訊きいてもいいか？」

『えっと……ちょっとだけ、言いい辛づらくて。夕凪さんならもう分かってたりしませんか？』

「なんとなくはな。だけどお前の口から聞きたい。実は俺、少し怒ってるから」

『あぅ。やっぱり気付いてるんですね』

　画面の中の春風が小さく項垂うなだれた。膝の上で組まれた両手がモゾモゾと動く。彼女は何度かチラりと俺（が居るだろう方向）を見上げ、目を泳がせ、それから観念したように口を開いた。

『声が──聞こえたんです。夕ゆう凪なぎさんの声でした』

「声？」

『はい。それも多分、絶望の。……わたしたちは表と裏でリンクしてるので、感情が昂たかぶったりすると相手に〝音〟として届けられるみたいなんです』

「……」

　なるほど、と思った。それじゃあ俺が最初に聞いた〝幻聴〟も春はる風かぜの悲鳴だったわけだ。

「それで？」

『だから、えっと……その。わたし、夕凪さんがゲームの攻略に詰まっちゃったのかなって直感したんです。それくらい大きな絶望でしたから。……それで』

「──このままじゃそう遠くないうちに『雲くも居い春はる香か』がゲームオーバーになると思って、その時点での〝中身〟が俺にならないようロックを掛けた？」

『あぅ。……えへへぇ、夕凪さん、やっぱり鋭いですっ』

「いやこんなところで露骨に誤ご魔ま化かされても」

　ううう、と困ったように表情を曇らせる春風。

　いくらスフィアのＡＩとは言え、ＲＯＣのサーバに直接干渉してログイン条件を書き換える、なんて、離れ業を通り越して〝無理〟な気もするが……まあ、実際やったと言うのだから仕方ない。問題はその意図の方だ。

『……で、でも！』

　俺の声こわ音ねから内心を察したのか、春風は唐突に大きな声を上げた。両手をぎゅっと握り締め、訴えかけるように言葉の続きを絞り出す。

『普通のことです。当たり前ですよ。だって……元々この身体からだはわたしのものです。夕凪さんは運悪く巻き込まれただけなんです。だったら、ＲＯＣで殺されるべきなのはわたしの方じゃないですかっ！』

「……」

『それに……えへへ。わたしは、ＡモＩノですから。作った人がどうしようがその人の勝手という見方も多分あります。あるんです。死にたくは、ないですけど』

　春風が不意に下を向いた。顔を見られたくなかったのかもしれないが、膝の上で握られた拳にはポタポタと大粒の雫しずくが落ちている。

『わたしはっ……もう、充分幸せでした。ＲＯＣに放り込まれてからずっと独りで、恐怖に囲まれて生きてきましたけど……この数日は楽しかったから。この想おもい出でがあれば、わたしは、きっとどんなつらい目に遭ったって大丈夫です。ぐ、っと耐えられるんです』

「…………」

『耐えられ、るん、です……よ？』

　ようやく持ち上がって笑えみを浮かべようとする春風の表情は、とっくに涙でぐちゃぐちゃだった。

　──やっと、分かった。これこそが、スフィアの意図したものなんだ。

　彼らはまず春はる風かぜに孤独と恐怖を与え、それから一筋の希望として俺を用意した。だけどそれは可能性なんかじゃなく、さらなる絶望へ突き落すための〝偽りの希望〟だった。

　だって希望を知らなきゃ絶望なんて知り得ない。

　だから彼らは、純粋すぎたＡＩに負の感情を教え込むための撒まき餌えとして、俺を彼女にあてがった。

　恐らくは、次のゲームのための布石として──。

「……っ」

　いつの間にか頰ほおが引き攣つっていた。拳は春風のそれよりもずっと固く握られていた。

　そうかよ。お前らはそんな屑くずみてえな計画のために、こいつにこんな顔をさせたのか。

「一つだけ……一つだけ訂正がある」

『え……？』

　俺はゆっくりと息を吐き出しながらそう言った。小さく口を開けて続きを待つ春風に、手を伸ばせないのがこれ以上なく悔しい。やっぱり俺と春風の間には、世界とか次元とか、そんな感じの大きすぎる溝がある。

　だけどそれでも、言葉が届く分だけ、俺がお前に一番近い。

「俺がただ巻き込まれただけ、って言ったな。それは間違いだ。スフィアは、天道白夜ゲームマスターは俺を指名したんだよ。お前があいつに虐いじめられてるのと同じく、俺も目を付けられてるんだ。だから別に偶然でも事故でもない。俺とお前がペアなのは必然だ」

『あ……で、でも』

「でも、も何もないって。俺は前の裏ゲームをクリアしてるから、その腹いせとして今回のゲームで〝一いち縷るの希望〟役にキャスティングされた。もちろん、お前と一緒に叩たたき潰つぶされるところまでがシナリオなんだろうな」

　だけどさ、と続けた。話していてだんだんと苛いら立だってくる。

　筋書き？　シナリオ？　てめーはなんだ、神にでもなったつもりか。

「なあ春風、お前さ、楽しいんだろ？　こっちの世界はキラキラしてるって言ってたよな。嬉うれしくて幸せだって言ったよな。続けたくねえのかよ。んなあっさり手放しちまって良いのかよ。そういうのってさ、一度失なくすと大たい抵てい二度と取り戻せないんだぞ」

『わたし、は……わたしは』

「ちなみに俺は嫌だぜ？　そんな胸むな糞くそ悪い結末で誰が喜ぶと思ってんだ。……だからもう一回だけ訊きく。もう一回だけ、回答のチャンスをくれてやる。

　お前は一体どうしたい──どんな結末つづきがお望みだ」

　いつかノートに記した質問を再度投げつけた。あの時ははっきりとした答えが返ってこなかったけど、もうそこは避けて通れない。だってお前が応えてくれないと、なんて言うか、俺が動くための言い訳が立たないんだよ。

『…………』

　春はる風かぜはしばらくの間、ただ黙って顔を俯うつむけていた。その横顔はどこまでも真剣で、真っすぐで、圧倒されそうで。

　そして彼女は、不意に立ち上がって叫ぶ。




『わたしは──まだ、まだまだやりたいことがたくさんあります！　これから先も生きてたい、全然足りないです……っ！　我わが儘ままだって言われても、欲張りだって言われても構いません。わたしは、春風は、……夕ゆう凪なぎさんと、手を繫つないでみたいんです。一緒にっ、ずっと一緒に居たいですっ!!』




「了解だ、お姫様」

　俺はこんな時だから少し気取ってそう答え、画面の中の春風と真まっ直すぐ目を見合わせた。

　伸ばした手は届かない。長い髪も撫なでられない。

　それでも確かに、二つの世界は小さな画面越しに繫がっている。

　何とも奇妙な相互接続クロス・コネクトだ。俺と春風は言葉通り一心同体で、背中合わせで、替えの利かない唯一無二の存在パートナー。いつでも寄り添っているようなものだから、元来の〝ヒーロー気取り〟な性質を取り戻しつつある俺はもう弱音を吐くことも出来やしない。

　だからこそ──ニヤリ、と。

　俺は露骨に口角を上げて宣言した。

「いいかよく聞け春風。……俺たちはこれから、このゲームを完かん膚ぷなきまでに攻略する」

　天てん道どう白びやく夜やに、スフィアに、垂水夕凪を春風の相方に選んだことを後悔させてやろう。




『プレイヤー名：雲くも居い春はる香か。

〝呪われし秘[image: ]〟収集状況１。〝反乱軍〟結集状況３。全勝利条件喪失ロスト済み。

　状況ステータス：攻略再開』
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　　　　♯



　春はる風かぜの了承を取り、今度こそＲＯＣにログインする。

　と、入れ替わった直後の俺に向けて、完璧なタイミングで一発の銃弾が放たれた。

「うおぉ!?」

　間抜けな叫び声を上げながら間一髪で回避する。……いや、間一髪は噓うそだ。証拠に透き通るような金糸が数本、はらはらと宙を舞っている。

　舌打ちと共に攻撃の主を見み遣やれば、そいつはやけに見覚えのある顔立ちをしていた。

「十六夜いざよい弧こ月づき……っ」

「かはっ。よぉ、二日ぶりだな垂たる水み夕ゆう凪なぎ。元気してたか？　んじゃバイバイ」

　十六夜はニヤリと嗤わらうと、挨拶もそこそこに再び照準を合わせてきた。

　続けざまに発砲──身を捻ひねった俺の真横に鉛の弾が突き刺さり、地面を深く深く抉えぐる。

「ちっ……」

　そうだ、切り替えろ。

　確かにＲＯＣは春風を〝壊コワす〟ために作られたゲームなのかもしれないが、スフィアだけが敵ってわけじゃない。ＰＶＰに妨害乱闘、なんでもアリの裏ゲームだ。ログインした直後のプレイヤーに攻撃しちゃいけない、なんてお行儀の良いルールはない。

　だからもちろん、複数人対一人が卑ひ怯きようだなんて誹そしりは論外である。

「こ、ここ弧こ月づきくんっ。自分は、自分はどうしたらいいっすか!?」

　十六夜いざよいの隣でそう声を張り上げたのは、六りつ花か。背丈に不釣り合いなくらい大きな剣を実体化して携え、いかにも戦士然とした格好をしている。

　……けれど、よく見ればその足は小刻みに震えていて、表情は動揺で溢あふれていて、小さい指はすがりつくような必死さで十六夜のジャケットを引っ張っていた。

　対して十六夜は面倒そうにその手を払はらい除のける。

「ああ？　んだよ、それくらい自分で考えろ。幼稚園は卒園してるんだろうが」

「な──なんっすかその言い草!?　自分は中・学・生っす！　小学校だってばっちり卒業してるっすよ！　ばーかばーか弧月くんのばーか！　最終学歴保育園ーって痛っ!?　ちょっと痛い、痛いっすよ弧月くん!?　拳銃でグリグリは止やめて欲しいっす！」

「う・る・せ・え！　なんでもいいから戦えっつの。分かんねえなら適当に剣振り回しながら自爆特攻でもすりゃいい、オレが合わせでフォローしてやる。はっ、誤射なら任せろ」

「は、はいっ！　……じゃないっすよ！　誤射してるじゃないっすか！　自分の頭パァンってなってるじゃないっすか!?　はっ、さては弧月くん、優秀すぎる自分に報酬ぜーんぶ取られちゃうのが嫌でついに自分を亡き者にっ？」

「六花」

「はい。……あ、こ、これ知ってるっす。普段粗暴で馬鹿で鬱陶しい不良さんがたまに見せる真面目まじめな態度……間違いなく壁ドン告白フラｇ──」

「寝ね惚ぼけんな」

「あーいあいさー！」

　ぐわし、と大きな手で頭を鷲わし摑づかみにされ、涙目になった六花はようやくタンッと地を蹴った。しかし十六夜と違って戦闘慣れしていないんだろう、フラフラと頼りない軌道は俺の下まで辿たどり着くのに十数秒かかりそうだ。

　今しかない。

　俺は迫り来る六花を無視し、十六夜だけを視界に残したまま指先で端末を立ち上げた。

　一いち瞥べつでカードスロットの確認を終える。中身は五枚。《大いなる束縛》に細剣レイピア、それからコモンスペルの《強化》《転移》《停滞》だ。

　枚数はともかくとして……内容はとても潤沢とは言えないか。《停滞＋転移》はバレているし、最悪の場合は《転移》単体でのランダムワープも視野に入れる必要がありそうだ。

「──ちぇすとおおおおおおおおおおお！　っす！」

「っ！」

　思考がそこまで達した瞬間、ついに俺を射程圏内に捉えた六花が思いきり大剣を振り下ろしてきた。揺らぐ剣筋には気迫も何もないけど、俺のＨＰくらい掠かするだけで吹っ飛ばされることを考えれば厄介には違いない。

　長い髪を風に舞わせながらバックステップで回避する──よろけた六りつ花かは地面へ倒れ込んだ──が、しかし一瞬とは言え地面を離れたのは明らかに判断ミスだった。

「隙だらけじゃねえのッ」

　ダァン、と馬鹿げた発射音。吐き出された銃弾は音速で大気を切り裂き、俺の心臓を食い破らんと空を駆ける。

　既に体を浮かせてしまっていた俺が取った行動は、だから一つの賭けだった。

「こっ──の、やろっ！」

「うひゃぁ!?」

　近くで蹲うずくまっていた六花の背中をどうにか蹴る。その反動で俺の姿勢がわずかに変わる。

　直後、衝撃波が肌で感じられるほどの近距離を銃弾が通過した。

「ひゅう──やるじゃねえの夕ゆう凪なぎ、白かよ。分かってんな」

「っ……お前人のパンツ覗のぞいてんじゃねえよぶっ殺すぞ」

「はっ、てめーが見せつけてきたんだろうが。つかてめー、下着までこだわるとか本格派レイヤーかよ。クッソ笑える」

　こちらに銃口を突き付けながら、もう一度軽薄に口笛を吹く十六夜いざよい。

　その表情に浮かぶのは揺るぎない〝余裕〟と〝自信〟だ。天才ゲームプレイヤーを自称する彼にとってはこの程度、まさしく児戯にも等しいといったところだろう。

　なら、どうすれば。どうすればこの場を切り抜けられる──？

「む、むむむー……っ！」

　未いまだ打開策を捻ひねり出せない俺を嘲あざ笑わらうかのように、ダウンしていた六花までもが立ち上がってしまった。彼女は大剣を地面に投げ出したまま、懸命に端末の操作を始める。

　そして数秒後、自慢げに（薄い）胸を張った。

「ふふーん！　自分だって馬鹿じゃないっす。スペルは普通に発動するより、くっつけて使う方がお得っす！　弧こ月づきくんがやってるのを見たっすから、使い方はばっちりっすよ！」

「……あ？　おい六花、オレのやり方だ？　馬鹿、お前んなことしたら」

「《強化＋加速》発動！　それから武器を拾ってとっか────ん！」

　十六夜の制止など物ともせず、六花はそのまま俺に向かって突撃してきた。《強化＋加速》、攻撃と敏びん捷しようの値に大きな修正が入る汎用コンボだ。おかげで武器も問題なく持てるようになり、その威迫はさっきとはもはや別人になっている。

　ただ──戦闘慣れしていない六花は、きっとまだ知らない。分かっていない。

〝ステータスを跳ね上げる〟類たぐいのスペルは、その効果が大きければ大きいだけ〝立ち消えたときの落差〟が酷くなるんだ！

「《強化＋停滞》発動ッ！」

「ってうにゃああー!?　なんっすかこれ!?　重い、武器がまた重くなったっす！」

　俺の発動宣言と同時に、順調に駆けていた六りつ花かが突然ぐしゃあと倒れ伏した。

《強化》と《停滞》の連携で、敏びん捷しよう値が底辺にまで落ちたか、あるいは強化内容を根こそぎ持っていかれたんだろう。どっちにしても、もうしばらく動けまい。

「はあーあ。ったく。だから言ったんだこの馬鹿六花」

　俺の行動を予測していたのか、十六夜いざよいは特に驚くこともなく嘆息した。戦力の減少なんて嘆いてもいないらしく、うーうー唸うなって抗議する六花に舌を突き出して煽あおっている。

　…………いや。と言うか、あれ？

　その光景を見ていきなり高速で回転し始めた思考に、俺は遅れて右手を首筋へ遣やった。

　違う。違う、違うんだ。戦力の減少？　そうじゃない。だって十六夜は、六花がろくに戦えないことを知っていたはずだ。それなのにあえてここに連れてきた。

　どうして──？　秘[image: ]を集めるにしても垂水夕凪おれに執着があるにしても、六花を同行させる意味はない。一昨日おとといみたいな目に遭わないように、という配慮なら、それこそログインさせる必要自体がないだろう。

　だったら話は簡単だ。

　十六夜の目的は、そもそも俺と六花を引き合わせることで。

　彼女が俺に負けるのを承知で、というか端からそのつもりでＰＶＰを嗾けしかけることで。

「もしかして──お前」

「ああ？」

　ふと思い当たった仮説に顔を上げると、秒の速さで不機嫌そうな返事が突っ返されてきた。牽けん制せいじみた声こわ音ねだ。なんだよ、と文句を付けるつもりで視線を遣ると、十六夜は十六夜で誘導するように〝ある位置〟へと瞳を向ける。ふむ……。

　一連の行動に込められた意味がなんとなく分かったから、俺は仕方なく頷うなずいた。

「──なあ。お前、六花って言ったっけ」

「え、自分っすか？　そうっすけど……えっと？」

「今度、もし現実世界で会ったら謝るからさ。なんなら焼き肉奢おごるからさ」

「え、えっと、あの、はっきり言ってくれないと分からないっすけど何か嫌な予感がするって言うか自分今猛烈に逃げたいって言うかこの人可愛かわいい顔して超怖いって言う──」

「俺のために死んでくれ」

「やっぱりっすか───────!?」

　悲鳴を上げる六花に構うことなく、俺は一思いに彼女の胸を貫いた。一瞬で致死ダメージが入り、粒子となって消滅する。恐らく痛みを感じる間もなかったことだろう。

　そして、その間、十六夜弧こ月づきからの妨害が入ることはなかった。

「……はあ」

　ある種の納得と確信を込めて溜ため息いきを吐つく。

　まったく、本当に趣味が悪いヤツだ。趣味が悪くて、その上ちっとも素直じゃない。

　好戦的で挑戦的な薄ら笑えみを浮かべたままの十六夜いざよいに、黙って細剣レイピアの切っ先を突き付けながら──俺は一言、この面倒な状況を解き明かす〝答え〟を口にした。

「お前さ、俺のこと殺す気ないだろ」





　　　　♯



「ぶふっ……くく、かはははは！」

　何な故ぜか腹を抱えて嗤わらい始めた十六夜から無警戒で視線を切り、カードスロットの中身を検あらためることにする。

　思った通りだ──今のＰＶＰで六りつ花かから俺に移ったカードは《圧迫的な虚無》。コモンスペルでもレアスペルでもましてや武器でもなく、〝呪われし秘[image: ]〟の一枚である。

「……最初から、変だとは思ってたんだ。もしお前が本気なら、手札が全然足りてない今の俺と勝負になるわけがない。手抜いてんのが見え見えなんだよ」

「かは、確かにそりゃそうだ。違いねえ。けどよ、だったらその理由はなんだ？　分かってるとは思うがオレは負けるのが大嫌いだ。気き紛まぐれだけで勝負を投げたりはしねえぞ？」

「知ってるよ。だから趣味が悪いって言ったんだ。──お前は、最初から俺に六花を殺させるつもりだった」

　苦々しげに吐き捨てると、十六夜の笑みが少しだけ濃くなったような気がした。

「ほお、そりゃまたどうして」

「一つは、お前らがもうこのゲームを降りるつもりだからだろ。んで二つ目はもっと単純だ。俺に対する嫌がらせ」

「んだよてめー、随分刺とげ々とげしい言い方するじゃねえか。生理か？」

「お前がそんなんだからだよ変態戦闘狂ストーカー。──それで、本命の理由は最後だ。お前は《圧迫的な虚無》を持たせた六花をわざと俺に倒させて、間接的に俺のカードスロットに入れようとした。つまり擬ぎ似じ的な譲渡だ。違うかよ」

　譲渡、という言葉がまずければ、返済と言ってもいい。

　つまりこいつは、六花に関する〝借り〟を返すためだけに今回の襲撃を計画したわけだ。

「……いいや？　どこも違わねえな」

　十六夜はそう言って、大儀そうに両手を上げる。

「秘[image: ]カード一枚。これがてめーにとってどの程度のリターンなのかは知らねえ。だが、前も言ったようにそんなもんは個人の尺度だ。だからとりあえず、オレの方はこれで返しきったつもりだぜ。かはっ、精々ありがたく拝んどけコスプレマニア」

「だから違うっての。……にしても、礼、ね。だったらもっと素直に渡せよな」

「何言ってんだてめー、それじゃオレがつまんねえだろうがよ。本気のバトルは次の機会にお預けだが、さっきのだって〝オレの作戦がどの程度見破られるか〟っつー見えねえ勝負との同時開催だったんだぜ。っても、まさか最後までバレるとは思っちゃいなかったがな。流石さすがだ夕ゆう凪なぎ、オレの唯一のライバルなだけはある」

「うわ気色悪っ。お前、ライバルとかそういう単語、壊滅的に似合わねえな」

「うるせー。別に誰が何言ったってそいつの勝手だろうが。ましてオレとお前の仲だろ？」

「ひゃうっ!?」

　いつの間にか近付いて来ていた十六夜いざよいにがっしりと肩を組まれ、俺の口からまるで女の子みたいな声が零こぼれた。

「……なんだその可愛かわいい悲鳴。笑える」

「っ、だあもううるっせえんだよ変態！　肩摑つかむな顔くっ付けんなどっか行け！」

　俺の反応にあろうことか哄こう笑しようを浮かべた十六夜に蹴りを入れ、無理やり身体からだを引き剝はがす。……やっべえ、体格差とか色々やべえよ。なんとも言えないこの被捕食者感。

　未いまだバクバクうるさい心臓を抑えながら睨にらみ付けると、十六夜は面倒そうに手を振って、それから俺に背を向けた。

「はいはい姫様仰せのままに。ま、てめーに言われなくたってオレは帰るがな。六りつ花かの奴やつは放置しとくと勝手に機嫌が悪くなりやがる。んじゃあな、そのうちまた戦やろうぜ夕凪」

「………………ぁ」

「あ？」

　俺の発した微かすかな声に、十六夜は耳みみ聡ざとく気付いて振り返った。意図せず呼び止めてしまった形になる。……意図せず？　いや、どうだろう。〝意図〟は確かにあったと思う。

　それがここ数年の自分を否定するものだったから認めるのを躊躇ためらっているだけで。

　でも──だけど、もう躊躇ってなんかいられないんだ。次の一歩を踏み出さなきゃいけない。春はる風かぜの呆あきれた純粋さに中あてられた今の俺なら、出来るはずだ。だから、

「待ってくれ」

　きちんとした言葉で、もう一度喉を震わせた。

「……ああ？　んだよ、まだ何か用でもあんのか」

「いや、用と言うか……そうだな。お前に一つ頼みがある」

　十六夜は俺の台詞せりふに裏を感じ取ったのか、露骨に顔をしかめて半眼を向けて来た。それに若干たじろぎながら、けれどなるべく目を逸そらさないようにして続ける。

「手伝って、くれ」

「…………は？」

　ハトが豆鉄砲を喰くらったような表情（生まれて初めて見た）で固まる十六夜。

　その反応に心が挫くじけそうになるが、気合いで抑えつけ、握った両手を思いっきり下に向ける。こうなったらもう破れかぶれだ。どうにでもなれ。

「だからっ……手伝ってくれ！　いいか？　俺にはＲＯＣをクリアする策がある。術すべがある。だけど一人じゃどうにもそこまで辿たどり着けそうにねえ！」

「ほお、んで？」

「だから、だから不本意だけどお前に──十六夜弧月に協力を要請する。そう言ってんだ」

「…………」

　しばらくの間、十六夜いざよいは黙ったまま俺のことを観察していた。

　沈黙、静寂。いい加減に焦じれて二の句を告ごうとした俺の耳に──突然「かはっ」と耳慣れた笑い声が届く。

「てめー、何か変わったか？　この前までとは目付きが違えぞ」

「……さあ、どうだろうな。別に俺はいつも通りだけど」

「はっ、抜かせ。……ま、少し手を貸すくれえなら構いやしねえぞ。その代わり今度はこっちが貸し一だ」

「ああ、それでいい。絶対返す。ちなみに返済は何がお望みだ？」

「別になんでも。だがな、他でもないこのオレの意志を曲げるんだ。最ッ高に面白えもんを──ま、天道白夜の負け姿でもねえことには許さねえとは思っとけよ」

「なんでも良くないじゃねえか強欲野郎。くそ、法外な対価要求しやがって」

「お？　その返事は肯定ってことでいいんだな。……くく、かははは、面白え！　冗談でもなんでもなく〝天てん道どう白びやく夜やを負かす〟なんて言える大馬鹿がオレ以外に居るとは、まだまだこの世界も捨てたもんじゃねえなあ！」

　十六夜は狂ったテンションでそんなことを言いながら俺の前に右拳を突き出してきた。

　なんとなく照れくさくなりながら、同時に「馬鹿はお前だけだ」と最低限の反論をしながら、俺はそこに自分の小さな拳をこつんと合わせる。

　それから二人して〝何かを企たくらんでいる人間〟に特有の含み笑いを交わして──

「……な、仲良いんだね、ハルちんと十六夜くん」

　第三者ひめゆりの登場に突如として真顔になり、お互いパシィン！　と手を払った。





　　　　♯



　結論から言えば。

　十六夜が仲間に加わった時点で、秘[image: ]それぞれの入手は片が付いたようなものだった。

　そもそも、秘[image: ]は〝奪うだけ〟ならそう難しくはないんだ。十六夜ほどのゲームスキルがあれば個々のＰＶＰで負ける要素は元々少ないし、相手はスロット一つを秘[image: ]で潰している。保険の《退却》でも忍ばせておけば成功率は限りなく高くなるだろう。

[image: ]

　実際、十六夜いざよいは鬼神の如ごとき活躍で、あっという間に残りの秘[image: ]を獲得してきてしまった。

　だけど、問題なのはむしろここから。

『城下に散らばった五つの〝呪われし秘[image: ]〟を揃そろえ、古いにしえの祭壇に捧ささげよ』──という、勝利条件の後半部分こそが、武器屋を介さないカード交換が一切できないこのＲＯＣでは最大の難関になるんだから。




「……よぉ夕ゆう凪なぎ。そろそろ教えろよ。てめー、これどうやって和あ了がるつもりだ？」

　武器屋のすぐ外、ショッピングモールに併設されたフードコートで、四人掛けテーブルの上に足を乗せるという不ふ遜そん極まりない格好をした十六夜が口を開いた。

「色々考えてはみたが、結局どれも詰んでるくせえぞ。まさかここまで来てノープランとか言い出すつもりじゃねえだろうな」

「そうだよハルちん」

　隣でクレープをパクついていた姫ひめ百ゆ合りも便乗して声を上げる。

「今は武器屋のおかげで、あむ。《悪性の追跡》を上う手まく躱かわせてるけど、んぐんぐ。れもクリアする、ってなったら全部ハルちんに集めなきゃでしょー？　にひひ、んまい」

「食うか喋しやべるかどっちかにしろよ」

　あまりの緊張感のなさに俺は思わず溜ため息いきを吐つく。

　でも、確かに二人の指摘、と言うか懸念はもっともだ。それこそが〝呪われし秘[image: ]〟ルートでのクリアを目指すプレイヤーに最後の最後で立ち塞がる大きな壁。

　──今ここに、五つの秘[image: ]が全てある。

　全て、とは言っても、俺一人が全部を握ってるわけじゃない。《悪性の追跡》を十六夜いざよいが、《大いなる束縛》と《圧迫的な虚無》を俺が、《刻限摩耗症》と最後の一枚《死霧の罠わな》を姫ひめ百ゆ合りが、というように、三人で分割して持っている形だ。

〝どうして今すぐ揃そろえてしまわないのか〟……誰でも最初はそう考えるだろう。だが、各種〝呪われし秘[image: ]〟の効果文テキストを見れば、俺たちと同じく頭を抱えるに違いない。




《悪性の追跡》──あなたの現在地、及びカードスロットは、全プレイヤーに公開される。

《大いなる束縛》──あなたはログアウトすることが出来ない。

《圧迫的な虚無》──圧迫的な虚無はカードスロットを三枠消費する。

《刻限摩耗症》──刻限摩耗症は五秒に一度、あなたのＨＰに10のダメージを与える。

《死霧の罠》──あなたが初めて死霧の罠を手に入れたとき、あなたのＨＰは０になる。




「普通にやったらクリアできるわけないよな、こんなもん」

　苦笑と一緒にそんな愚痴めいた呟つぶやきが零こぼれた。

　いや、実際のところ、カード単体でのデメリットは《死霧の罠》を除けばそこまで致命的なものじゃない。その《死霧の罠》だって、レアスペルの一つである《蘇そ生せい》で対処できることを考えれば、事前情報次第では最も無害な一枚に成り果てる。

　だけど、やっぱり問題は〝揃えたとき〟の凶悪さだ。

　だってそう──これらのカードを集めきったプレイヤーは、スロットの空きが全くない状態のまま、継続ダメージで死ぬまでの間に、フィールド中から群がる敵プレイヤーを全員躱しながら〝祭壇〟に辿り着かなきゃいけない。

「いやいや、無む茶ちや言うな、っつー話だぜ」

　頭の後ろで手を組みながら、十六夜が苦笑とも苛いら立だちともつかない声を上げた。

「一応武器だけはカード化しなけりゃ持てるが、ＰＶＰ用のスペルは一枚も持てねえんだろ？　ただの的まとでしかねえよそんなもん。こうなると、武器屋から祭壇までがめちゃくちゃ遠いのも意図的なんだろうな」

　ゴツいシルバーリングを嵌はめた指がトントンとマップを叩たたく。その指先に視線を遣やれば、確かに、地図上に映る〝祭壇〟の位置はここから決して近くないことが見て取れた。数キロ先の川を渡って、さらにそれなりの距離を歩く必要がある。

　仮に今、俺に秘[image: ]を集中させても、道程の半分も踏破できないのは目に見えていた。

　ったくよお、と、十六夜はいちいち大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐つく。

「そもそもてめーが超虚弱体質なのが悪いんだろうが。んだよＨＰ50って、病弱アピも大概にしとけや。……お、そうだ、せっかく敏びん捷しよう値高えんだから、てめえが秒速二百メートル超えオーバーのスプリンターになりゃ解決じゃね？　かはっ、オレってやっぱ天才だわ」

「そんなに出るわけねえだろ馬鹿かお前は」

「ぁあ？」

「ああ？」

「うーん、むむむー。……あ、そだ！」

　俺と十六夜いざよいの不毛すぎる睨にらみ合いを遮ったのは、ガタン、と椅子の倒れる大きな音だった。美少女らしく肩を跳ねさせてそちらを見れば、得意顔の姫ひめ百ゆ合りがいつの間にか立ち上がっている。勢い余って椅子を蹴り飛ばしたらしい。

「あ、っと。にひひ、クリーム残ってた。ちゅぱ」

　そして何な故ぜか（本当に何故だ）指を舐なめ始めた。ぴちゃぴちゃとやたら艶なまめかしい水音を伴いながら、飴あめでも舐めるみたいにして、唇の隙間に人差し指を抜き差しする。

「「…………」」

　当たり前のように動揺した男子二人は揃そろって黙り込み、お互いわざとらしい咳せき払ばらいを挟んでから視線を逸そらした。

　──こほん。ああ、今日も良い天気だな。室内だから空見えないけど。

「んんー？　どしたのハルちん？　見み惚とれた？　さてはあたしに見惚れちゃったな？」

「ちっ……げえよ。十六夜と張り合うのが馬鹿らしくなっただけだって。てかお前、汚れたんならそこのティッシュ使えばいいだろ」

「にひひ、ハルちんは素直じゃなくて可愛かわいいなーもー」

　謎めいた理論で俺をそう評する姫百合。彼女は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべたまま腰を降ろし、直後に「あ、それでねー？」と思い出したような声を上げた。

「ちょっと考えたんだけど。せっかく三人もいるんだから、分散させたまま秘[image: ]を運んで、祭壇むこうで合流させるっていうのはどうかな？　ね、名案でしょー？」

「まあ、そりゃ出来るならな。……で、どうやって？」

　と、淡白に返したのは十六夜だ。姫百合はぱちくりと瞳を瞬まばたかせて続ける。

「え？　だからほら、まずハルちんが《束縛》と《虚無》と《死霧》を持つでしょ？　あたしと十六夜くんで残りの二枚を持つでしょー？　そしたら完璧だよ。《追跡》で手札がバレても危険に見えないし、《摩耗》は《回復》がいっぱいあれば大丈夫だし！」

「いや、だからよ。祭壇で秘[image: ]を移す？　武器屋もねえのにどうやって。はっ、それが出来るなら最初から苦労しねえっての。稀き代たいの手品師かてめーは」

「う。そ、そんなの《強奪》で──って。そっか」

　姫百合は小さく項垂うなだれた。……某漫画風に言えば、彼女の提案は〝実行不可能〟という点を除けば完璧な作戦だ、ということになるだろうか。

　なんとなれば、単純な話、そもそも《強奪》の入手が難しいんだ。例の冷血司書によると、《強奪》はＲＯＣ全体でたった九枚しか存在しない希レ少アスペル。所持者を特定する手段がないため、下手したら秘[image: ]シリーズよりも入手難度が高いらしい。

　うう、と黙り込んだ姫ひめ百ゆ合りと入れ替わるように、今度は十六夜いざよいが眉を上げる。

「一応訊きくが、《強奪》じゃなくＰＶＰならどうなんだ？　今の案の《強奪》云うん々ぬんっつー部分を〝夕ゆう凪なぎがオレたち二人を殺す〟に変えちまえばリソース的には問題ねえが」

「あ……ごめん、それは無理だよ。ほら、あたしって正規のプレイヤーじゃないでしょ？　だから殺されてもカードは移動しないー、みたいなー……？」

「ああ、そういやそうだったな面倒くせえ。あー、っと？　それだと夕凪が四枚のオレが一枚で……いや無理か。《追跡》込みの四枚は完全に自殺行為だし、てめーじゃ《摩耗》は握れねえもんな」

　大きく息を吐き出しながら、十六夜は静かに目を瞑つぶった。重ねられた足が小刻みに揺れているところを見るに、今も全力で頭を使っているんだろうとは思う。

　しかしその口元にいつもの笑えみは宿らず、代わりに自嘲じみた角度で頰ほおが吊つり上がった。

「つか今さらだが、分割はあんま意味ねえな。他の連中は知らねえが、少なくともオレなら〝《追跡》持ちが祭壇に向かってる〟だけで警戒する。手札内容がどうあれ妨害しに向かうぜ。一人抜けのゲームなんだからそれくらいのケアはするだろ」

「ああ、確かにそれもあるかもな。見逃してクリアされたら目も当てられないし」

　厄介なプレイヤーほど動くだろうし──とも思ったけど、そっちは言わないでおくことにする。厄介、なんて表現、この状況じゃ褒め言葉だ。俺はこいつを褒めたくない。

「む[image: ][image: ][image: ]ぅう、分かんないよー！　ね、ね。どうするの？　ハルちん」

　そして、そろそろ焦じれたのか、両手と思考をテーブルに投げ出した姫百合が俺に視線を向けて来た。紅あかい前髪に半分隠れた瞳は何かを期待するような輝きを伴っている。十六夜も十六夜で、降参のつもりなのか、ちょっと悔しそうに肩を竦すくめている。

　すなわち、回答は託された──頭の中に描いた図をもう一度だけなぞってから、俺は静かに口火を切った。

「ああ、二人の言う通りだ。このゲームは俺じゃ絶対にクリアできない。正面突破はどうやったって不可能だ。……だから、クリアするのは俺じゃない」

　そして、驚きよう愕がくに目を見開いたツインテールの少女の手を取った。

「姫百合、お前だよ」




「──クリアの確信を持ったのは、姫百合の〝設定〟を思い出したからだ」

　握った手の柔らかさに内心ドギマギしながら、俺は静寂を打ち破るように説明を始めた。

「〝死亡時にカードを失わず、姫の近くに転移する〟……これ、要は行き先を指定できるワープになってるんだ。なら話は簡単だろ？　武器屋を使って《追跡》以外の秘[image: ]を手札に入れた姫ひめ百ゆ合りが、《追跡》を持った十六夜いざよいをＰＶＰで倒す。その後すぐに自殺するか、もしくは《摩耗》のタイムリミットをそこに合わせればいい。後は『雲居春香おれ』が前もって祭壇に向かっておくだけでゲームセットだ」

　おお、とすぐに感嘆の息を漏らしたのは十六夜だけだった。

　そんな彼とは対照的に、姫百合はあからさまな動揺の色を見せて俺の手を振り払う。

「な、何言ってるのハルちん!?　それじゃハルちんが処刑されちゃうんだってば！」

「それは反逆者プレイヤーが条件を満たした場合、だよ。姫の〝協力者〟が革命を起こしたのに姫が殺される謂いわれはない。あのスフィアがシナリオを軽視するはずないだろ？」

「そう、だけどっ……でもあたし、プレイヤーじゃないんだよ!?　ゲームに参加してもないのに、クリアなんか出来るわけ──」

「〝いずれかの条件を最も早く満たした者が、この内紛ゲームにおける勝者となる。反逆者プレイヤーは合計百名──君を含めて百名ちょうどだ〟」

「……え、えっと……それってＲＯＣの序文だよね？　それがどうかしたのー……？」

「最初に条件を満たした者が勝ち。プレイヤーは百人」

「え？　うん。そうだよ。……え？」

「──だから」

　混乱を極める姫百合に、十六夜が可お笑かしそうに口を開いた。

「〝条件を満たしたプレイヤーが勝ち〟とは誰も言ってねえ、条件さえクリアすりゃあ犬でも勝者。要はそういうこったろ？」

「ああ。言葉の通りだ。ＲＯＣはプレイヤーだろうがＮＰＣだろうが誰でもクリア出来る」

「あ────……で、でも、でも！」

　姫百合は予想外の展開に頭がついていかないらしく、わたわたと無軌道に両手を動かし、口を開閉させながら必死で否定材料を探している。

「あ、そうだよ、報酬！　あたしがクリアしちゃったらハルちんが報酬貰もらえなくなっちゃ、って、きゃっ」

　続く言葉を遮って、華きや奢しやな両肩を強引に引き寄せた。ひゅう、と隣から鬱陶しい口笛の音がする。そのせいか腕の中の姫百合が身を固くして、同時に頰ほおを薄赤く染める。

　女の子同士だからセーフ、と脳内で何度も唱えながら、俺はなるべく真しん摯しに口を開いた。

「それも全部、全部込みだ。お前しかいないんだよ姫百合。俺に手を貸してくれ──ＲＯＣをクリアすべきなのは、お前なんだ」

「────」

　沈黙。微かすかな音でさえも空気を壊こわしてしまいかねない静寂。

　無言で目を白黒させていた姫ひめ百ゆ合りは、それから数分後、ようやく息を吹き返したように、声なんだか吐息なんだかよく分からない呻うめきを漏らした。

「お、おおう……」

「……どうした？」

「ちょ、ちょっとハルちん、今のあたしきゅんってきた。ときめいちゃったよ？　顎くいってされるかと思っちった。わ、どうしよ、あとからくる。あとから来るやつだよ。急にドキドキしてきたみたい。ね、ね、確かめてみる？　ハルちんも触るー？」

「言ってろ馬鹿」

　調子に乗り過ぎたか、とかなんとか心配してた俺がそれこそ馬鹿みたいだろうが。

　そんな呆あきれと安あん堵どを水と一緒に飲み干すと、俺は立ち上がって一つ息を吐いた。あとは姫百合に任せておけば、クリア自体はもう間違いない。

　だから、そうだな。ＲＯＣゲームの最期くらいは本物の〝姫〟にバトンタッチしてやるか。

　──どうせ、まだ終わらないんだし。





　　　　♭



　武器屋の壁に背を預けながら、あたしは夕ゆう凪なぎくんからの指示が来るのを待っていた。

　隣で十六夜いざよいくんが暇そうにしているけど、自分から構ってあげる気は起きない。元々十六夜くんとスフィアあたしたちとの関係は微妙なんだよね。……まあ〝姫百合七なな瀬せ〟個人としては、嫌いじゃないけどそこまで興味もない、って感じかな。

　そんな彼から視線を切って真下を向けば、こっちはこっちで面白い光景が目に入る。

　並べられた──というか、積み上げられたたくさんの武器。

　これも夕凪くんの用意した秘策の一つだった。

　そもそもの話なんだけど、〝呪われし秘[image: ]〟の価格レートは18だから、武器屋で交換しようと思ったら価格３レアスペルが六枚必要なの。そしてカードスロットの上限は七枚。だからどうやっても、三枚目以降の秘[image: ]は武器屋経由じゃ手に入れられない。

　……そう、普通なら諦める。

　でも、夕凪くんはすぐに気付いたみたい。武器屋での交換トレードにおける唯一の例外、それが武器だって。カード化、実体化が自由に出来る武器を仲介させれば、カードスロットを圧迫しないでいくらでも対価をキープできるんだって。

　あのね。これ、すっごいことなんだよ？

　もちろん《回復》を量産するために何回も飛び降りることにはなったけど、そんなの些さ細さいな問題。だって多分、そんな裏技は店主本人おじちゃんも考えてなかった。やっぱり夕凪くんはスフィアの〝想定外〟になり得るプレイヤーなんだ。

　だから──頭の中でリフレインするのは、少し前に聞いた熱い告白と、もう一つ。

「完膚なきまでに攻略する、だっけ」

　ＲＯＨのＡＲモードを通じて、夕ゆう凪なぎくんが春風ちゃんハルちんに言い放ったあの台詞せりふ。

　思い返すだけで心臓がドキドキする。……ああ、夕凪くんってば本当に面白い。スフィア始まって以来の鬼才と謳うたわれる天てん道どう白びやく夜やを上回る？　すごい、本当にそうなるならぜひ見たい。どうしようもないくらい心が惹ひかれる。

　実際、夕凪くんの辿たどり着いたアクロバティックな勝利方法は、あたしなんかじゃ想像もつかないものだった。ほんとだよ？　思えば、ＲＯＣの開発初期から関わっていたあたしだけど、肝心のゲームシステムの方にはほとんど触らせてもらえなくて、ハルちんのお世話ばっかりやってたから。

　そう、ハルちん──電脳神姫シリーズ五番機バグナンバー・コードイプシロン・春はる風かぜ。

　電脳神姫バグナンバー、っていうのは、スフィアが持つＡＩの中でも特殊な経歴で生まれたシリーズのことだよ。詳しくは知らないけど、スフィアの〝頭脳〟って呼ばれる天才たちが才能をぶつけ合って、その結果として偶発的に生まれたイレギュラーだって聞いてる。

　その中の一人が、ハルちん。

　そして、あの子に心酔した天道白夜が何かを企たくらんで始めたのが、今回のＲＯＣってわけ。

　なんか、ハルちんの特殊な〝能力〟を使ってどうのこうの、みたいなことも言ってたかな。一応そっちの概要も聞いたけど、あの人の頭の中はちょっと異次元過ぎてよく分かんなかった。っていうか、あんまり興味もなかったんだよ。

　だって、あたしが楽しみにしてたのは最初からＲＯＣの内容なんかじゃなくて、どうせ極悪な難易度になるだろうそれを〝垂たる水み夕凪〟がどうやって攻略するか、であって。

　それから──ぅおっと、着信だ。

「ん、時間みたいだねー」

　あたしはぐるぐる渦巻いていた思考を一旦止めて、足元の剣を一本だけ拾い上げた。それから残りを全部まとめて取引トレードの材料として選び、夕凪くんが残していった〝呪われし秘[image: ]〟二枚と交換する。

　そして──すちゃりと、ちょっとだけ気取った構えで十六夜いざよいくんの胸へと狙いを定めた。

「にひひ、痛くしちゃったらごめんね？」

「ぁあ？」

　場を和ませるつもりで口にした冗談に、けれど十六夜くんは顔をしかめた。その上、思いっきり偉そうにあたしを見下し、嫌味ったらしく口角を持ち上げて──言う。

「馬鹿じゃねえのかてめー。んな覚悟は何年も前に、それこそ裏ゲームに関わり始めた時点で済ませてんだよ。だらだら喋しやべってねえでさっさとやりやがれクソアマ」

　…………。

　やっぱり、あたしこの人嫌いかも。




「きゃ──」「わぷっ」

〝死亡した場合、姫の近くに復活リスポーンする〟。そんな設定に従って転移した瞬間、仄ほのかに甘い匂いがあたしの全身をふわりと包み込んだ。

　少しだけ遅れて状況を理解する。……抱き付いていた。むぎゅーっとしていた。ハルちんの推定Ｃカップの胸に、あたしは思いっきり顔を埋うずめていた。

「ふむふむ。にひ、まーこれは不可抗力だし、仕方ないよねー？　ふにふにふにふに」

「ぁ、んっ、やめてくださ──ひゃんっ」

　ハルちんの顔が一瞬で真っ赤に染まる。必死であたしの腕を引っ張るその仕草すら可愛かわいくて、ちょっと気を抜いたら自制が利かなくなりそうだった。

　しばらく感触を堪能してから身体からだを離す。

　涙目とジト目の中間くらいの視線を向けてくるハルちんから目を逸そらし、あたしは誤ご魔ま化かすように辺りを見渡した。……小高い丘の上、なのかな。気持ちの良い風が通る爽やかな場所だ。あたしとハルちん以外に人はいない。

　そんな、一種神聖な空間の真ん中に、何やら台座みたいなものが置かれていた。

　……いや、みたいなって言うか、台座だね。あたしが造形したやつ。中世ヨーロッパ風のＲＰＧに出てくるみたいな、伝説の剣が刺さってそうなオブジェだよ。

　お察しの通り、あれが〝祭壇〟。

　その出来栄えに満足して頷うなずいたあたしは、振り返ってハルちんの瞳を覗のぞき込んだ。

「にひひ。ちゃんと話すのは久しぶりだね」

「姫ひめ百ゆ合りさん……はい。でも、仕方ないです。姫百合さんはスフィアの方かたですから」

　ハルちんは長くて綺き麗れいなプラチナブロンドを風に舞わせながら、桜色の唇であたしの名前を紡いでくれた。それからはにかむようにふわっと微笑ほほえむ。……か、可愛い。やっぱり犯罪級に可愛いよこの子。めちゃくちゃにしたい、かも。

　でも、残念ながら今はあんまり時間がない。いちゃいちゃしてる余裕はない。

　だから、訊きくのはこれだけにしておこう。

「……どうだった？」

　夕ゆう凪なぎくんと入れ替わって、現実世界に出て、ＲＯＣスフイアに抗あらがってみて──どうだった？

　それは、色んな想おもいの詰まった質問だった。何せ、あたしは曲がりなりにもスフィア先進技術開発部門第三課所属。天てん道どう白びやく夜やの部下なんだから。ハルちんをこんな目に遭わせた張本人だろ、って言われたらその通りだ。何も反論できない。

　でも、それでも。

　ハルちんが嬉うれしそうに笑っていると、あたしの頰ほおも綻ほころんでしまうのは、本当で。

　ハルちんに心を揺らされて、どうしようもないほど興味を持ったのも、本当で。

　──だから、

「っ…………はい。楽しかった、です。いえ、えっと、違います。楽しいですっ！　今も、これからもずっとずっと──わたしは、幸せです」

「……にひひ、そっか。それならよかった」

　その答えに思わず涙なんか零こぼしそうになりながら、あたしはハルちんの手を取って台座へと向き直った。そしてその上に端末をかざす。

　起動条件クリア──〝呪われし秘[image: ]〟を全て揃そろえた端末を祭壇に捧ささげたことにより、建国の王とやらが遺のこした〝緋ひ剣けん〟が目を覚ました。

　ん、まあ、要するに、焰ほのおみたいな紋章が刻まれた大剣が突然現れた、ってことだよ。

「わぁ……」

　夕ゆう凪なぎくんに詳細までは聞いていなかったのか、ハルちんは目を丸くして剣を見ている。

　そのあまりに保護欲を誘う表情に……うず、と、唐突にいたずら心が浮かんできた。

「ハルちんハルちん、せっかくだからあたしと一緒に抜こうよー？」

「え？　で、でも、いいんですか？　こういうのって、クリアした人が抜くものじゃ」

「む。なんだよーハルちん。非力なあたしが剣を支えきれなくて押し潰されちゃってもいいって言うの？」

「わ、わ、そんなのダメです！　頑張ってお手伝いさせていただきますっ！」

　慌てふためくハルちんと一緒に、四つの掌てのひらで大剣の柄を握り締める。

　うん、いかにも重そうだ。自分で使うことになるならもっと控え目な重量設定をするんだった……なんて、そんなどうでもいい後悔を頭に浮かべながら。

　あたしは、あたしたちは、この世界ＲＯＣを終わらせる緋剣を勢いよく引き抜いた──。




《非プレイヤー　擬態名：姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せ。

〝呪われし秘[image: ]〟収集状況５。〝反乱軍〟結集状況３。

　状況ステータス：〝緋剣〟入手確認、勝利条件１正規達成コンプリート。

　──ＲＯＣを終了しますゲームクリア》
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　ＲＯＣからログアウトして家に戻り、しばらくじっとしていると、不意にポケットの中のスマートフォンが振動した。

　届いていたのは一件の簡素な通知だ。曰いわく、ＲＯＣのサービス終了を告げる案内。

　試しにログインしようとしてみても、もうゲームフィールドにアクセスすることは出来なくなっていた。ＲＯＨのＡＲモードも同じことで、画面をいくら覗のぞき込んでも戦闘痕なんか窺うかがえない。映っているのは愛すべき我が現実だけだ。

　そう、ＲＯＣは終わった。

　内戦は侍従隊隊長ひめゆりによる革命という形で終結し、彼女の協力者たる姫は処刑を免まぬがれた。

　紛まがうことなきハッピーエンド。ケチの付けようがない大団円だ。

　大団円、だが──だから何だ？

　確かに春はる風かぜが狙われることはなくなった。しかし当然ゲームの中にのみ存在する彼女はそこに取り残されてしまう。そしてＲＯＣがなくなれば、元々希薄な繫つながりしか持たない俺と春風は完全に断絶される。

　これじゃクリアしてもしなくても大した違いがない。

〝無駄な奮闘努力、ご苦労様〟と、底意地の悪いＧＭの嘲笑が聞こえてくるようだった。

「……姫はいつまでも幸せに暮らしました、めでたしめでたし。くらいのことは言えよな」

　そんなことをぼやきながら交換日記を開く。いつの間にか春風の現実世界奮闘記は数ページに渡って展開していて、その目まぐるしいまでの彩度に思わず苦笑が漏れて──そして、ふと最後のページで目を留めた。

　他のページと比べて、そこに書かれている文章は長くない。都、区、町、番地と続く一文。ご丁寧に郵便番号まで添えられたどこかの住所だ。それからその真下に、少しだけ濃い筆圧で、俺の指から生まれたとは信じがたい綺き麗れいな筆致で、こんなことが書いてある。

〝きっと助けに来てください〟

「はは」

　雪ゆき菜なの影響か？　春風も随分と図ずう々ずうしくなったもんだ。その上、俺の性格をよく分かってる。最初から引き下がるつもりなんか微み塵じんもなかったけど、そう頼まれると俄が然ぜんやる気が出てくるわけで。

　俺は勢い良くノートを閉じると、大きく息を吸い込み、せいぜい不敵に笑ってみせた。

「待ってろ天てん道どう白びやく夜や、今からそっちに行ってやる。──春風を迎えに、な」




　ノートの切れ端を握ったまま公園の脇を歩いていると、頭上から声を掛けられた。

「待ちなよ、キミ」

　とさっ、と軽い着地音。もはやお馴な染じみの登場シーンを駆け足で済ませ、不満そうに口元を歪ゆがませた瑠る璃り先輩がずずいと顔を近づけてくる。

　その勢いに少しだけ後ずさりながら、俺は片手を上げて応じた。

「遅かったっすね、先輩。待ってました」

「……あれ、あんまり驚いてくれないんだね」

　拍子抜けしたように首を傾かしげる先輩。口の中のキャンディーが微かすかに位置を変える。

「それに、待ってた？　キミはボクが現われることを予測でもしていたのかな？　それとも期待かな。後者だとボクはかなり嬉うれしいんだけど」

「うーん……両方当たってますけど、どっちかって言うと前者です。だってそもそも、招待されてるのは先輩の方でしょ？　俺は横からちょっかい出しに行くだけですよ」

「招待？　キミは一体何の話を──」

「もういいよ、姫百合」

　食い気味に返した言葉は、先輩の挙動を完全に硬直させた。半開きのまま固まった桜色の唇。微動だにしない彼女の頭に俺はゆっくり手を伸ばす。

「今さら誤ご魔ま化かす必要もないだろ？　……なんか、先輩にタメ口使うと変な感じがしますけどね」

「きゃっ」

　そして、目元を深く覆おおうフードを一気に捲まくり上げた。瑠る璃り先輩は反射的に両手を持ち上げたものの、間に合わず、目を見張るほど端整な顔立ちを外気に晒さらす。

　想像の通り──その容姿は、髪の色を除けば、あの姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せと瓜うり二ふたつだった。

　先輩は慌てた手付きでフードを元に戻し、両手でぎゅっとガードしながら口を開く。

「ひ、酷ひどいよキミ……こんな公衆の面前で突然脱がすなんて。まさかそんなプレイがお好みなのかい？　やれやれとんだ変態じゃないか」

「ちっ、がいますよ、先輩。ただ確認したかっただけですって」

「それが女の子の服を脱がすに足る理由だと？　ならキミは〝お前が男か女か確認したいだけだって〟と言いながら男の娘このスカートを降ろすのかい？　ちなみにボクは、物心ついて以来、外でフードを脱いだことはほとんどないよ。ほぼ初めてだよ。初体験だ」

「すいませんっした」

　よろしい、と鷹おう揚ように頷うなずく先輩の口元は、だけど微かすかに笑っているようにも見えた。俺を虐いじめて少しは気が晴れたんだろう。キャンディーの棒をくるりと回して、口をもごもごと動かして、ちょっと溜ため息いきなんか吐ついてみて。

　それからこくり、力なく首を垂れさせた。

「うん、そうだよ、ご明察。ボクが姫百合七瀬の〝中の人〟だ。……だけど、いつから気付いてたのかな。一応、バレないようにやったつもりなんだけど」

「気付いてた、って言うか……最初に気になったのは、先輩と姫百合の価値観が似過ぎてたからですよ。〝興味のあるなし〟だけで何もかも判断する、なんてスタイルは全然ありふれてないです」

「不思議だね」

「不思議ですね。……で、そう言えば、って考えてみたら、先輩は春はる風かぜのことも知ってる風だったじゃないですか。それに現実世界で俺に関心を持ってくれてる人なんて、家族を除けば雪ゆき菜なか先輩くらいのもんです。消去法ってやつですよ」

「なるほど。キミの狭すぎる人間関係がボクを犯人だと絞り込んでしまったわけだね」

　余計なお世話だ、とは思ったが、その通りだったから黙り込むしかなかった。

　そんな俺を見て瑠る璃り先輩が相好を崩す。いつもの先輩とは少し違う、それでもやけに見覚えのある「にひひ」という笑えみだ。悪戯いたずらっぽくて、煽あおりに最適で、だけどずっと一緒だったせいか、いつの間にか安あん堵どを伴うようになった表情。

　そして先輩は、いや姫ひめ百ゆ合りは、今度は自分からフードを跳ね上げた。

　流麗な黒髪がさらりと直下に流れ落ち、その荘厳さに俺は思わず息を吞のむ──が、

「よくぞ見破った！　ってな感じかなー。ん、もっかい暴露シーンやらせてね？　バレちゃったなら仕方ないっ。このあたしこそ、擬態プレイヤーにしてメイド長、姫百合七なな瀬せ役の瑠璃ちゃんだゾ☆」

「…………」

「だ、だゾ☆」

「いや、別に聞こえなかったわけじゃないです」

　返答はもしかしたら冷淡に聞こえたかもしれない。

　だってそうだろう。お手本みたいな黒髪ロングの美少女がいきなり危ないテンションで横ピースを決め、ちろっと舌まで出しながら語尾に☆とか付け始めたんだ。完全に台無しだよ。俺の一瞬のときめきを返してくれよ。

　…………まあ、可愛かわいいけどさ。

「で、どうしてわざわざそんなキャラ演じてたんです？　正体がバレないように、って言うんなら、別にフード外すだけで良かったじゃないですか」

「んー、そだね。そうなんだけど、でもあたし、フードがないと人前に出られないんだよ」

「……はい？」

「だから、顔が半分隠れてないと恥ずかしくて外に行けないの。他の人とも喋しやべれない。でもゲーム中もずっとフードなんかしてたら変でしょ？　怪しいでしょー？　だから人格ごと取り換えることにしたんだよ。恥ずかしさなんてへっちゃらな明るく元気な女の子！」

　元ネタは昔のアニメなんだー、と楽しそうに笑う先輩。言っていることはかなり滅め茶ちや苦く茶ちやなのに、瑠璃先輩なら〝そういうものか〟と思えてしまうのが不思議なところだ。

「それで──ね、ハルちん」

　そして、不意に。焦じれたような声が、微かすかな吐息と共に押し出されて耳じ朶だを打った。

　絶妙な距離感。思わず火ほ照てりそうなほどの〝熱〟が一瞬で場を支配する。

「あるんだよね？　ちゃんと、あたしが楽しめるような策が」

　その瞳は期待に満ちていて、待ち切れないと叫ぶみたいに爛らん々らんと輝いていて。

「……まあ、見ててください」

　俺はこっそりと気を引き締め直した。





　　　　♯



　春はる風かぜの地図と先輩の案内とで辿たどり着いたのは、東京の片隅に建つ大きなビルだった。

　入り口のドアをくぐり、受付で用件を告げる。受付嬢は一瞬驚いたような表情を浮かべていたが、すぐに内線の受話器を取った。間もなくエレベーターが降りてきて、中からいかにも秘書、といった雰囲気の女性が現れる。怜れい悧りに「ついて来て下さい」と一言。

　そうして俺と先輩は、導かれるまま最上階のオフィスに通された。

　だだっ広い空間だ。そこら中で連結された机にはＰＣがずらりと並べられ、全ての画面が付きっぱなしで何かの式を演算している。立体モデルが滑らかな動きでアクションをこなしていたり、広大なワールドマップを造形していたりと忙せわしない。

〝壮観〟と評してしまっていい光景だろう。

　けれどその広さや威圧感とは裏腹に、オフィス内は人的な意味では閑散としている。

　もしかしたら普段は研究者で埋め尽つくされるのかもしれないが──少なくとも今は、部屋の真ん中に一人の男が立っているだけだった。

　染み一つない白のスーツ。すらりとした長身。端整な顔立ちにノンフレームの眼鏡をかけ、一寸ちよつとのブレもなく整髪された金色の髪はふわりと眉にかかっている。

　柔和なようにも凄絶なようにも取れる笑えみを口端に浮かべた、稀き代たいの天才。

「天てん道どう、白びやく夜や……っ」

「ああ、そうだとも。そして君は垂たる水み夕ゆう凪なぎくんだね。ようこそ、スフィア先進技術開発部門第三課へ。僕が天道だ。遠路はるばるよく来てくれた」

　震える声を吐き出す俺に、天道はあくまで軽やかな口調でそう答えた。泰然とか超然とか、そういった言葉が似合う態度だ。俺たちを歓迎するかのように大きく両手を広げる。

　そんな天道の傍かたわらには、一台のデスクトップ型ＰＣが置かれていた。

　いや、それ自体は特筆するようなことじゃない。ＰＣなんてこの部屋だけで何十台とあるだろう。だから問題なのはハコじゃなく、中身の方だ──そこには、もう随分と見慣れてしまった、とある少女が映し出されていた。

『夕凪さん、来てくださったんですねっ』

「……春風」

　その名を呼びながら、俺は内心で安あん堵どの息を吐ついた。

　不思議な感覚だった。ＲＯＣが終わって春風との同期リンクが切れたのはついさっきのことだし、そもそも俺と春風が対面したのは一度だけだ。その一度だってまともに顔を合わせたわけじゃない。

　それなのに、画面越しに手を伸ばしてくる春風を見て、自然と頰ほおが緩むのが分かる。

　身を縛るような緊張が解け、出所不明の〝力〟が際限なく湧いてくるのが分かる。

「──まずは、クリアおめでとう、と言っておこうか」

　朗々と響いた天てん道どうの声に、俺は春はる風かぜから視線を切った。

　距離にして数歩先。芝居がかった口調の彼は、中指でさりげなく眼鏡の位置を整える。

「正直、予想の遥はるか上の出来だ。ＲＯＣにおける〝姫〟の立ち位置は圧倒的に不利にしたつもりだった。クリア出来る道筋は確かに残しておいたが、それもほんの僅かな隙程度でしかない。まさかこうまで見事に攻略されるとはね。いやはや恐れ入った」

「そりゃどうも」

　ちょっと肩を竦すくめて答える。

「クリアしたの、俺じゃなくて姫ひめ百ゆ合りですけどね」

「それは無論のこと理解しているさ。と言うより、それしか方法が残らないように設計したのはこの僕だ。だから君の選んだ手段は間違いなく最適解だよ。素晴らしい。……おや、あまり喜んではいないようだね」

「まあ……喜んで欲しいようには、見えないですし」

「ほう？」

　惚とぼけるように眉を動かす天道に若干の苛いら立だちを覚えながら、俺は人差し指を彼の真横に突き付けた。そこには、まさしく囚とらわれの姫の如ごとく晒さらされている春風の姿がある。

「ああ、なんだ、これか」

　俺の答えに、天道はいかにもつまらなそうな呟つぶやきを漏らした。

「ふむ……そうだな。僕が説明してもいいんだが、どうだろう。君はこの状況をどの程度まで読み解ける？　……ふふ、なんだよ。そう睨にらむことはないだろう」

「こうも直球で煽られて睨みもしないほど沸点高くないですよ、俺」

　いつもより数段低くなった声を吐き出しながら、なんとか心臓を落ち着かせる。

　天道の問いかけ、煽あおり。それは言い換えればこういうことだ。〝どうしてこうなってしまったんだと思う？　どうして春風が囚われている？　まさか見当もつかないのかな？〟

　──敬語はやめることにした。

「どの程度、も何もない。お前は元々、『雲居春香おれ』がＲＯＣをクリア出来るかどうかなんてどうでも良かったんだろ」

「ほう？　その心は？」

「今回の裏ゲームは、春風に負の感情を植え付けるために開催された。初めは孤独、それから恐怖。だけどそれだけじゃ足りなかった。何な故ぜか？　最初から希望がなきゃ絶望なんて知りようがないからだ。だから〝絶望〟の前段階として、もしかしたらクリア出来るかもしれない、なんて可能性を見せるため、お前らは俺を選出した」

　大方、前のゲームで面倒な恨みでも買っちまったんだろうな、と皮肉げに呟く。

「だけど、結局そんなのは建前だ。だってそうだろ？　俺がＲＯＣを攻略できなければ、春風はシナリオ通り堕おとされる。仮にクリアまで行き着いたとしても、春風はＡＩだ、閉じられたＲＯＣの中で一人絶望する羽目になる。……はは、大した天才だよ」

　そう──最初から、スフィアの目もく論ろ見みは二段構えだったんだ。

　姫の騎士ナイト役にキャスティングされた『垂たる水み夕ゆう凪なぎ』が〝失敗する〟Ａプラン、そして見事に〝クリアまで辿たどり着く〟Ｂプラン。そのどちらに転んでも、結局春はる風かぜは叩たたき落とされる仕組みになっていた。

　故ゆえにＲＯＣがクローズした時点でもう遅い。

　俺は、だから、天てん道どうの掌てのひらの上で一番上手に踊れる駒だった。

「…………素晴らしい」

　天道は相変わらず大おお袈げ裟さな身振りで幾度か手を叩くと、愉たのしそうに、いっそ嗜し虐ぎやく的なまでに口元を歪ゆがめてそう言った。

「流石さすがだよ垂水夕凪くん。完璧に近い解答だ。──そう、ＲＯＣの目的は〝コード春風の善性反転〟。極端なほど〝陽性〟に寄っていたこれの感情を絶望で染め上げ、徹底的に無慈悲で残酷なＧＭを完成させることだった」

「っ……だったら、だったら初めからそういう感情を設定したＡＩを作れば良かっただろうが！　そうすれば、何も春風がこんな目に遭う必要は──」

「うん？　ああ、そうか。その説明がまだだったな」

　うっかりしていた、というような口調で俺の言葉を遮った天道は、それから芝居がかった仕草で眼鏡の位置を整えた。そしてこんな、にわかには信じられない事情を口にする。

　──曰いわく。

　春風もその一員であるというＡＩシリーズ、電脳神姫バグナンバー。彼女たちはイレギュラーだ。スフィアの心臓たる天才たちが集結した実験の場で起こった〝システム暴走事故〟──その当該機に残された数片の〝解読不明エニグマコード〟を埋め込むことで作られた人工知能が、そう名付けられたのだという。

　彼女たちが通常のＡＩと違うのは、主に次の二点。

　何か設定するよりも前から感情らしきものを持っていたこと。

　そして、常識では考えられない、電子世界への干渉能力を持っていたことだ。

　天道白びやく夜やが制作に関わった電脳神姫・五番機バグナンバー・コードイプシロン〝春風〟にも、当然その力の一部は備わっていた。現時点では微々たるものだが、調整を続ければやがてネットを介するゲームの全てを掌握し得る……そんな能力。

　ただ、それには彼女に元々備わっていた〝善性〟が邪魔だった。故に天道は、ＲＯＣを通じて春風を叩たたき潰つぶし、理想のＧＭを作り上げようとしたのだという──。

「…………」

　長い独白を頭の中で咀そ嚼しやくしながら、俺はじっと黙り込んでいた。

　天道の口振りに噓うそや演技の色は見られない。隣の瑠る璃り先輩も否定しないところを見るに、全部本当のことなんだろう。……不思議とそこまで驚きはなかった。理由は分からないけど、まあ結局は〝スフィアなら有り得るから〟というその一点に集約されると思う。

　元々ＲＯＣだって他の裏ゲームだって、俺みたいな素人目には魔法とそう変わらない。

「──ところで、垂たる水み夕ゆう凪なぎくん」

　と、そんなファンタジックな思考は天てん道どうの声に遮られた。

「君の解答は確かに素晴らしかった。しかし残念なことに、一つだけ大きな誤ご謬びゆうがある」

「誤謬だと？」

「ああ、そうだ。……聞き間違いだとしたら済まないが、君は先程『どうでも良い』と言ったね？　君自身の参戦が僕らにとってまるでどうでも良い事態だと」

「言ったな。それがなんだよ？」

「っ────どうでも良い？　君が？　まさか、有り得ない！」

　しばらく言葉を詰まらせていた天道は、不意に、握りこぶしを固めてそんな大声を上げた。眼鏡の奥の瞳がギラつき、彼のクールなイメージを瞬間的に打ち崩す。

「違う、違うよ。確かにコード春はる風かぜへの絶望付与には無関係だが、しかし君──僕のようなゲームマスターにとって、最も得難いものはなんだと思う？　斬新なアイデア？　快適なシステム？　高性能なマシン？　いいや違う、どれも違う。せっかく心血を注いでゲームを作り上げたって、その魅力を十二分に引き出してくれるプレイヤーが居なければ、それは完成したとは言わないんだよ！」

　バッ、と白いスーツの裾を払いながら力説する天道。

　その頰ほおは興奮のせいか微かすかに赤らみ、口調はどんどん早く、荒くなる。

「垂水夕凪くん、君は素晴らしいプレイヤーだ。まさに求めていた通りの人材だよ。四年前のゲームでその力の片へん鱗りんを知り、もう一度試してみたいと考えていたんだが……なかなか機会がなくてね。随分と待たされる羽目になってしまった」

「機会？　そんなの、無理やり裏ゲームにログインさせればいつでも作れるだろ」

「いいや、それでは僕の美学ポリシーに反する。逃れられないデスゲーム、だとか、そういうのは趣味じゃないんだ。強制的に誰かを参加させたりはしない。勝者には何があっても報酬を支払う。ここが譲れない一線だ」

　僕ＧＭが信義を捨てたらこんなイリーガルなゲームは成立しないからね──と、天道は自身の考えをそんな風にまとめた。

　確かに、その言葉は事実なんだろう。十六夜いざよいによれば、過去のどのゲームでも〝参加権利の放棄〟が認められないことはなかったらしい。今回だって《退却》してから二度とログインしなければそれで終わりだし、そもそも敗北にペナルティがなかった。

　もちろん、姫以外は、との注釈は付くけれど。

「……怒っているね？　巻き込まれたのがそんなに嫌だったかな」

　俺の表情をどう解釈したのか、天てん道どうはそう言って嗤わらった。それから降参するように両手を掲げ、さっきよりは幾分落ち着いた口調で続ける。

「それについては謝るよ。最低限フェアに誘ったつもりだが、多少強引な手だったことは否いなめない。もう二度としないさ、約束だ。必要なら誓約書でも作ろうか？」

「いいよ、面倒くさい」

「ならば僕個人の戒めとしよう。……しかし、どうだろう。期待の通り、君のおかげでＲＯＣは刺激的スリリングな面白さを得た。そこで──もちろんこれは強制ではなく、単なる提案なんだが──君さえ良ければ次の裏ゲームにも参加してくれないだろうか？　なに、悪い話じゃないはずだ。何を隠そう、次はこれがＧＭを務めるゲームを企画中で」

「────いい加減、黙れ！」

　目の前の気き障ざったらしい男が春はる風かぜに顎を向けた辺りでそろそろキレた俺は、短い暴言でそいつの語りを遮った。

　しかし、天道は不思議そうに首を傾かしげるばかりだ。

「黙る？　いったい何な故ぜ。僕は黙ったら死んでしまう」

「お前のウルトラ体質なんか知るか。……面白い？　面白いだ？　はは、ＲＯＣを面白いとか抜かすトチ狂った野郎は生あい憎にくお前と十六夜いざよいしか知らないけど、都合が良いことに揃そろって馬鹿だな。それも超が付く馬鹿だ。付き合ってられるか」

「ふむ。それは、参加するつもりはないと？」

「ああ無いね。それどころか全力で邪魔してやりたい。無駄とは思うけど一応言うぞ、やめろ。お前らのゲームに春風を巻き込むんじゃねえ」

「…………」

　しばらくの間、天道は珍獣を見つめるような奇異の視線を俺に向けていた。

　そして一言──「解げせないな」と呟つぶやく。

「解せない、解せないよ。君が僕のゲームを嫌うのは、残念だが仕方ないことだ。僕は誰もが楽しめるゲームをこそ至高だと思うし目指してもいるが、果たして実現できているかと問われれば否と答えるしかない。何故なら面白いかどうか、というのは結局個人の主観で、統一は不可能だからだ」

　抑え気味の声は、それでもオフィスの隅々にまで行き届く。指導者向きの喋しやべり方だと思った。否いや応おうなしに誰かを惹ひき付つける強さが窺うかがえる。

「同時に、僕は、僕のゲームを誰がどう思ってくれようと構わないよ。貴重なご意見として頂戴はするとして、それだけだ。だが、その〝意見〟を他人にまで押し付けるのはもちろん構う。だってそうだろう？　思想の自由大いに結構。しかし他人を染め上げるのはまた別の話だ。故ゆえに、君の要望は聞けないな」

「…………」

「いくら君が嫌いだろうと、僕は裏ゲームが好きだし、他にも楽しんでくれる人は五ご万まんといる。だからこそ、君が〝破壊したい〟と願うならそれは価値観の衝突だ。……ああいや、衝突自体は悪くないよ。ただぶつかるには相手が要いる。今回は僕がそれだ」

　長い語りを締めくくり、再び眼鏡のブリッジを上げた天てん道どうは静かに俺の両目を見据えた。

　こくり、と唾を吞のみ込む音が聞こえたけれど、春はる風かぜか先輩か、あるいは自分が発したものなのかも分からない。

　──価値観の衝突。なるほど、それはその通りだ。天道は面白いゲームをこそ至高だと思い、そのためなら他の全てを投げ捨てられるだけの意志を持っている。そして俺は〝それ〟が認められない。心の底から嫌だと思う。

　しかし、ふと違和感を覚えた。

　俺が拒絶を突き付けた〝それ〟というのは、すなわち〝春風が裏ゲームに巻き込まれること〟だ。俺やあいつから離れた場所でやってくれる分にはどうだっていい。

　だけど、だとすれば天道の返答は俺の啖たん呵かに対する回答になっていない。意図的に論点をズラしたのか？　いや、違う。この〝引っかかり〟は多分そういうことじゃない。

　少し乾いた口内を唾液で湿らせてから、俺はゆっくり口を開いた。

「天道。お前は価値観の押し付けを嫌う。意見を強制することはない。そう言ったよな？」

「ああ、そうだとも。〝強制〟と〝反ほ故ご〟ほど醜い言葉はこの世にない」

「なら一つ訊ききたい。──お前は、春風についてどう思ってる？」

　天道の端整な顔立ちにふと疑問の色が表れた。

　返事を待たずに畳みかける。

「おかしいだろ。そんなに強い信念を持ってるなら、どうして春風の人格は完全無視で蹂じゆう躙りん出来るんだ。あいつの声を聞かなかったのか？　あいつは悲鳴を上げてたんだぞ。お前に嬲なぶられて、ボロボロになって泣いてたんだ。矛盾してるだろうが」

「矛盾。矛盾か。……さて、どこにそんなものがあるだろう。君は難しいことを言うね」

「……あ？」

「ふむ、どこか誤解があるようだ。──まず初めに言っておこう。僕はコード春風のことをとても大事に思っている。希少な、そして未いまだ解明し切れない謎に塗まみれた電脳神姫バグナンバー。その育成に関して愛情に時間に手間暇にその他諸もろ々もろ、一切惜しんだつもりはない」

　ただ、と天道。特に勿もつ体たいぶるようなこともなく、淡々と告げる。

「これは人間じゃない」

「……っ！」

「ああ、僕がこれを大事に思う気持ちは、もしかしたら子供がとっておきの玩具おもちやに抱くような感情に近いのかもしれないね。愛いとしくて失いたくない。しかし結局は、駒だ。いくら心に近い何かを持っていたって、本物なわけがない。紛まがい物ものだ。だから、ねえ君、こんなモノより、ゲームが盛り上がることの方がよほど大事だと思わないかい」

　俺が黙っているのを良いことに、胸むな糞くその悪い言葉ばかりがうず高く積まれていく。

　そうか……そういうことかよ糞ったれ。道理で春はる風かぜの境遇だけがあからさまに不平等だったわけだ。道理で俺の啖たん呵かの意味を取り違えたわけだ。

　こいつは最初から、彼女を一人の人間だなんてカウントしちゃいなかった。

　それだけの意味がある存在だとみなしちゃいなかった。

　俯うつむいた俺とは対照的に悠然とした態度を崩さない天てん道どうは、そこで初めて春風へと視線を向けた。まさしく道具を見るような冷たい瞳だ。細長い指がいくつかのキーを叩たたき、画面の奥で縮こまっている少女に絶対遵守の〝接近〟コマンドが入力される。

　──けれど、

「……おかしいな」

　天道の発した訝いぶかしげな声に、俺は思わず顔を上げた。

　画面の中の春風は、どういうわけか、製作者マスターからの命令を受けたにもかかわらずピクリとも動いていなかった。両腕で頭を抱えたまま、抵抗するようにぺたんと腰を降ろしている。

　それどころか、ついには困惑に眉を顰ひそめる天道に赤い舌を突き出した。

「上位コマンドの拒絶……だと？　馬鹿な、コード春風にそんな機能は──」

　天道は声に焦あせりを滲にじませ、物もの凄すごい勢いで近くのＰＣを引き寄せると何やら操作をし始めた。鬼気迫る背中はまさに研究者のそれで、当然俺のことなんか意識の外に行ってしまったらしい。連なるようなタイプ音がしばし続く。

　突然暇になった俺は、だから、なんとなく春風のいるＰＣを覗のぞき込んでみることにした。

「あ」

　目が合う。春風は腕の隙間からそーっと外を覗いていて、俺を見つけるや、ぱっとその表情を輝かせた。試しに人差し指でスクリーンをなぞってみると、釣られるように両手を上げた春風が、緩んだ笑顔でついてくる。

　……ああ、そうだ。そうだよな。結局、俺はこいつに救われたんだ。

「なあ、天道」

「くそ……おかしい。一体何がどうなってる。解読不明エニグマコードの暴走？　制御不能？　しかし何な故ぜ今になって──なんだ、垂たる水み夕ゆう凪なぎ！」

　俺は一通り春風の笑顔を堪能してから、今一度、天道白びやく夜やの目の前に立った。

　対たい峙じ、と称するに相応ふさわしい位置関係。挑みかかるように碧あお色の瞳を睨にらみつける。

「お前の敗因はさ、こいつが単なるモノだっていう認識を捨てられなかったことだよ」

「っ……」

　その怜れい悧りな目が微かすかに細められ、俺の真意を射抜こうと分析を始める。けれど、その結果を待つこともなく、天道は嘲るような笑えみと共に口を開いた。

「分からないな。ＲＯＣに勝利したのは君の実力だろう？　これは何の役にも立っていない。むしろ君にとっては枷かせでしかなかったはずだ」

「いや、ゲームじゃない。お前の計画──春はる風かぜに絶望を与えようっていう目もく論ろ見みの方だ」

「……？　それなら一層分からない。敗因、などという言葉を使うからには、つまり僕の計画は失敗したと言いたいんだろう？　馬鹿馬鹿しい。君が予想以上にヒーローの役を果たしてくれたおかげで、今から再び孤独を味わうこれは痛烈な絶望に溺れるよ」

「そりゃまあ、お前の予定通りに進むならそうだろうけどな」

「……なんだ、随分と冗長な論法じゃないか」

　苛いら立だちに口元を歪ゆがめる天てん道どう。一切を手中に収める彼は、自分の絶対的な優勢を示すように大きく両腕を広げる。ここからはＧＭの管轄だ、と、不機嫌な仕草を重ねて強調する。

「いいか？　もうゲームは締められているんだ。この状況から、たかが一プレイヤーに過ぎない君がどう巻き返す？　ああ、君はよくやったとも。しかしその快進撃もここまでだ。君がこれに焦がれるのは自由だが」

「だからさ」

　けれど──いい加減、俺だって我慢の限界だった。

「これこれうるせーんだよ饒じよう舌ぜつ野郎！　お前の話とか野望なんかどうでも良いっつってんだ。真新しくて面白いゲームが作りたい？　ああそうかよ勝手にやれ。俺は関係ないし興味もない。だけど、春風の扱いに関してだけは首を突っ込ませてもらうぞ」

「……何を言うかと思えば」

　やれやれとでも言いたげに首を振る天道。無感動な瞳が俺を射る。

「言っただろう？　ゲームは終わったんだ。君が関わる余地なんてもうどこにもない」

「『何を言うかと思えば』？　はは、何言ってんだお前、それはこっちの台詞せりふだぜ。まだ分かってないのかよ。こっちはもうずいぶん前に最後の手札を切ってるってのに」

「…………何？」

　天道は眉を顰ひそめ、俺の真意を窺うかがうように思考を潜らせる。稀き代たいの天才と謳うたわれる彼のことだ、きっとゲーム中、あるいは今日この場所で俺がした発言や行動の全てを覚えているんだろう。そしてそれを脳内で照合している。

　だけど、そんなことをしたってどうせ答えには辿たどり着けまい。

「室長リーダー。──って、今のあたしがそう呼ぶのは変かな。ね、天道白びやく夜やさん」

　俺と天道、それから画面の中の春風、という三みつ巴どもえの睨にらみ合いに、突如として場違いなほど能天気な声が割って入った。

　ＲＯＣの〝勝者〟。瑠る璃り先輩、改め、姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せだ。

「こんなときで悪いんだけど、先に勝利報酬、貰もらっちゃっていいかな？　って言うか、勝ったのってあたしで良いんだよね？　にひひ、ハルちん恨まないでよー？」

「ああ、いいって」

　振り返った姫ひめ百ゆ合りにそっけない返事を返す。言った通り、俺に欲しいモノなんてない。

　そして逆に、姫百合の欲しいモノなら知っていた。

「……ふむ、もちろん構わないが」

　天てん道どうは突然の横よこ槍やりに多少気を悪くしたようだったが、すぐに気を取り直して答えた。

「君の欲しがっていたものはなんだったかな。最新の機材か？　次のＧＭの権利か？　なんにせよ、約束は約束だ。僕の誇りと信念に誓ってすぐにでも用意を──」

「ごめん室長、どっちも違うの」

　姫百合は容赦なく天道の推測を両断した。悪気なんて欠片かけらもない表情で「にひひ」と笑い、それから悪戯いたずらっぽくウインクしながら人差し指を立てる。

「っていうかあたし、もう随分前に言ってるよ？　何が欲しいか。機材とか権利とか、そんなちゃっちいもんじゃない」

「…………なんの話だ？」

　天道の表情が曇る。

「だから勝利報酬だってば。あれ、もしかして室長のくせに覚えてないのー？　しょうがないなーもー。あたし、とっくに宣言したよ。断言したよ」

「……………………………………………ま、さか」

　数刻の後、天道の顔色が徐々に青ざめていくのが分かった。……もしかして思い当たったのか？　だとしたら本当に凄すさまじい記憶力だ。俺だって、当事者じゃなきゃ絶対に思い出せなかったのに。

　あんな、馬鹿げた願いなんて。

「──カラダが目当て」

　そして姫百合は、楽しそうに指をくるくる回しながらそう言った。

「にひひ、覚えてるよね？　言ったもんね？　ハルちんと初めて喋しやべったとき、あたしは確かにそう言った。冗談じゃないから、あれ。……そ、あたしが欲しいのは春はる風かぜちゃんの身体からだだよ。もちろん、現実世界を歩き回れるような、ね」

「ッ!?　貴様、何を!?」

「文句は言わせねえぞ」

　泡を食ったような天道の言葉を遮って、俺はせいぜい嘲りを込めた笑えみを突き付けた。

「裏ゲームの報酬は好きなものをなんでも一つ、だろ。なら当然肉体だってアリだよな。だから主催者おまえは全力で──全精力全知恵全財産全執念を掛けてこいつを人間にしやがれって言ってんだ！」

「ぁ────」

　勢い込んだ俺の啖たん呵かに、天道は眼鏡の奥の両目を見開いて、また春風もぽかんと口を半開きにした。潤み始めた視線に晒さらされるのがなんだか気恥ずかしくて、俺は春はる風かぜから目を逸そらす。画面の中で、彼女はふらふらとこっちに近付いて来ていた。

　構わず続ける。照れ隠しとかでは断じてない。

「俺には干渉する権利がない？　馬鹿言え、餌で釣ってんだから払うもんはきっちり払えよ。美学があるんだろ？　譲れない信念なんだろ？　絶対反故にはしねえって誓っておいて、その上で報酬は〝なんでも〟って明言してるんだ。まさか出来ないとは言わせねえ」

「貴様……正気か」

　天てん道どうはギラギラと危うい輝きを放ち始めた瞳を、何な故ぜか姫ひめ百ゆ合りじゃなく俺に向ける。

「なんでも、望むモノをなんでも一つくれてやると言っているんだぞ！　ああそうだなんでもだ。莫ばく大だいな金でもいい！　地位も名誉も例外ではない！　解読不能エニグマコードを利用すれば、前回貴様が望んだ蘇そ生せい紛まがいのことだって可能なんだ！　それなのに、貴様はそんなものを望むのか？　動いて喋しやべるだけの人形を現実世界に顕現させろ？　分からない。理解に苦しむよ、何故、何故だ！　これがそんなに大切か!?」

「だから言っただろ」

　俺は静かに吐き捨てると、ツカツカと大きな歩幅で天道との距離を詰め、几き帳ちよう面めんにネクタイの締められた襟元を引っ摑つかんだ。

　これだけ散々言いたい放題言われたんだ──少しくらいは反撃しないと割に合わない。

「お前の敗因は、こいつを物以上の存在に繰り上げられなかったこと。こいつの価値を見誤ったことだ。俺が春風の〝解放しあわせ〟を望む可能性なんて普通に思い付きそうなものなのに、お前は気付かなかった。それはお前にとっては有り得ないことだったからだ。

　ま、多分、いくら言葉で説明したって分からないと思うぜ。お前の言葉を借りれば、俺がこいつを好きなのは俺の価値観だ。お前のそれとはきっと全然違う」

「………………っ」

　軽く腕に力を込めると、天道はそのままゆっくりと崩れ落ちていった。

　愚かなれど頂点たる王ゲームマスターが、その唯一にして最大の弱点である姫はるかぜのために膝を突く──その光景は、皮肉にも、彼自身がＲＯＣの序文に記した結末を部分的に再現していた。

　そんな天道から視線を切り、俺は秘書が控えているドアの方へと足を向ける。その寸前、どうしてか頰ほおを染めている春風に一度だけ手を振っておいた。

　別に今こん生じようの別れってわけじゃないんだ、これくらいで充分だろ。

「うーん……」

　そうだ。その代わり、って訳でもないけど、捨て台詞ぜりふくらいは残させてもらおうかな。




「しばらく、一人の人間として、そいつと接してみればいいさ。春風は、案外お前の価値観も変えてくれるかもしれないぜ。……俺みたいに」
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　　　　♯



　ＲＯＣの閉幕から三ヶ月が経たった。

　俺の日常はそれなりに平和で、静かで緩やかで──それも多分、もうすぐぶち壊こわされる。




「ねえナギ！　ねえねえナギ！　転入生っ、転入生が来るんだって！」

「知ってるよ……ってかうるせえ。わざわざ耳元で叫ぶことないだろうが」

「だってナギぼけーっとしてるんだもん、どうせみんなの話なんか聞いてないでしょ？」

「余計なお世話だっつの。それにちゃんと聞いてるよ。転入生の話はさっき山やま西にしが教えてくれた」

「……あの、オレ、川かわ西にし」

「川西に聞いた。問題ない」

　そこら中からくすくすと笑い声が上がる。




　いつかのスライディング土下座がウケたのか、それとも二人のお節介がそれだけ頑張ったということなのか、俺のクラス内での立場は以前よりかなりマシになっている。

　とは思うんだけど、あれ以来学校に来るようになった瑠る璃り先輩──人目に触れるからという理由で常に姫ひめ百ゆ合りモードだが──からは相変わらずぼっちだの孤高（笑）だのと酷評され、社交性の高さでは随一の雪ゆき菜なは親並みに生暖かい目で見守っているようだから、まあ、案外、そんなものなのかもしれない。




「どんな子が来るのかな。ねえ、ナギはどう思う？　推理してみてよ」

「……あー、あれだろ。女」

「それはみんな知ってるよ。もう、ほんとに話聞かないんだから」

「じゃあ、あえて男で」

「あえての意味が分かんないよ!?　え、男の娘こ？　ナギって実は男の娘フェチ？　知らなかった……幼おさな馴な染じみ失格だよ。性転換ってどうやってやるんだろ」

「雪菜」

「な、なに？　今ヤフー掲示板に書き込みしてて忙しいん──」

「馬───っ鹿」

「っ、な、何よナギのくせに馬鹿にしてえ！」




　少し前、ふらりと現れた十六夜いざよいの話によると、しばらく裏ゲームは開催されていないらしい。ただ、それは天てん道どう白びやく夜やの改心を示すものではないだろう。彼は単に、他の作業が忙しくて裏ゲームを進める余裕がなかっただけだ。

　現に、再来月を目め途どに次のゲームが始まるらしく、早くもエントリーを済ませた十六夜から毎日のように誘いのＬＩＮＥが飛んでくる。

　ちなみにヤツは、物もの凄すごく頻繁にスタンプを使う。

　もしかして六りつ花かと端末を共有してるのか、とか邪推せずにはいられないほど、そのラインナップは可愛かわいらしい。




「はい──はい！　みんな席に着いて下さーい！　朝のＨＲを始めますよー！」

「せんせー！　今日はビッグニュースがあるって聞いたんですけどー！」

「そうです、あるんです、だからみんな早く席に着いてー！　うん、よろしい！」

「可愛い子ですか！　先生、オレ期待してても良いですか!?」

「うふふ、そういうのは転入生が入りにくくなっちゃうから、見てのお楽しみ……って言いたいところだけどー」

「？」

「ここだけの話。もう、もうもう、すっごく可愛いわ。可愛くって素直でふわふわしてて、私、ああいう娘が欲しいって切に思いました」「先生はそれより先に結婚しなｋｙ」「静かに」「うぃっす」




　そう言えば、あんまり関係ない話になるけど、スフィアのビルに居た秘書さんは例の冷血司書の〝中の人〟だったらしい。この前、天てん道どう白びやく夜やからの伝言だと連絡があり、その時に正体をバラしてくれた。

　色々と愚痴らしき話も聞かされたが、思い返してみれば、覚えているのは〝勇者〟役を割り振られていた人があまりの出番の無さに不ふ貞て腐くされ、打ち上げでヤケ酒して潰れたという話くらいのものだった。瑠る璃り先輩はオレンジジュースと雰囲気だけで酔っていて、あれで泣き上戸らしい武器屋はひたすら鬱陶しくて、結局全員介抱させられることになったとかなんとか。

　まだ話し足りないから良かったら今度居酒屋にでも、の辺りで俺は電話を切った。




「……うーん、現実逃避もここまでか」

　数十秒ぶりに目を開けて、俺はそんな呟つぶやきを漏らした。少しだけ進行しているＨＲ。教壇に立つ先生がドアに向かって「入ってきていいよ」と声を掛けたところを見るに、ベストタイミングと言っていいだろう。

　──ドキドキしてきた。

　ああ、いや、別にそういうんじゃないんだ。期待とかそういうんじゃなくて……いや、だったらなんなんだよ。ちくしょう、せっかく別のことを考えて気を紛まぎらわせてたのに、こうなると一気に心臓が高鳴り始める。目を瞑つぶっても耳を塞いでも収まらない。内側から燃えているからどうしようもない。

　──ガラ、と小さな音が響いた。

　教室前方のスライドドアが、何度かレールに引っかかりながらも開かれる。

　途端、溜ため息いきのような、歓声のような、とにかくそんなどよめきが教室中を走り抜けた。

　みんなの視線の先に居るのは一人の少女だ。

　小柄な体たい軀くを新品の制服に包み、長い金髪をさらりとなびかせ、誰をも虜とりこにする無邪気な笑えみを浮かべる転入生──春はる風かぜ。

　そう、天道白夜からの伝言、というのは、そして彼が携わっていた大きな仕事というのは、つまりこういうことだった。春風を現実世界に漂着させるプロジェクト。実際どうやったのかは知らないし、多分訊きいてもはぐらかされるだろうけど、とにかく天道はそれを為なした。

　さすがは魔術師メイガスの名を戴いただく天才集団、スフィア幹部の一角だ。

「は、はじめましてっ。えへへ、わたし、はる──じゃ、なくて、えっと、雲くも居い春はる香かっていいます。みなさん、これからどうぞよろしくお願いしますっ！」

　春はる風かぜはとことこと小さい歩幅で教卓まで辿たどり着くと、そう言って綺き麗れいにお辞儀をした。その拍子に甘い香りと多分マイナスイオン的な何かが空中を漂い、それで前の方に座る連中は一様に撃沈した。

「ええと──」

　好奇心旺盛な大きい瞳が、そんな教室中をぐるりと見渡す。自分の身体からだで学校に通える、というシチュエーションに感激でもしているんだろう、小さく開かれた口は春風の興奮を物語っている。

　その目が、俺の方を向いて固まった。

「わ、わ」

　直後、春風はそんな言葉にならない声を上げながら、一歩ずつ、フラフラとこちらに近付いて来た。金髪美少女の変調に教室中が疑問符を浮かべる。そして恐らく当事者だろうとみなされた俺に刺すような視線が飛ばされる。

　俺はそれを、申し訳なさと鬱陶しさと若干の優越感をもって受け止めた。物語の主人公っていうのはこんな気持ちなのか、と納得すると同時に、内心で予想以上の感慨に襲われながら、静かに春風の到着を待つ。

　……待つ……待つ、んん？

「雪ゆき菜なさんっ！」

「そっちかよぉおお！」

　思わず頭を抱えて叫んでしまった。ああ、ああ確かに、言われてみれば春風を主に世話してたのは雪菜だ！　俺なんか不完全な対面が二回あっただけだよ！　何勝手にドキドキとかしちゃってるんだ俺！　すげえ恥ずかしい！

「え、えっと……？　ご、ごめん、私の知り合いだっけ？　でも春はる香か、なんて聞いたことないような……なんでだろ。こんな可愛かわいい子、覚えてないわけないのに。……ん？　でもなんか、なんとなくこのゆるーい感じは知ってるようなないような。むむ？」

　春風に抱き付かれながら、雪菜は困惑の声を上げている。そりゃそうだ、雪菜からすれば春風は完全に初対面。一方的に懐かれても、その思い出を振り返ることは出来ない。

　ただ、雪菜はコミュニケーションの達人だ。

「まあでも──可愛いから許すっ！」

　うりうり、と頭を撫なで繰り回され、春風は元々幸せそうだった表情をさらに陶然と緩めた。その愛らしさに今度は教室後方の連中が軒並み天を仰ぐ。ただでさえ金髪美少女転入生のインパクトは凄すさまじいのに、春風の多彩な表情は人の心を摑つかんで離さない。

　そして……気持ち良さげに細められていた瞳が、不意に、俺のそれと合わされた。

「「あ」」

　お互い、呆ほうけたように声を上げる。……いや、責めるなよ。こちとら先輩の言うところの〝ぼっち〟なんだ。こんなの全然慣れちゃいない。どうしたらいいか分からない。

　だから、という訳じゃないかもしれないけど、先に動いたのは春はる風かぜの方だった。

　雪ゆき菜なの身体からだからゆっくり離れ、きゅっと握った左手を胸元に添えた春風は、残った右手をそろそろと俺の方に伸ばしてきた。沈んでいない連中が訝いぶかしげにその行動を見守っている。雪菜も、こくりと首を傾けて、こっちに視線を向けている。

　こうも注目されていると気恥ずかしいけど──応えないわけにはいかないか。

「ほら」

　だから、俺は左手を伸ばし、春風の手に触れさせた。小さい手だ。握れば簡単に覆おおい尽つくせてしまうけど、そうはしない。同じ側の手を伸ばしたら〝握手〟だけど、反対同士なら普通〝手を繫つなぐ〟と表現するだろ？　それは春風が望んでいたことの一つだったから。

「あ──」

　ふわ、と溶けるような笑えみを浮かべる春風の顔をこれ以上見ていられなくて、俺は僅かに視線を逸そらす。もう役目は果たした、とばかりに身体も離そうとしたけれど、しかしそうは問屋が卸さなかった。

　俺の左手が絡め取られているからだ。春風に。いわゆる、恋人繫ぎというヤツで。

　教室のあちこちから悲鳴が上がった。

「……えへへ。やっと。やっと、本当に逢あえました。わたし、うれしいです。夕ゆう凪なぎさん」
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「ああ、そうだな。……で、ちょっと相談なんだけど、とりあえず手を放して」

「嫌やです」

「嫌なのかよ」

「嫌やですよ。……わたし、もう決めました。せっかくこの世界に来られたんです。夕ゆう凪なぎさんに引っ張り出してもらったんです。──えへへ。だから、前よりちょっとだけ我わが儘ままになるって、決めました。欲しいものは離しません。ずっと一緒に居たいって思うから、ずっと大事に繫つないでいます。

　それで──いいんですよね？」




　その時春はる風かぜが浮かべていた表情が、不安そうなものだったのか満面の笑えみだったのか、正直なところ俺にはよく分からない。

　何な故ぜって、俺はとっくに気恥ずかしさが臨界点に達していて、胸の奥が熱くなりすぎていて、前に春風が言っていたサプライズ＝幸せ論に今さら諸もろ手てを上げて賛同しているところで──簡単に言えば、左手が汗ばんでいることがすごく気になっていたからだ。






あとがき






　はじめまして、久く追おう遥はる希きと申します。

　読みは「くおうはるき」です。……読めないですよね、ごめんなさい。もう随分と前に付けたペンネームなので、温かい目で見てやってもらえると嬉うれしいです。

　さて。

　この度は、自分のデビュー作「クロス・コネクト　あるいは垂たる水み夕凪の入れ替わり完全ゲーム攻略」を手に取っていただきまして、誠にありがとうございます！

　いかがでしたでしょうか……？　割と小心者なのでもうドッキドキです。今までは親しい友人くらいにしか見せていなかった作品がいきなり全国展開されるとか、冷静に考えて冷静じゃいられません。なんか文章がめちゃくちゃになってきました。その程度には混乱しています。

　それでも、今の自分が持てる全力を尽つくして書き上げた作品になりますので、楽しんで読んでいただければ幸いです。

　振り返ってみれば、自分が初めて小説を書いたのは今から十一年前。ライトノベルに限ってもおよそ九年前のことになります。それから新人賞への投稿を始めて、少し執筆から離れた時期もありましたが結局再開して、一昨年あたりからＭＦさん一本に絞るようになって……今に至ると。

　まあ、そんな風にかなりの長期戦だったので、受賞の連絡を受けたときは喜ぶより先に相手方の正気を疑いました（超失礼）。いやだって、自分が小学校の卒業文集に書いた将来の夢が〝小説家〟ですよ？　簡単に信じられるわけないじゃないですか。そりゃしばらく呆ぼう然ぜんとしましたとも。その後たっぷり悶絶しましたとも。

　ただ、ここはまだゴールじゃなくてスタートライン。ここからです。せっかくこうして表舞台に上げていただいたからには、未熟なりに精一杯頑張っていきたいと思っています。

　最後に謝辞を。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、当初から粗の多かった本作に栄誉ある賞を下さったこと感謝しております。イラストレーターのkonomi（きのこのみ）様、まさか自分の作品を担当していただけるとは夢にも思っていませんでした。まだ夢みたいです。大好きです。

　そして、その他にも本の出版に際してお世話になった方々、作品作りを支えてくれた家族や友人諸氏、また繰り返しになりますがこの本を手に取っていただいた読者様。その全ての方に最大の感謝を申し上げます。本当に、本当にありがとうございます。

　それでは、紙幅も残り少なくなってきたのでこの辺りで。

　皆様と長い付き合いになれることを心の底から祈っています！


久く追おう遥はる希き
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ポンコツ勇者の下剋上　電子特別お試し版　（著：藤川　恵蔵　イラスト：ぐれーともす）
















第一章　神しん剣けん選定




　アルスガルド大陸の中央部にある王都ペンドラゴン。

　そこにある王立士官学校の敷地内にある中庭で、俺は白昼堂々と授業をサボって昼寝を決め込んでいた。

　この王立士官学校に入学して、かれこれ二年以上が経過したが、今の俺は著しくやる気を失ってしまっていた。

　授業も訓練も、はっきり言って全然付いていけない。

　馬術だけは、何とかそれなりにこなせたが、それ以外は何をやっても、人並み以下。

　無理をして入学金を払ってくれた養父に会わせる顔が無いのだが、正直向いていない学校に入学したような気がする。

　卒業後に軍部の士官になるのも怖いし。

　もう、こうなったら授業をサボりまくって、退学になった方が良いような気がしてきた。

　だから今日も、俺は授業をサボっている。

「クロウ！　貴方あなたねえ！　今日くらいは真剣になったらどうなの!?」

　そんな俺に、怒鳴り声を浴びせる女生徒がいた。

　俺や、他の学生が着ている土色の学生服ではなく、鮮やかな青色の燕えん尾び服ふくと、白いタイトなズボンを身につけている。

　日の光に当たり、キラキラと輝く青髪に、澄み切った青い瞳ひとみ。

　白い肌と、女子としてはかなり高い身長。

　平凡な俺とは雲泥の差がある、神々しい程の美び貌ぼう。

　もはや、神がかり的な程の美人だった。

「……なんだアイリスか……」

「アイリスかじゃないわよ！　早く起きなさい！」

「ええ？　今日ってなんかあったっけ？」

「今日は全校生徒が神しん剣けん選定を受ける日でしょ？」

「ああ、なんだそれか……もう全くもって俺には関係の無い行事じゃん」

「そんなのやってみないと解わからないでしょうが！」

「ああ、ハイハイ。解りましたよっと」

　俺は中庭の芝生から身を起こすと、頭を搔かきながら立ち上がる。

　神剣選定とは、この学園内で定期的に行われる恒例行事の一つだった。

　目的は、神剣……正式名、聖せい光こう剣けんエクスキャリバーの所有者に相応ふさわしい者を見つけ出す事。
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　実は歴史上、この世界は何度か人類滅亡の危機に瀕ひんしていた。

　理由は解わからないが、人間を一人残らず抹まつ殺さつしようとする魔王が、突然現れるのだ。

　魔王は、現れる度たびに、殆ほとんど例外無く、人類を滅亡寸前まで追い込む程、非常識な力を持っていたのだが、人類が滅亡する事は無かった。

　突発的に現れる魔王は、その都度、突然誕生した勇者が、悉ことごとく打倒してきたからだ。

　魔王は何度倒されようが、長い年月をかけて必ず復活を果たす不滅の存在らしい。

　しかし、復活した魔王は、その都度、新たに誕生した勇者が倒している。

　その歴代の勇者が、魔王を倒す際に使用していたのが、聖せい光こう剣けんエクスキャリバーだ。

　そして、俺達が所属している王立士官学校は、五百年ほど前に魔王を倒し、今の王国を支配している王族の初代国王でもある、先代の勇者が設立した。

　次代の勇者が出現した時、その勇者の手元に聖光剣を届ける為ために。




　俺は、この世界に住む人間なら誰でも知っている、おとぎ話のような歴史的事実を思い浮かべながら、アイリスと並んで校内を歩く。

　ちなみに、アイリスは俺の同級生の中でぶっちぎりの成績上位者であり、主席候補筆頭になる程に優秀な女生徒だ。

　才色兼備を絵に描いたような彼女が、成績最下位の俺と会話している、という光景は、他の学生にとっては奇妙以外の何物でもないだろう。

　しかし、俺はわかっていた。

　アイリスが、決して自分に好感を持っているから接している訳ではないという事を。

　俺とアイリスはこの王立士官学校に同時に入学し、二年間同じクラスだった。

　だから俺はなんとなく彼女の行動を観察している内に、彼女の性質、と呼べるものを理解していた。

　アイリスは単に、常じよう軌きを逸いつした潔けつ癖ぺき症しようであるだけだ。

　同級生の中で最も好成績で、身体能力も抜ばつ群ぐんに高く、容姿にも優れているという、非の打ちどころの無い特長を持ちながらも、常に誰に対しても優しく接するように自ら心がけている。

　しかし、それを他の学生にも強要するのだ。

　真面目まじめに授業を受けて、勉強と鍛たん錬れんに励はげみ、同級生に対しても優しく振る舞う。

　そんな自分自身の行動パターンを、自分以外の全すべての人間に求める。

　成績や運動能力で劣る者を虐いじめる学生なんてのは論外だが、彼女は不ふ真面目まじめな学生を見つける度に、血相を変えて注意勧告し、無視した場合は鉄てつ拳けん制裁も辞さない。

　俺は、貴族出身者である事を鼻にかけ、他の学生を支配し、統とう括かつしていた学生をアイリスが半殺しにしている所を見た事がある。

　イジメの現場など、彼女が目撃した瞬間には血の雨が降るのだ。

　ここまで来ると、潔けつ癖ぺき症しようを通り越した、正しさの権ごん化げ、と呼べる類たぐいの性質だ。

　普通、アイリスみたいなタイプの学生は、他の学生に排除されるのだが、彼女の場合、そんな他者からの攻撃や拒絶を一つ残らず跳ね返せるだけの、ぶっちぎりの力が有った。

「……神しん剣けんってヤツは、何を基準にして持ち主を選ぶのかなあ？」

　俺は、隣を歩くアイリスが腰に帯びている剣を見て呟つぶやく。

　アイリスが持っている剣は、神剣だった。

　と言っても、聖せい光こう剣けんではない。

　聖光剣の姉妹剣である、十二本の神剣の内の一つらしい。

　名前は確か、氷ひよう結けつ剣けんだ。

「さあ。私は入学と同時に所有者と認められたけど、他の神剣を所有している人たちも、みんな自分が選ばれた理由は解わからないそうよ」

「お前なんか画えに描いたような優等生だけどよ、明らかに相応ふさわしくないヤツも選ばれたりしてたよな？」

「誰の事？」

「ヒース王子様」

「ああ……。まあ、ノーコメント、という事にしとくわ」

　ヒース王子とは、現国王の息子の一人で、俺やアイリスの同級生で、自分の身分を鼻にかけて同級生を支配し、気に入らない者を虐いじめる学生の筆頭だった。

　そして、アイリスが在学中に最も多く衝突した学生の一人でもある。

　そんなヒースもまた、神剣に所有者と認められている者の一人だ。

「とにかく、今日は全校生徒が聖光剣に触れる行事が有るんだから、貴方あなたもちゃんと参加しなさい」

「俺、あの神剣に何回か触った事あるけどさあ、毎回無反応だよ？　今さら参加する意味あるかなあ」

「万が一、という事もあるから定期的にやってるのよ」

「万が一って……それ、殆ほとんどゼロって事だろ……」




「ふわあ……」

　王立士官学校内にある礼拝堂に男子生徒が全員集まり、聖光剣エクスキャリバーが運ばれてくる。

　日頃、王家が厳重に管理している聖光剣は、年に数回、この礼拝堂にまで運ばれ、全校生徒が順番に手を触れる、という行事に使われる。

　学生の中に、聖せい光こう剣けんが所有者と認める勇者を選定する為ためだ。

　他の十二本の神しん剣けんも、この方法で所有者を決めたらしい。

　十二本の神剣は、それぞれが凄すさまじい力を持っており、所有者を文字通り、一騎当千の戦士に変える。

　つまりアイリスやヒース王子みたいな神剣の姉妹剣を所有する学生は、他の学生とは一線を画した力を持っているのである。

　だから、校内で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞えるのだ。

　ちなみに成績最下位でありながら、そんな二人からのイジメと注意を完全に無視している俺は、かなり悪目立ちしている。

　俺は欠伸あくびをしながら、聖光剣に触れていく学生を見つめていた。

　どうせ自分が選ばれる訳がないので、こんな行事には一切興味が無い。

　最強の神剣である聖光剣エクスキャリバーは、何と一本で他の十二本全すべてを合わせても及ばない程の力を持っているらしい。

　所有者は、完全無欠の勇者になる。

　そんな凄まじい力を持つ剣が、士官学校で成績最下位である自分を所有者に選ぶ訳が無い。

　もし選ぶとすれば、悪趣味極まりないだろう。

　どうせなら、アイリスみたいに、超が付く程真面目まじめで、他人に優しくする事を美徳とするような者を所有者に選べば良いのだ。

「……つうか、何で聖光剣の神剣選定は男子生徒だけでやるんだ？」

　神剣選定の最中、暇を持て余した俺は、欠伸を嚙かみ殺ころしながら呟つぶやいた。

「……そんな事も知らないでこの学校に通っていたのか、お前は」

　すると、隣で腕を組みながら座っていた男子生徒があきれ顔で俺を見ていた。

　黄色の燕えん尾び服ふくと白いズボンをまとった、長身瘦そう軀く、金髪碧へき眼がんの美男子野郎。

　神剣の内の一本、雷らい鳴めい剣けんに選ばれたヒース王子だ。

　他の男子生徒は、ヒース王子が礼拝堂の席に座っていると、気を遣って両隣には座らないようにしているのだが、俺は単純に席が空いてるから座ってやった。

　周りの生徒はヒース王子の隣に俺が座った瞬間、何な故ぜかドン引きしていたが。

「聖光剣は、他の姉妹剣と違ってこれまで男しか所有者に選んでいない。歴代の魔王討とう伐ばつ者……つまり勇者は全員が男だ」

「へえ……じゃあ、何でお前は毎回聖光剣に触らないの？」

「……複数の神剣から、同時に所有者に選ばれた者もいない。だから、雷鳴剣に選ばれた僕が、聖光剣に所有者と認められる可能性は無いんだ」

「はあ？　じゃあ何でお前とアイリスって毎回神剣選定に来てんの？」

「神しん剣けんの姉妹剣に所有者と認められた者は、勇者を補佐するのが通例だ。勇者誕生の瞬間を見逃す訳にもいかんだろう」

「一回触って無反応だった俺らが、何回も触る機会があるのは何で？」

「……この学校で文武に励はげんで成長すれば選ばれる可能性があるからだ」

　何を今さら、と言いたげに、ヒース王子は心底、俺に対してあきれ返っている様子だった。

　毎回、聖せい光こう剣けんが無反応だったから、無関心になってただけなんだけど。

「次、クロウの番だぞ」

　そんな事を考えている間に、聖光剣の傍かたわらに立っていた赤毛の教官から声をかけられる。

「早く来いや。やるだけ無駄だろうけど。万が一があるかもしれねえから」

　赤毛の教官がそう言った瞬間、礼拝堂内に、どっと笑い声が響く。

　その教官は、俺よりも頭一つ分くらい身長が低い、小柄な少女だった。

　というよりも、結構な年齢の筈はずだが、少女にしか見えない程、童顔の女性だった。

　名前はカトレア。

　彼女もまた、神剣の一つである爆ばく炎えん剣けんに所有者と認められていた。

　そして、教官の中でも特殊な赤い燕えん尾び服ふくと白いタイトなズボンをまとっている。

　アイリスとヒースが着ている制服と色違いだが、実は二人が着ている制服は、神剣に所有者と認められた者のみが着用を許される、由緒正しい物だったりする。

　まあ、ごく普通の学生である俺には、一切関係の無い服だ。

　俺は聖光剣に触れる為ため、礼拝堂内にある台座に上る。

　その際、カトレア教官をちらりと見つめた。

　赤い髪。赤い瞳ひとみ。童顔で、小柄な体形。

　そして、

「ああ？　テメエ何見下ろしてんだクロウ。アタシを見下ろしてんじゃねえぞ。お前に上から見下ろされるとムカつくんだよ」

　大人げの欠片かけらもない物言い。

　この教官を見る度たびに、神剣が一体何を基準に所有者を認めているのか、全くもって理解出来ない。

　まあ、実はこの教官が士官学校にいるおかげで、校内の秩ちつ序じよは保たもたれているのだが。

　この人も、口は悪いが、アイリスと同じで学生同士のケンカやイジメは徹底的に止めようとする人格者だ。

　俺が知っている神剣の所有者は、アイリス、ヒース、カトレア教官の三人だけで、実際に使われている所を見た事があるのも、その三人が持つ神剣だけだった。

　だから、他に存在している九本の神剣がどれ程の力を秘めているかは知らないが、俺の見立てでは、聖せい光こう剣けん以外の神しん剣けんを所有している者同士の力はほぼ同程度。

　カトレア教官とアイリスの方針が一致している以上、同じ力を持つヒース王子も下手な事は出来なかったのだ。

「ほら。聖光剣に触りな」

「……」

　台座の上にある机に置かれた聖光剣を、俺はまじまじと見た。

　柄つか尻じりに銀色の宝玉が埋め込まれ、刀身、鍔つば、柄全すべてがキラキラと淡あわく輝いている。

　まるで白銀で作られた十字架のような形状のそれは、とても大昔から継けい承しようされてきた物には見えない。

　刃こぼれや、錆さびの類たぐいが一切無いからだ。

　こんな機会が無ければ、一生お目にかかれない程のお宝なわけだが。その神々しさは、確かに世界を何度も魔王の脅きよう威いから救ってきただけの事はあるように見える。

「……」

　神剣選定は年に数回行われるから、俺は何度もこの聖光剣に触れてきた。

　勇者が聖光剣に触れれば、その刀身は太陽のように輝くらしい。

　俺は、他の学生が順番に手を触れた聖光剣の柄を握り締めて、持ち上げてみる。

「……」

　聖光剣は微み塵じんも発光しない。

　何の反応も示さない。

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

　何度経験しても、本音ではガッカリしてしまう。

　子供の頃から、世界を魔王から救ってきた勇者には漠然とした憧あこがれがあった。

　まあ、普通の男の子は大なり小なりそうだろう。

　だから、この聖光剣の柄を握り締める度たびに、ひょっとして、もしかしたら、刀身が光ったりしないかと、少しだけ期待してしまうのだが──

「……無理か」

　やはり、聖光剣の刀身は発光しない。

　伝説の勇者にしか扱えない神剣が、自分を選ぶ訳が無いのだ。

　そんな都合の良い話が……。

〈はあ……〉

　聖光剣から、声が聞こえた。

「っ!?」

　俺は思わず絶句し、聖光剣を手から落としてしまう。

〈っわ！　もうちょっと丁寧に扱ってくださいよ……全く……その他大勢の分際で〉

「うお!?　け、剣が喋しやべった！　教官！　この剣喋りましたよ！」

〈……え？〉

　俺が慌てふためいていると、

「はあ？　何言ってんだお前？」

　カトレア教官は小首を可愛かわいらしく傾かしげた。

「いや、何言ってるって……この剣さっきから喋ってるんですよ！」

「……お前……疲れてるんじゃねえの？」

「はあ!?」

「いくら全校生徒からバカだアホだと言われても平然としてるから、ある意味すげえヤツだと思ってたが、案外陰で泣いてたりしてたのか？　お前」

「何の話だ！」

「いや、何の話って……。お前が、剣が喋ったとか言いだすからだろ」

「え？　教官にはこの剣の声が聞こえないんですか？」

「聞こえねえよ。アタシ別に病んでないもん」

「俺も別に病んでねえ！」

　既に聖せい光こう剣けんに触れた男子も、俺の後に触れる予定だった男子も、揃そろいも揃って俺を呆あきれ気ぎ味みに見つめ、「早く壇上から下りろよ」とか、「次俺の番なんだよ」とか言ってくる。







　この続きは現在配信中の『ポンコツ勇者の下剋上』にてお楽しみください


(C)Keizo Fujikawa 2017

















あまのじゃくな氷室さん　好感度１００％から始める毒舌女子の落としかた　電子特別お試し版　（著：広ノ祥人　イラスト：うなさか）

















プロローグ









　俺が初めて天才美少女と呼ぶに相応ふさわしい存在に出会ったのは高校一年生の時だった。

　クールで完全無欠な優等生、二年生になって……厳密に言えば一年の三月からこの君きみ島しま学園の生徒会長を務めることにもなったその少女の名は氷ひ室むろ涼すず葉は。

　編み込んだ髪をカチューシャ状に結び、後ろを長く背中まで伸ばしたヘアスタイル。白くきめ細やかな肌に、彼女の凜りんとした性格を印象づける切れ長の瞳ひとみ。そして整った鼻筋と──きっと誰がどう見ても美少女と認定すること間違いない。

　そして、秀でているのがその容姿だけにとどまらないのがこのお方の凄すごいとこ。勉学はもちろんのことスポーツも万能と来ている。……まぁ体力には自信がないみたいだけど。

　去年の遠足での登山とか、まるで敗残兵のようにやつれた顔で本気で死にかけてたし。

　その他も何でも涼しい顔でそつなくこなす彼女の欠点を、体力以外であえて挙げてみるとすれば、それはあのクールで感情の起伏が乏しい見た目が与える取っつきにくい印象イメージと、高圧的で毒舌を吐くキツい性格ぐらいだろうか。

　普通に生活しているだけでも目に留まるのに、生徒会長となった今、完全に学園のシンボルになっている彼女。

　そんな氷ひ室むろ涼すず葉はと俺──田た島じま愛あい斗とは、学園において何かと関かかわる機会が多かった。

　最初のきっかけは一年の時、男女別に入試の成績がトップということで選ばれたクラス委員。そこから氷室と一緒にいることが段々と多くなって──二年になった今でも、クラスこそは別になったものの、氷室が俺に与えた、生徒会副会長という肩書きが二人の接点を保っている。

　初対面での氷室の印象は、美人だけど性格のキツい人。

　でも一年過ぎた今では──その、キツい所もかわいいと感じるようになっていた。あばたもえくぼとはよく言ったもの。……そのつまり、




　去年、俺と氷室の間にあったとある一件から彼女に惚ほれてしまった俺は、気がつくと氷室涼葉のこと目で追うようになっていたのである。




　その時の氷室が、とびっきりにかわいくて。

　もう気が付けば、常に氷室のことを考えているほどに。

　でも、そんな俺の恋心が叶かなう可能性は、限りなくゼロに近かった。

　氷室と恋人同士という、学園の誰もが羨うらやむだろう特別な関係には──きっとなりえない。

　それは彼女の側そばにいればもうどう考えても明らかだった。毎日のように氷室から向けられるのは冷ややかな視線に嘆息。それから毒気たっぷりの辛しん辣らつな言葉の数々。うん……思い返してみるだけでも、もう自尊を忘れていないのが不思議なレベルにほんとヒドイ。

「ドイツの偉い軍人曰いわく、組織にとって一番害悪なのは無能な働き者らしいわ。……まぁ、特に私には関係の無い話だけれど」

「ふふ、その様子じゃやはり誰からもチョコをもらえなかったようね。来年はそうならないよう私も応援しているわ。ま、私があげれば早い話なのかもしれないけど」

　これが氷室涼葉の俺に対する日常会話。

　告白──なんて、とてもじゃないができるはずがない。

　ま、氷室がこんな態度なのは当然といえば当然だった。

　なにせ凡才の俺は、天才である生徒会長様のお手を煩わせることが多かったのだから。

　副会長に俺が選任されたのも、氷室曰く、クラス委員を一緒に務めた経験上、無難で遠慮なく文句を言っていい相手だったからって理由らしいのだ。

　氷室涼葉からすれば、俺はちょっとどころじゃなく手間のかかる部下でしかない。誰の目から見たって完全な脈なし。もう異性として見られているかすら不安なレベルだ。

　でも想おもうだけで、生徒会で一緒にいられるだけで充分なのだ。

　そこに幸せを感じている以上、全すべてを失うのを覚悟して駄目元で告白するのは……やっぱり怖かったから。

　これが俺、田た島じま愛あい斗とが見み出いだした答え。




　それで、合っていたはずなんだけど……。




　生徒会室に厳かな空気が流れた。

「はぁ……全然駄目ね。誤字脱字が多すぎるわ」

　生徒会長の立て札が置かれた席に座る黒髪の少女が、手に持つプリント用紙にため息をかけると、冷たい眼まな差ざしで目の前に立つ俺を見据えた。

「まったく……これをそのまま職員室に提出しに行ったら私はいい笑われ者。生徒会長は貴方あなたの盾ではないのだけれど」（ごめんね田島君。貴方に注意するのは心苦しいことだけど。修正の必要がある以上、黙っていたら貴方のためにはならないと思うの）

　非難と配慮、これら二つの声が聞こえてきたのはほぼ同時だった。

　氷ひ室むろ以外でこの場にいるのは、彼女の厳しい視線を受けて顔を苦くした俺のみ。

　冗談──にしか聞こえないかもしれないけど、この声の主はどちらとも目の前でお冠な氷室涼すず葉はのものである。

　一つ目は紛まぎれもなく氷室が実際に喋しやべった言葉で……もう片方は何かというと、

[image: ]

　俺にしか聞こえない、氷ひ室むろ涼すず葉はの本音らしい。




　いわゆる心の声ってやつだ。〝らしい〟というのは、俺にこの非科学的な能力が身についたのは二日前のことで、こんな超常現象など信じられなかったからだ。そこから紆う余よ曲きよく折せつを経て──つい一時間ほど前にようやく、俺はこの声の正体について確信を得ることができた。

　そう、あの申し訳なさそうな声が氷室涼葉の本心であるという衝撃の結論に。

　もちろん、澄ました顔の氷室はそれを知るよしもない。

　はは、本音がダダ漏れになっているぞ──だなんて絶対に口にできるわけがなかった。

　だから俺は『普通』を心の中で復唱しながら、普段通り生徒会活動に励んでいたりする。

「盾って……そ、そんなに、酷ひどいのか……？」

　現在、頼まれていた川原清掃ボランティアの日程表を提出しているのも、その活動の一環だった。

　提出に行った俺を待ち受けていたのは、失望の混じった厳しい視線。下校時間が迫っていたこともあり、ペースを無理に上げたのが仇あだとなったみたいだ。これは要反省。

「ええ、やはり貴方あなたに任せたのは失敗だったかしら」（ありがとう田た島じま君。誤字脱字以外は完かん璧ぺきよ。簡潔に要領が纏まとめられていてとても素晴らしいと思うわ。お疲れ様）

　氷室がクスリと冷笑する。

　それに反して心の声は凄すごく温かいんだけど……生徒会の活動を円滑に進めるためにもここは一いつ旦たんスルーするしかない。

　というより、いちいち反応してたら、ニヤニヤして悶もだえ死んでしまう。

「すまん。次はそう思われないよう、頑張るよ。んじゃ、直してくるから」

　俺は氷室の手からプリントを受け取るとそのまま丸めて付近のゴミ箱に放ほうり投げた。そして、生徒会長の机から少し離れて左手側に設置された副会長のデスクへと腰を下ろす。

　こちらは会社の社長席ばりに豪勢な彼女の席とは違って、職員室にある教員のそれと同じ物。椅い子すに座ると同時に、今日一日色々あったからか、つい小さく息が零こぼれ出てしまう。

　氷室が冷え冷えとした表情で紅茶を口元へと運んでいく。それを横目に、俺はノートパソコンを起動させ、早速手直しに取りかかった。のだが──

「──にしても、なんで貴方はいつもそうどこか抜けているのかしらね」（ふふ、今日はさっき田島君にたくさん褒めてもらって気分がいいからもう少しおしゃべりしたいなー）

　……氷室に話しかけられ、わずか五秒で作業を中断せざるをえなくなってしまった。

「そ、そうか？　自分自身ではまったくそんなつもりはないんだけどな」

「はぁ……自覚がないって時点でもうかなりの重症よ。そうね、そんな貴方を一言で総評するとするのなら──」（ああ、なんで頑張る田島君は、こんなにも素敵なのかしら？）

　手にしていたカップを置いた氷ひ室むろは、悠然とした態度で言葉を紡いだ。




「ええ、ダメ島君って言葉がピッタリかしら」（ふふ、田た島じま君だーい好き！）




　屈くつ託たくの無い冷たい笑みと共に、メジャーリーガーですら真っ青な渾こん身しんのストレートを。

「お、おう……」

　耐たえきれずに顔を引きつらせてしまったのは──もちろん、喋しやべるナイフと言わんばかりな氷室のキレッキレな毒舌に心が耐えきれなくなったからではなく、

「たまに思うのだけれど、将来こんなダメ島君なんかとお付き合いしたい人なんか現れることがあるのかしら。まぁきっと、それは街中で絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆと出くわすレベルでの確率論なんでしょうけど。それでもゼロではない以上、絶望するには早いとは思うわ」（はいはーい。そんな心配しなくても、貴方あなたの未来のカノジョならここにちゃんといますからねー）

「そ、そうだな。たとえその可能性が１％を切っていても、ゼロじゃない以上は確率としてありえるもんな。それが宝くじの一等を当てる以上に困難な値であったとしても、可能性は可能性だし」

「あら、今日はやけに素直ね。もしかして普段気にしていた点をズバッと指摘されてやけになっているといった、そんな状態なのかしら？」（安心していいのよ田島君。ここ！　ここに貴方のカノジョになりたいって人がいるから。ふふ、貴方専用の氷室涼すず葉はくじ一等は、私自身がプレゼントよ。なーんちゃって）

　も、もう……どう反応するのがベストなのかわかんないや……はは。

　好きな人からのラブコールって、それだけだと限りなく天国に近いシチュエーションなんだろうけど、これが氷室本人からは秘密裏に伝わってくるのだから結果的には生き地獄って感覚だ。

　そして、この氷室による塩辛いと甘いの連続攻撃は、この日の生徒会が終わるまでの間ずーっと続いたのだった。

　これが、クールで通っていたはずの氷室涼葉の本音。

　一年間以上一緒にいて、一昨日おとといまでは──心の声が聞こえるようになるまでは全く気づくことのなかった衝撃の事実。

　あの（）の内の言葉こそが、彼女が本当は口に出して伝えたい言葉、らしい。

　辛しん辣らつでキツい態度や毒舌の何もかもが建前で、




　本当の氷室涼葉は俺にべた惚ぼれだったのである！






一章　両りよう想おもいで迎える氷ひ室むろさんとの告白エンディング









　生徒会室の扉の前で一いつ旦たん止まって深呼吸。

　──事件の発ほつ端たんとなった一昨日おとといの生徒会活動も、副会長である俺の活動は、普段通りにその日課を繰り返すところから始まった。

　この扉を開けた瞬間から、我が生徒会長のキレのある毒舌が飛んで来る。それに身構えるための心の準備ってやつだ。

　なんせ生徒会長こと、クールで天才肌の氷室涼すず葉はは、勉強以外は極めて凡才な俺に対する当たりがそりゃもう強い。

　こんな傍はた目めから見たらパワハラに怯おびえる人にしか見えない状況を、俺が平然と受け入れているのは、それは俺が氷室に特別な感情を抱いてるからに他ならなかった。

　そう、改めて言うが、俺は氷室涼葉のことが好きなのだ。

　いつも見ているからこそわかる……あの冷徹な彼女が時たま見せる、はにかんだ一面や、ちょっとした女の子らしい仕草の氷室に、ドキッとさせられるというか、そんな氷室がもうかわいくてかわいくてたまらない。

　ほとんど見ることはできないけれど、でもいつも、またあのかわいい氷室が見たいって思いが、たまに毒舌が強すぎて挫くじけそうになる俺をやる気に戻させてくれている。何とか心が折れずに今までやってこれている。

　──だけど、恐らく今日はその毒舌が、一段と厳しくなりそうなんだよな……。

　何な故ぜかって言うと──昨日、早く来ると氷室と約束したにも拘かかわらず──俺はクラスメイトの砂さ城じよう雅みやびからお願いされた、掃除の手伝いを断り切れず……結果的には四十分も遅刻してしまっているのだから……うん、十割俺が悪いんだよね。

　すぐに終わると思ってたのにまさか三十分以上もかかるだなんて……ああ、こんなことなら氷室に遅れるって連絡いれとくんだったよ。こういうのが氷室によく言われる、「貴方あなたは抜けている」って部分の一つなんだろうな。とほほ……。

　思わず零こぼれ落おちる深いため息。俺は、手に汗を感じながら扉を開いた。

「氷室、遅れてすまん！」

　まずは謝るべき。俺は前まえ屈かがみになって手を合わせる。すると、

「遅れるなら、そうと連絡をいれる。それが常識よね田た島じま君」

　突風の如ごとく飛んできたのは、やはり何の連絡もせずに遅刻した俺を糾弾する、冷たい挨あい拶さつだった。

　まさに想像通りの光景。ノートパソコンを操作する手を止めた氷室涼葉が、切れ長の瞳ひとみを咎とがめるようにさし向けている。

　ところが──




（よかったあ。ちゃんと来てくれて）




　何だか、待ち合わせの時間になっても来なかったデート相手が現れてホッとするような、そんな甘い嘆息も真正面から聞こえてきていて──

「……………………ん!?」

　あの……想像してたのとは全然違う展開というか……え、なんなの、これ？

　まったく性質の違う二つの声がやってきたのはほぼ同時だった。

　その二つの声は、間違いなくどちらも氷ひ室むろの声。

　もちろんこの場にいるのはいつも通りに二人だけだ。

　今のは単なる空耳、なのか？　それとも幻聴の類たぐい？

　だが、妙にリアルだったのは事実だった。

「あ、ああ。氷室の言う通りだ。今度からは気をつけるよ」

　そう言った俺は小首をかしげながらも、とりあえず副会長席へと腰を下ろした。

「貴方あなたが砂さ城じようさんと青春の１ページを刻んでいる間に、私は清掃の書類を３ページ処理してきざんでいたわけだけども、どうにもペースが芳かんばしくないわね。下校時間ギリギリでどうにか明日の打ち合わせまでには間に合わせられるといったところかしら。……もちろん、これは貴方がちゃんと私の計算通りの成果を上げてくれれば、の話よ」

　氷室から飛ぶ厳しい言葉。

　ちなみに清掃の書類というのは、来週の土曜に生徒会と美化委員が主体となって行う、川原清掃ボランティアについての資料だ。

　ようするに、勝手な用事で遅れたくせにできませんでしたでは許さない──という、解釈であっているはずなのだが……ってかなんで氷室、俺が砂城と階段掃除してたの知ってるんだ？　さっきいきなりのお願いされたことだったのに。

（うぅ……田た島じま君がこのまま砂城さんと二人きりで遊びに行ってしまわないか気がかりで全然仕事に手が付けられなかったじゃない、田島君のばかぁ。でも──ふふっ、ちゃんと来てくれたから許してあげる。まぁその代わり、下校時刻を延長して、私と一時間お喋しやべりの罰は受けて貰もらうからね）

　──その声はまるで約束に遅れたカレシに拗すねて甘えるカノジョのようだった。

　目の前の氷室の発言とは思えず、空耳か何かかと思ったが、なまじ質感があるだけに無視できなかった。

　俺は思わずキョロキョロと室内を見回す。

「……そう、だよな」

　うん、やっぱり誰もいない。ここにいるのは俺と氷ひ室むろだけだ。

　じゃあやっぱり彼女がこのトンデモ発言の主？

　いやいやそんな馬鹿なことあるわけないだろ。だってあの氷室が俺と喋しやべりたいから一時間下校時刻を延長させるって言ってるんだぞ。第一、そんな私的理由で下校時刻の延長申請が通るはずがないし──

　ああ、視界の中の氷室はいつも通りにクールな無表情なんだ。それが何よりも確かな証拠ってやつじゃないか。少なくともあの甘えた声は氷室のでは無いっていう──

「一応、万全を期すということで、既に学園側には時間外滞在の申請を一時間しておいてあるわ。ええ、保険をかけるに越したことはないものね」（流石さすが私、ぬかりないわ！　だからさっさと終わらせてお喋りタイムに入りましょうね。ふふ）

「はっ!?」

　ガタン！　と、椅い子すがずれる。俺は驚きを隠せずにはいられなかった。

　偶然……なのか？　さっきの「一時間私とお喋りの罰」というやつと、氷室の今の淡々とした残業発言が、意図は百八十度違うものの一時間多く滞在するという結果自体は完全にマッチしているではないか。

「い、一時間、して、あるのか……その、時間外申請を……」

「……何かしら？　その異様な驚きよう。もしかして、用事があるから無理……とは言わないわよね」（それとも……私とこれ以上いるのは嫌、かしら……）

　そして響いたのは、普段の氷室にはありえないほどの躊躇ためらいがちで弱気な声。

　チワワのような、そんなウルウルとした氷室の上目遣い姿をふと思い描いてしまった俺は、胸中でブンブンと頭を振って速やかにその幻想を消滅させる。

　この不思議な声の正体はなんなんだ？　それと一体どこから……やっぱり目の前に座る氷室涼すず葉はからなのか？　一番現実的に考えて──とにかく、もっと情報が欲しい。

　そう思った俺は、平然という言葉を心の中で何度も唱えながら口を開いた。

「いや、大丈夫だ。急だったからちょっと驚いただけだ」

「そう。ならいいのだけれど」

　アレ……？　声が一つだけ……？

　そこについて考えるよりも先に氷室の口が再び動き出す。

「なら、早速だけど先週提出してもらった清掃ボランティアの計画資料、一つ重要な問題点があったの。すぐに修正してもらえるかしら」（ごめんなさい、田た島じま君。いつも通りの完かん璧ぺきな仕事ぶり、大変感謝しているわ。でもどうしても一つ、これだけは気がかりというか、ちょっともの申さずにはいられないというか──）

「先週の計画書……？　そんなにマズイところあったか……？　どの部分についてだ？」

　状況がわからない以上、考えるのは後回しにするべき。







　この続きは現在配信中の『あまのじゃくな氷室さん　好感度１００％から始める毒舌女子の落としかた』にてお楽しみください


(C)Yoshito Hirono 2017
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